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「ミナ。本当にこの道で大丈夫なんですの？」

「うーん。もらった地図には、薬草たくさんって書いてあるんだけど……」

　地図を頼りに、ミナ達四人パーティはテクテクと迷宮を歩いていた。

　魔法のアイテム袋には、まだ薬草が一つも入っていない。




　ミナ達は一流の【冒険者】を目指す見習いだ。

　冒険者とはモンスター退治や素材採取、迷宮攻略などの依頼をこなす者。

　ミナはその中でも【勇者】になることを夢見る女の子だ。

　しかし、冒険者には誰でもなれる訳ではない。

　王都にある教育施設【初心者の館】を卒業し、ライセンスを取得しなければ、一人前の冒険者として認められない。

　その練習クエストとして、ミナは仲間達とともに滝裏の迷宮を訪れていた。

　カミール草という薬草を採取し、館に届ける……

　だけ、なのだが。

「ミナ。必要な分のカミール草さえ採れば十分ですのよ？　寄り道もほどほどにしなさいな？」

「そうなんだけどさ、ユルちゃん。いま王都は薬草不足だって聞いたから、少しでも多い方がいいかなーって」

「まったく。ミナはすぐ人助けに走るんですから」

「えへへ～」

「褒めてませんわよ!?」

　ミナに軽いツッコミを入れるのは【騎士】見習い、ユルエール＝マリーベル。

　黄金の髪にツンとした瞳、精霊銀の鎧よろいに身をまとったお嬢様騎士。

　ミナの幼おさな馴な染じみでもあり、お説教係でもある。

「まったくもう。毎回これでトラブル起こしてるのですから、反省して……ないですわね、その顔」

「いやぁ。ユルちゃんも何だかんだいいながら手伝ってくれるから、嬉うれしくて」

「なっ。そりゃあ、わたくしだって困ってる人の助けには……」

　もごもごと照れくさそうに、そっぽを向くユルエール。

　彼女のそんな優しさが、ミナは大好きだったりする。

「あのぉ、ミナさん。薬草集めには賛成ですけれど、迷子には気をつけてください。リリィさん、迷宮コンパス使えます？」

「……ん。いま起動中……」

　その横から助言をするのは、パーティでも真面目な【僧侶】見習いシャノ。

　そして口数少ない【魔法使い】見習いリリィの二人だ。

　シャノはおしとやかな少女で、いつもミナ達に助言と補助をしてくれる心優しい僧侶だ。

　ふわりとした優しい黒髪にたおやかな笑みを浮かべる美人で、ミナが知る限り欠点がない完璧少女。

　一方コンパスを掲げるリリィは、全部がちっちゃ可か愛わいい魔法使い。

　口数は少ないけれどいつも一生懸命で、誰より賢く知識がある、頼りになる女の子だ。

　ん、とリリィが迷宮の奥を示す。

「コンパス起動。薬草この先」

「皆さん、足下に気をつけてくださいね」

「ありがと、シャノちゃん。リリィちゃん。多めに薬草取ったらすぐ戻るからね。よーし。今日こそ練習用クエストをクリアして、卒業しよう！」




　つんつん騎士のユルエール。

　真面目な僧侶シャノ。

　寡黙な魔法使いリリィ。

　この三人が、ミナの大切な仲間達だ。




　彼女達には夢があった。

　ミナは伝説の職業【勇者】になること。

　ユルエールは実家に誇れる【騎士】に。

　リリィは植物研究者としての【魔法使い】。

　シャノは心優しく人のために働ける【僧侶】だ。

「ふっふーん♪　勇者、勇者、楽しみだなぁ～」

　鼻歌交じりに進むミナ。

　今日こそ練習クエストをきちんとクリアして合格を貰もらい、一流の冒険者なってみせる！

　……と、意気込んでいたミナが、ふと壁に手をつくと。

　ぼこんと壁がへこみ、隠れた道が現れた。

「あれ、隠し通路？　地図にはないけど……リリィちゃん、分かる？」

「ん。奥から薬草のにおいがする。かなり強力」

「本当!?　じゃあこっち進んでみよっか！」

「ミナ、またそうやって寄り道して……」

　むすっと怒る騎士ユルエールだったが、ミナは、でもね、でもねと提案する。

「でもさ、ユルちゃん。地図にないってことは、伝説の薬草があるかもしれないよ？　そしたらあたし達、伝説になれるかもよ？　それに街の人もすごく助かると思うよ！」

「で、伝説……？　この、マリーベル家の騎士たる、わたくしが、伝説……」

「うん！　そしたらユルちゃんも、伝説の薬草見つけた伝説の騎士だよ！」

「わたくしが、伝説の騎士……んもう、仕方ありませんわね。ちょっとだけですわよ？」

　否定しつつも嬉しそうなユルエールに、シャノが苦笑する。




　彼女達はわいわいと地下への階段を下りていく。

　曲がりくねった道を進み。

　分岐路を右へ、左へ。

　ついでに一〇階ほど階段を下りて、最深部へと到着する。

　そこには銀色に輝く、巨大薬草が育っていた。

「「「おおー！」」」

　なんか、すごく強そうな薬草っぽい！

　ミナがわくわくしながら手を伸ばすと。

　銀色の薬草がニョキニョキと成長し、巨大な触手を伸ばしてミナ達に襲いかかってきた。

「なんか変なの出たあああああっ！」

「モンスターですわ！　リリィ、早く魔法をっ」

「ふ、ファイ、にゃ、ファイアボール！」

「皆さん大丈夫ですか、おおお、落ち着いて戦いま……ひゃあーっ!?」





＊






「それで、薬草に擬態したモンスターを退治して、素材を持ってきた、と……？」

「はい！　リリィちゃんから、エクスポーションの材料になるって聞きました！　薬草不足に役立つと思います！」

　えへへー、と泥だらけの笑顔で自慢するミナ。

　その手にはしっかりと銀色の薬草が握られ、本日のクエストも大成功！







　という一報を聞いた初心者の館の受付嬢、ロジーナはそっと溜ため息いきをついた。

「話は分かりましたけれど……カミール草は、どうなりました？」

「「「あっ」」」

「クエストは対象指定物のものを持ってこないと、クリアにならないと、何度も、何度もお伝えしましたよね？」

「本当にすいませんでしたーっ！」

　勇者見習い、ミナとその一行。

　初心者の館を訪れて、およそ三年。

　彼女達は、未いまだにトラブル続きで卒業できない……とても残念な、冒険初心者達であった。
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　初心者の館。

　王都が掲げた『冒険者育成計画』に基づき創設されたその施設では、今日も心意気を新たにした初心者達の姿でにぎわっていた。

　初心者の館には練習用クエストの受付所や、魔法およびスキルの鍛錬所。

　モンスターの知識や迷宮サバイバル技術を学ぶ勉強部屋など、様々な教育施設が整っている。

　冒険者ギルドを模して作られた玄関口では、元気あふれる新米達がわいわいと騒いでいる。

　そこに、薬草採取クエストを失敗したミナの姿も交じっていた。




　練習クエストには、結果を報告するレポートの提出が義務づけられている。

　クエスト中の出来事や戦闘結果を記録し、問題点を改善するためだ。

　レポートを受付に提出しつつ、ミナは受付のロジーナさんに「はいっ」と手を挙げて質問した。

「ロジーナさん！　お願いがあります！」

「何でしょう、ミナさん」

「あたしに練習用クエストのクリア方法を教えてくださいっ」

　ここ最近、クエストの失敗が続いている！

　改善しなければ！

　そう思ったミナは、ロジーナにぜひ意見を伺いたいと思ったのだ。

「……突然、どうしたんですか？」

「あのですね。あたしよく考えたら、今まで受けたクエスト失敗の原因が、あたしにあるんじゃないかと思いまして！」

「え……今さらですか……？」

「今までは、ユルちゃんやシャノちゃんが『失敗はよくあることだよ』って励ましてくれてたんで気にしなかったんですけど……ちゃんと理由を聞いて反省しないと、と思って」

　ロジーナは驚いたものの、ミナなりに考えてのことだろう。

　分かりましたと頷うなずき、棚からミナが今まで提出したレポートを並べていく。

「では、ミナさん。今までの失敗したクエストを振り返ってみましょうか」

「はいっ」

「今回の薬草採取のレポートはあとで頂くとして。前回のクエストは、近所の畑に出たスライムを退治することでした」

「はい！」

「結果、どうでした？」

「えっと、スライム退治してたら、村の近所にゴブリンが出て、それも倒してたら今度はオークが出てきたので、それを倒してる間に、クエストが時間切れになりました」

　そうですね、とロジーナはレポートを横に添える。

「その前は、王都近くの森にて薬草採取でしたね」

「えーっと……薬草採取中に怪け我が人にんを馬車に乗せた旅人さんと出会って、治療のために薬草ぜんぶ使って……その旅人さんが困っていたので、一緒にモンスター退治しました！」

「そのひとつ前は？」

「迷宮の地図作製クエスト中に、すごい宝箱を見つけて、手に入れるために壁を壊したら崩落して地図が……」

　はっ、とミナは真実に気がついた。

「分かりましたか？」

「はい。あたしの実力不足ってことですね！」

「えっ」

「本物の冒険者は、スライム退治の途中に大迷宮のハイオーク退治くらいできて当然……ふたつのことを同時にこなす、それが一流の冒険者で」

「もう少し自重すればいいんですよ！」

　お説教された。

　スライム退治のクエストを受けたなら、緊急時を除いてオーク退治は別クエストで受けましょう。

　迷宮の地図作製中には、迷宮を壊して宝を手に入れる前に地図を書きましょう。

「ミナさん。お人ひと好よしなのは大変いいですけど……このままでは館を卒業できず、フリーの冒険者になりますよ？」

「はうっ!?」

　ミナはびくっと姿勢を正す。

　フリーの冒険者とは、王都非公認の冒険者のことだ。

　受注できるクエスト数は少なく、内容も『落とし物を届ける』とか『猫探し』など、本来の冒険者とはほど遠いものばかりである。

「それは困ります……あたし、頑張ります！」

　ミナは勇者になりたい。

　ただの町娘であったミナは、家に置かれていた絵本『勇者物語』に憧れ、両親にたくさんお願いして勇者になる許可を貰った。

　七つの大陸を旅し、伝説の世界樹や、竜の渓谷、幻の都……たくさんの世界を旅し、人々のために役立つ勇者。

　そんな人に、なりたい。

　それに、ミナには仲間がいる。

　【騎士】ユルエールに、【魔法使い】リリィ、【僧侶】シャノ。

　彼女達と一緒に卒業するためにも、ミナはもっと頑張りたい。

「ロジーナさん、コツってありますか？　うっかりよそ見しなくて済むようなクエストとか」

「そんな斬新な質問は初めてです」

　うーん、とロジーナは考えて。

「自分がぜったいによそ見しない、熱中できるクエストを探してはどうでしょう？　自分が大好きでたまらないクエスト、とか」

「『お菓子食べ放題コンテスト大会優勝クエスト』とかですか？」

「そんなクエストはないと思いますけど、まあ」

「ありがとうございます、頑張りますっ」

　ミナはぐっと拳を握り、気合いを入れて去っていく。

　その背中を見送ったロジーナは、ふと淡く微ほほ笑えみ、溜息をついた。

「やる気も十分ですし、人も良くて大変結構なのですけれど……」

　もちろんミナ達とて、三年間ずーっと間違い続けてきた訳ではない。

　間違いたくて間違えた訳でもない。

　ただ彼女、いや彼女達の一行にはひとつだけ、常識では計れない問題事があるのだった。





＊






　さっそくクエストを探し始めたミナだが、一日二日で見つかるはずもない。

　ミナ達は近所でちまちまモンスターを倒したり、王都でバイトをして過ごす。




　そして三日後。

「今日はいいクエスト、あるかな～♪」

　館に朝一で張り出される練習用クエスト一覧を眺めるミナ。

　すると偶然、ぺらっ、とクエスト用紙が風に煽あおられ、裏側に張られた別のクエストが見えた。

「ん？　……んんんーっ!?」






　クエスト：聖剣を使って、君も勇者になろう！（勇者志望者限定／伝説の秘密クエスト）




　内容：伝説の聖剣をお貸ししますので、勇者の修行として王都近隣にあるダンジョン『王都東ノ迷宮』のボスを退治してください。真の勇者を目指す人ならクリアできます！　特典で聖剣も貰えます！

　報酬：お貸しした聖剣、４０００ベルク、薬草詰め合わせセット

　期日：３日

　○詳細は以下の住所にてお話します。






「聖剣を貰える……！　これだーっ！」

　ミナはクエスト票を手に取り、目的の住所に向かうのだった。
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「失礼しまーす……えっと。ここ、だよね？」

　クエスト票を手にしたミナは、王都郊外にぽつんとある一軒家を訪れていた。

　外観はボロボロで、あまり人が住んでいるようには見えない。

　本当にこんな所にいるのかな？　と、ミナがこっそり家を覗のぞき込こむと。

　銀髪の女の子が倒れていた。

「大丈夫ですか!?」





＊






「はーっ、助かったわ！　アナタ中々いい人間ね！」

　ミナが助けた少女は、単に空腹で倒れていたらしい。

　近所で売っていたサンドイッチと回復ドリンクを渡すと元気になり、ヴェリル＝カノンと名乗った。

　銀色の髪に、きれいな褐色の肌。

　ピンと尖とがった珍しい耳に、ミナは「エルフ種かな？」と思ったけれど、エルフ種は雪のように白い肌をしていた気がする。

　日焼けエルフかもしれない。

「で？　アナタ……ええと、ミナって言ったわね。何しに来たの？　……はっ。もしかして家賃の取り立て？　町内会費？　たたた、助けてもらった恩はあるけど、ないものはないわよ!?　お願い、もうちょっとだけ待って！」

　壁に逃げ、なぜかお財布を抱いて震えるヴェリル。

　ミナはきょとんとしながら、手元のクエスト票を渡してみせた。

「えっと、聖剣クエストを受けれると聞いたんですけど！」

「聖剣……え、アナタ勇者志望なの!?　本当!?」

　ガタッ！　と今度は身を乗り出すヴェリル。

　びっくりしたミナがこくこく頷くと、彼女は「よし、よし、よーしっ！」とやたら元気に拳を握って喜んだ。

「勇者志望……やっと餌につられて引っかかったわね……！　これで勇者志望を倒せば借金もちょっとは……」

「倒す？」

「ハッ！　なな、何でもないわ。うん。ええと、勇者志望のミナさんね！　アナタのことをずっと待っていたわ！」

　ミナの手を取り、ニコニコ笑顔でテーブル席に案内するヴェリル。

　妙に慌ただしい。

　ちょっとヘンだな～、と思うミナであったが、そんな疑問は次の一言で吹き飛んだ。

「実はアタシね、勇者を選定するために訪れた女神の使いなのよ！」

「えええっ!?」

「しーっ。大きな声を出さないで。魔王の手下がどこで聞いてるか分からないわ……これは勇者限定、アナタだけにする、特別な話よ」

「特別……！」

　アナタだけに。

　勇者限定。

　なんだかすごい、と身を乗り出すミナ。

「ミナさん。アナタも勇者を目指す者なら、勇者物語を知ってるわよね？　その昔、伝説の勇者は聖剣を手にするべく旅を続け、やがて世界樹の頂上にあった剣を引き抜いた逸話」

「知ってます！　世界樹物語ですよね、大好きです！」

「ええ。その時に勇者が引き抜いた聖剣を、新たな勇者であるアナタに托たくしたいの」

「!?」

「もちろん、タダで渡す訳じゃないわ。アナタには簡単な試練を受けてもらうわ」

　そしてヴェリルは地図を取り出し、王都近郊の森にある一角を示した。

　薬草採取のために初心者がよく訪れる森の奥に、聖剣を隠したという。

「ミナさん。アナタへのお願いは、この森に隠した聖剣を使って『王都東ノ迷宮』地下二階を攻略すること。最深部のボスを倒せたら、アナタは伝説の勇者として認め、聖剣を托すわ」

「……クリアしたら、あたしが勇者……？」

「もちろん！　世界のみんなが、きっとアナタを認めてくれるわね！」

「おおー！」

　ミナの瞳が輝く。

　伝説の勇者になれる。それはつまり、

「あたし、世界でたったひとりの勇者なんですね！」

「ええそうよ、勇者よ！」

「勇者、すごい！」

「ええ、とってもすごいわ、世界一！」

「ということは、クリアしたら初心者の館も卒業できますよね!?」

「……はい？」

　一瞬ヴェリルの思考が止まる。

　なにを言ってるんだこいつは、という顔で目をぱちくり。

「アナタ一般冒険者じゃないの？　冒険者の館のクエスト受けて来たんじゃないの……？」

「見習いです！　初心者の館のクエスト票、持ってきました！　見習い三年目です！」

「え。初心者の館って、どんなポンコツでも三ヶ月あれば卒業できるんじゃ……」

「じゃあ頑張ります！　ありがとうございます、ヴェリルさん！」

　ヴェリルがぽかんとしている間に、ミナは地図にメモを取り、元気に家を飛び出した。

　伝説の聖剣を手にして【勇者】に、そして立派な【冒険者】になる。

　それが、ミナの夢なのだ！




　そんなミナの背中が消えた後、ヴェリルは気まずく頬を搔かいてから。

「ま、まあ見習いでも将来の勇者候補だもの……ふふ、今のうちにつぶしておいて損はないわね！」

　含み笑いをするヴェリル。

　彼女にはなにやら、秘密があるのだった。





＊






　そんなこととはつゆ知らず、ミナは指定された森を探す。

　探すこと三〇分。

　台座にばっちり刺さった聖剣を見つけ「おおー！」と歓喜の声をあげたのだった。
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「うーん。聖剣の使い方って、普通の剣と同じでいいのかなぁ」

　ミナは森ですぽん！　と引き抜いた聖剣を掲げながら困っていた。

　にぶい銀色をもつ刀身からは、なんとなく聖なる力を感じないこともない。

　とはいえ使用方法は分からない。

　ミナが今から挑むのは、聖剣を用いて戦闘するクエスト。

　使い方に慣れておくのは大切だろう。

「本番で、みんなに迷惑かけると困るし……練習してみようっと！」

　うん、と頷いて森を後にし、王都郊外の草むらへと向かう。

「モンスター、モンスターっと……」

　しばらく草むらを歩いて、ミナは試し切りの相手を見つけた。

　ブルースライム。

　スライム類の中では物理、魔法防御ともに弱く、子供でも倒せる相手だ。

「よーし。聖剣の力を見せてあげるよ！　せいやーっ！」

　ぶにゅっ！

　聖剣を叩たたきつけると、スライムは鈍器で叩かれたように、あっさり倒せた。

「おお……剣は銀色でぴかぴかなのに、思ったよりも微妙な切れ味と、安心できる剣の重さ……切るっていうより叩くって感じのコレが、聖剣……！」

　ミナは剣ソムリエのように唸うなったのち、

「普通！　あたしの持ってる銅の剣と変わんない！」

　せめて鋼の剣くらいの破壊力は欲しかった。

　でも、仮にも聖剣。

　こんなに弱いはずがない。

　使い方が違うはず、と聖剣を掲げたり、ナナメにして観察するミナ。

「聖剣っていうくらいだし、もっとこう、ずばばばーっ！　とか、どーん！　って感じの何かあるよね。うーん……もしかして魔法剣、とか？」

　魔法剣とは、魔力を流し込むことで威力を発揮する武器のことだ。

　ミナの愛読書である勇者物語にも、魔力を込めて炎を宿す【炎の剣】や、敵の生命力を吸収する【ブラッディソード】等が存在する。

「せっかくだし練習してみようっと。ええと、魔力を集中するには……」

　ミナは目を閉じて、精神を集中する。

　瞑めい想そうと呼ばれる行為である。

　心を無にして世界に身を委ねることで、すごいものに目覚める気がした。




　そうして五分が経たった。

　特になにも起きなかった。

　というか、瞑想しても魔力は増えたりしないのである。

　ミナは最初こそ（考え事しないぞ！）と雑念を追い払っていたが、そのうち余計なことを考え始めた。

（昨日の晩ご飯、ユルちゃんのクリームシチュー美味おいしかったなぁ。今日の晩ご飯は何かなぁ。聖剣クエストクリアしたら、お祝いに美味しいお肉買ってみんなでパーティしようっと。うん、卒業記念パーティだね！）

　気づけば頭の中は、ご飯でいっぱい。

（お肉もいいけど、フライパンでさっと焼いた卵とかも最高だよね……卵って何であんなに美味しいんだろうなぁ。あ、ソーセージもいいよね。フライパンで油の弾はじける、パチパチっ！っていう音が……うーん、お腹なかすいた）

　我慢できずに、ぱちっと目を開く。

　すると、

「ほわっ!?　なにこれ！」

　聖剣から光があふれ、ミナの前で楕だ円えん形の光として固まっていた。

　どう見ても、フライパンの形だ。

「あ、でもこれ使えそう！」

　ミナは早速スライムを探し、聖剣で叩いてみた。

　バチーン！　とすごい音がしてスライムが爆発四散する。

「すごい、変形！　もしかしてこれ、他の形にもなるのかな……？」

　ミナが目を輝かせていたそのとき、草原が揺れ、新たなモンスターが現れた。

　ハードアルマジロ。

　固い殻により物理攻撃全般に耐性を持ち、近づくとその固さで体当たりしてくる厄介な相手だ。

「この辺でアルマジロって珍しい……剣の攻撃は効きにくいけど……そうだ！」

　ミナは聖剣にぐぐっと意識を集中する。

　頭の中で、弓の形をイメージ。

　すると剣の柄が翼のように伸びてしなり、弓のように広がった。

　剣先もまた細く鋭さを増し、矢の形へと変形する。

「そして……炎よ、灯ともれ！」

　ミナの声に、矢の先にぼおっと炎が灯る。

「聖なる炎よ、敵を貫け！　聖剣スキル【聖なる火の矢】！」

　それっぽいスキル名をつけて放つと、聖剣より放たれた火矢がアルマジロを貫いた。

　炎攻撃であり、同時に魔法攻撃である一撃が、アルマジロを貫いて倒す。

　もはや剣でなく射撃であったが、ミナは「おおー！」と大満足だ。

「もしかして、もっと他にも変形できる？　うーん……でも、これだけできれば十分だよね？　よーし！」

　ミナはにまにまと笑みを浮かべ、聖剣を大切そうに抱えながら、王都の草原を後にするのだった。
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　で、帰宅してから聖剣クエストについて仲間達に説明すると。

「ミナったら、また変なクエストを受けて、もう……ホントに大丈夫なんですの？　聖剣クエストなんて聞いたことありませんわよ？」

「えへへ～……」

「褒めてませんわ！」

　むっすー、と眉を尖らせるユルエール。

　が、彼女は怒りながらも、チラチラとミナの聖剣をうかがって。

「……それで、ミナ。その聖剣、ちょっと触らせてもらってもよろしいかしら？」

「ダメっ。これ勇者限定！」

「いいじゃないですの、別に減るものじゃないでしょう!?　わたくしだって聖剣使ってみたいんですもの！　リリィもシャノも気になるでしょう!?」

「……研究してみたい……」

「私も、ちょっと触ってみたいかも……あ、いえ違うんですけれどっ」

　みんな揃そろって、聖剣には興味津々なのであった。
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　そして翌日。

　ミナ達はクエストに従い、聖剣の試練場『王都東ノ迷宮』を訪れていた。

　この迷宮をクリアすれば、晴れて勇者になり、そして初心者の館卒業である。

「ふんふーん♪」

「ミナ。ご機嫌ですわね」

「えへへ～……いやぁ。勇者になれるかもって思ったら、夜しか眠れなくて」

「しっかり寝てますわね！」

　ニコニコと歩くのは、聖剣を携えた勇者見習いミナに、愛用の精霊銀の鎧を身につけた騎士ユルエール。

　魔法使いのローブを羽織るリリィに、杖つえを背負ったシャノの四人だ。

　四人は迷宮の入口について、手元のアイテムを再確認する。

「ポーションよし。コンパスよし。お昼ご飯よし、と……みんな【帰還の翼】は装備した？」

　ミナが腕に巻いた、鳥型のレリーフが刻まれた腕輪を掲げる。

　帰還の翼とは冒険者が大ダメージを受けた際、自動的に発動して転移する腕輪型マジックアイテムだ。高価ではあるものの、装備しないと冒険や迷宮探索に出てはいけない決まりになっている。

　ちなみに初心者の館では入館時にひとり一個だけ貰えるが、転送先が館に定められている。

　うっかり帰還してしまうと先生から「おお初心者よ、やられてしまうとは情けない！」というお小言とともに成績を大幅減点されてしまうため、注意が必要だ。

　準備ができたことを確認し、ミナはぐっと拳を握る。

「みんな、気をつけて進もう！　勇者の試練、手て強ごわいよ！」

「ええ。もしかしたら、恐ろしいモンスターが出てくるかもしれませんものね」

「……吸血鬼、とか……」

「ど、ドラゴンとか出てきたら、どうしましょう……？」

「大丈夫。勇気出して、進もう！」

　ミナは全員を勇気づけ、地下一階への階段へと進んでいく。
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　地下迷宮は、薄暗い石畳の道が続く地下墓地のような構造だ。

　時折、ぴちょん……と小さな水滴の音が響いている。

「おお。いつもの迷宮に比べて本格的だね……でも大丈夫。あたしには聖剣があるからね」

「ミナ、自信満々ですわね」

「任せて！　勇者の試練だもん、あたしの聖剣でもう敵をばっさばっさと倒しちゃうよ！」

　ぶんぶん腕を振るミナ。

　いつも元気な彼女だが、今回はとくに気合いバッチリであった。

　なにせ勇者限定。つまりミナ限定。

　ミナが大活躍してこそ、勇者クエストとしての意味があるだろう！

（あたしは勇者になる！　そのために絶対クリアする！）

　まだ見ぬ強敵に、むふん、とミナが息巻いたそのとき。

　廊下の奥から、がさりと音を立ててモンスターが飛び出した。

「出たーっ！　あたしに任せて！　聖剣の力を見せ……」

　ぷるるんっ。

　ブルースライムだった。

「せいっ」

　ユルエールが切る。

　スライムは倒れた。

「…………た、たまたま弱い魔物だったね。でも、次はきっと危ないモンスターだよ！」

　ぐっ、とミナが聖剣を構えたそのとき、またもモンスターが現れる。

「今度こそ出たーっ！　あたしの聖剣……」

　ブルースライムだった。

　魔法使いのリリィが、杖でぺちっ、とはたき落とす。

　するとモンスターは宝箱を落とした。

「リリィちゃん、待って、罠わなかも！　ここはあたしの聖剣で……」

「？」

　リリィは宝箱を開けた。薬草を手に入れた。

　ミナはちょっと残念そうにションボリしていた。

「あ、ご、ごめ……」

　気付いたリリィが薬草を宝箱に戻し、そーっとミナにお返しする。

「……す、すごいの入ってるかも」

「入ってないよ！　知ってるよ！」







　その後もミナ達はブルースライムや、たまに少し強いレッドスライムをちまちま倒した。

　道中の宝箱には、50ベルクや毒消し草など。

　そんなことが二〇分ほど続いて……




　ミナは、ちょっと落ち込んでいた！

「聖剣の出番がない……」

「だ、大丈夫ですよ！　これからです、きっと！　地下二階に行けばすごいモンスターとか出ますよ！」

　優しいシャノが、あたふたと励ましてくれる。

　でも、これは勇者の、聖剣の試練なのだ。

　活躍の場がないのはなぁ～。

　と、何となく落ち込むミナ達の前に、分かれ道が現れた。

　右と左、どちらも先はよく見えない。

　シャノは、そうだ、と可愛く眉を上げてミナを励ます。

「見てください、分かれ道です。こういうときに聖剣のお導きで、正しい道が分かったりするかも……」

「はっ」

　ミナはふと思い出す。

　彼女が憧れた勇者物語にも、聖剣の輝きによって幻の霧を払い、新たな道を切り開いた逸話があった。

　というか、そろそろ聖剣を使いたい。

「分かった。やってみるね。よーし！」

　ミナは目を閉じて精神を集中し、聖剣に魔力を収束させた。

　聖剣が白い光を帯びて、魔力の渦を巻く。

「聖剣よ、えーと……あたし達に正しい道を導き給たまえ！　【光の道】！」

　なんかそれっぽいスキル名をつけて、ミナが剣を振り下ろす。

　ドシュウーーーーーッ！

　すると魔力の奔流が迷宮をぶち抜き、分かれ道の真ん中に、新しい通路……というか空間を作り出した。

　おお！　とミナが目を輝かせる。

「か、隠し通路……！　シャノちゃん見て見て、道見つけたよ！」

「え」

　笑顔で大喜びのミナだが、シャノ達はちょっと戸惑う。

　今のは、迷宮の壁をただ破壊しただけのような……。

　と思ったものの、ミナがあまりに喜んでいた。

　それに聖剣クエストだ。並の発想力では太刀打ちできないかもしれない。

　魔王のお城だって玉座の裏に隠し階段があるのだ、聖剣の迷宮に隠し通路があるのも定番だろう。

「シャノ。実はこっちが本当の道ではなくて？」

「可能性……ありますね、ユルエールさん。ええ、頑張りましょう！」

「……（そうかなぁ？　と思うけど黙ってるリリィ）」

　そして全員で進むと、すぐに異変に気がついた。

　石造りだったはずの迷宮の壁が、いつの間にか淡い輝きを持つごつごつとした岩肌へと変わり、漂う空気そのものも変質している。

「ほら見て、迷宮の構造が変わったよ！　こっちが本当の道だよ！」

「くっ……やりますわね、ミナ。わたくしもまさか、隠し通路があるとは思いませんでしたわ」

「ミナさん、すごい……！」

　ユルエールとシャノも感心し、ここからが本番だとばかりに進んでいく。

　その仲間達を見ながら、魔法使いリリィは、

（ここ、別の迷宮の気もする）

　と、少しだけ思ったけど、みんなが楽しそうなので黙っておくことにした。
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　新たな道を見つけて進み、迷宮の地下二階へと到達するミナ達。

　警戒を込めてユルエールが剣を構えたそのとき、奥からモンスターの気配がした。

「ミナさん、モンスターです！」

　シャノの警戒とともに現れたのは、青白い氷をまとう大型犬。

　ぎらりと冷たい眼まな差ざしを輝かせるのは、アイスウルフと呼ばれる凶暴な犬型モンスターだ。

「わ、アイスウルフだ……初めて見た」

「かなり手強いモンスターです！」

　アイスウルフは獣系らしく近接戦に強いのはもちろんのこと、魔力を秘めた全身の体毛をふるわせ、猛烈なブリザードを放つことで獲物の体温を奪う遠距離戦でも強力なモンスターだ。

　初心者が戦うには、厳しい相手だろう。

　しかし今回、ミナ達には聖剣がある。

「あたしに任せて！　聖剣スキル【聖なる火の矢】！」

　ミナが聖剣を弓へと変化させ、炎の矢を放つ。

　先制攻撃は見事ヒットし、アイスウルフは煙となって消滅した。

「やりますわね、ミナ！」

「ふふーん。この聖剣ね、もっと形を変えることもできるんだよ！」

　と、ミナが自慢したのもつかの間。

　迷宮の奥からぞろぞろと同型のモンスターが現れ、ユルエールが顔をしかめる。

「そういえば、犬型のモンスターは同族で群れると聞きましたわ。リリィ、魔法の準備はよろしくて？」

「ん。がんばる」

　戦闘態勢を取るユルエール。

　リリィもロッドを構え、シャノも防御アイテムを使えるよう、手元の袋に手を添える。

　ミナも意識を集中させつつ、次の戦略について考えた。

（うーん……フライパンとか、火の矢もいいけど、もっと一気に敵を倒せないかな。そしたら、みんな守れるし）

　聖剣をもっと、別のものに変化できないだろうか？

　一気に敵を倒せれば、便利なはず。

　……そういえば。

　昔読んだ勇者物語には、召喚獣という大型のモンスターを呼び出し、敵を倒す逸話があった。

　巨獣ベヒーモス。

　巨人サイクロプス。

　人馬ケンタウロス。

　確か【召喚術師】専門スキルだったけど、あんな風に格好いい召喚獣が味方になって、モンスターと戦ってくれたら……。

「って、ちょっと、ミナ。何ですのそれ！」

「へ？　お、おおっ？」

　ふと気がつくと、聖剣からあふれた光が綿菓子のようにもくもくと巨大化していた。

　ミナの考え事が、イメージとして伝わったらしい。

　膨れた光はやがて限界に達し、パン！　と破裂する。

　煙から現れたのは、巨獣ベヒーモスのような四つ足の下半身に、棍こん棒ぼうを握りしめた巨人サイクロプスの上半身が合体した、人馬ケンタウロスのような怪物であった。

　全身まっしろな怪物はその右手に棍棒を握りしめ、迷宮の大地を鳴らしながら暴れ出す。

　シャノがぽかんとしていた。

「ミナさん。これは……？」

「……ベヒーモス＝サイクロプス＝ケンタウロス、みたいな……」

「ものすごい合体事故を起こしてませんこと!?　と、とにかく戦闘ですわ！」

　慌てふためくミナ達。

　しかし怪物は巨大な棍棒を握りしめ、なんと、アイスウルフ達へと突撃した。

　怯おびえ戸惑うアイスウルフ達は、振り下ろされる巨大な棍棒により、あっという間に散らされていく。

　ぶんぶん、ガツンガツン。強力な一撃に、為なす術すべもなく退散するアイスウルフ達。

「……えーと。すごいでしょ、あたしの聖剣！」

「そ、そうですわね。でも」

　一瞬安あん堵どしたミナ達。

　が、アイスウルフを全滅させた怪物が、ジロリ、とこちらを睨にらむ。

　不気味なひとつ目。

　口からぐるりと凶暴な声を唸らせ、棍棒を持ち上げる姿は明らかに、獲物をこちらに見定めている。

　いやな予感しかしなかった。

「ちょ……ミナ、敵を倒したんですから、早くあれを戻してくださいます!?」

「えっ。えっと、えっと……方法分かんない」

「ミナぁーーーーっ！」

「っ……！」

　大地を揺らして迫る怪物に、すかさず対応したのは魔法使いリリィ。

　リリィは口数少ない少女だが、仲間の危機には果敢に立ち向かう。

　魔力を高めるマントをなびかせ、その手に小さなロッドを握って怪物を睨にらみつける。

　彼女の火力はパーティ内でも随一を誇る、攻撃の要。

　その力を、今こそ見せるとき！

「ち、地の底に眠りしほにょ、炎よ！　壁となりて敵を焼きちゅくし、ちゅ、つくっ……あうっ……」

　でもちょっと口下手だった。

「ファイアにょ、ウォール！」

　放たれた炎の壁は、出現するなりにゃんにゃんと猫のように気まぐれに蛇行し、迷宮のどこかへ消えていく。

　詠唱に１００パーセント失敗してしまうのが、リリィのちょっと残念なところである。

「あぅ……ごめん……」

「大丈夫だよ、リリィちゃん！　シャノちゃんお願い！」

「守護のスクロールよ、力を！」

　ミナの横から、シャノの防護用マジックアイテムが炸さく裂れつする。

　火力のリリィに対し、僧侶シャノは仲間を守る守護の要だ。的確に放たれたアイテムが白い結界となって展開され、振り下ろされた怪物の棍棒を弾き返す。

　こちらはアイテムを用いたため、問題なく防御可能だ。

「ありがとう、シャノちゃん！」

「ではわたくし、騎士ユルエールの反撃と参りますわ！」

　敵の棍棒を弾いたその隙を逃さず、ユルエールが疾風の刃となって突撃する。

「騎士スキル【一刀両断】！　はああっ！」

　【一刀両断】は名の通り、勢いよく敵を一太刀のもとに切り捨てる初級スキル。

　彼女の足が地を蹴り上げた直後、ユルエールのまとう銀の鎧が光をまたたかせ、疾風となって怪物の足下へ。

　一いっ閃せん。

　怪物の足が、きれいに切断されて空へと舞う。

「ふっ。思い知りましたこと？　わたくしの秘伝、マリーベル流剣技、その神髄……まさに完璧っ……」

　そこに怪物の傷から吹き出した白い液体が、べしゃっとユルエールに被かぶりまくった。

「あ、しまっ、わたくしの鎧が！　え、これ魔力液ですの!?　ままま、まずいですわ、鎧の加護が」

「ユルちゃん、どうしたの？」

「え？　な、何でもございませんわよ！　さあ怪物、かかってきなさい！」

　と、慌ててぶんぶん剣を振り始めるユルエール。

　しかしその攻撃は、なぜかガッコンガッコンと壁を叩くだけで、怪物にまるで当たらない。

　それを見た怪物が、ユルエールに棍棒を振り下ろす。

「わ、わ、ユルちゃん危ない！」

　ミナが飛び出し、予備として装備していた銅の剣に手をかける。

　助けなきゃ。

　その一心で銅の剣を振り上げ、頭上から振り下ろされた棍棒を受け止める。

　ずんっ、と重い手応え。

「わわ、重い！　けど、これくらいなら……！　せいやーっ！」

　ミナは力いっぱいに剣を振り抜き、棍棒を弾き飛ばした。

　怪物がふらついた隙をついて飛び上がり、全力を込めて突きを放つ。

　確かな手応え。

　銅の剣による一撃は、怪物の急所である目を貫き、巨獣は煙を上げて消滅した。

「やった、倒した……！」

　ミナが喜び、シャノがホッと息をつく。

　色々あったものの、何とか危機を脱することに成功したーー

　と、喜んだのも、つかの間。

　着地したミナの足下から、みしっ、と変な音がする。

「ん？」

　仲間達みんなで見下ろすと。

　怪物への変形から戻った聖剣が、根元からバッキリと折れていた。

「「「えーーーーーっ!?」」」
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　聖剣が折れた。

「えーーーーーっ!?　ユルちゃん、せ、聖剣、折れちゃった……？」

「おおお、落ち着くのですわ、ミナ。わたくし、聞いたことがありますもの。聖なる力を宿した魔法剣は、聖なる水をもって復元できる、と」

　ユルエールがアイテム袋から、がさごそと瓶詰めの聖水を取り出す。

　聖水は本来、ゾンビ系モンスターなどを倒すときに武器へ付与する聖属性のマジックアイテムだが、冒険者教本によれば聖なる武器や防具の修復にも使える場合がある、らしい。たぶん。

「ユルちゃん賢い！」

「ふふっ。そうでしょう？　わたくし、こう見えても初心者の館で成績上位ですもの。単なる騎士ではなく、頭脳派騎士として、この程度のことは閃ひらめいて当然なのですわ」

　聖水をばしゃばしゃとかけるユルエール。

　聖なる力を補充し、わずかに光を取り戻した聖剣は……

　ごきっ！

　と音を立ててさらに粉砕した。

「なんですってー!?　そ、そんなはずでは……」

　動揺するユルエール。

　そこに手を挙げたのはシャノだ。

「大丈夫です、ミナさん。こんなこともあろうかと、私、武器修復用の魔力スクロールを持っています。これを使えば……」

　シャノがすかさずスクロールの魔力を解放し、聖剣へと魔力を収束させる。

　じゅわ～！

　と心地良い音と煙を立てて、聖剣の刀身がどろどろに溶けた。

「「「…………」」」

　ミナ達は完全粉砕した聖剣を見下ろす。

　そして今頃、思い出す。

　この手の魔法知識において、最も頼れるのは魔法使いのリリィである。

　薬草をはじめとした植物知識、魔法やモンスターなど、まさに仲間達の知恵袋的な存在だ。

　ミナ達は涙目でリリィを見た。

「!?」

　びくっ、と。

　期待を浴びたリリィは、カタカタ震え始めた。

「あっ、ご、ごめん、リリィちゃん、そういうつもりじゃないからね!?　何か方法あるかなって聞いてみたかっただけでっ……素材だけでも分かったら修理できるかもって……」

「ん……調べてみる。……でも……」

　リリィは溶けた刀身を見下ろして、つい一言。

「……こうなる前に考えたかった……」

「「「本っ当にごめんなさい」」」

　謝る三人にリリィはふるふると首を振り、言い出せなかった自分もごめんなさい、と可愛く謝るのだった。







　リリィが聖剣だったものの検分を始めた。時間がかかるとのことなので、作業しつつ、ミナ達はお昼ご飯を取ることにした。

　本日のお昼ご飯担当は僧侶シャノ。

　ふわふわの玉子とベーコンを挟んだ玉子サンドを中心に、シャノ特製からしソースを挟んだ野菜サンドとツナサンド。

　味だけでなく、体力回復効果も付与されているという。

「……ん、美味しい」

　一口食べると、ふんわりパンとやわらか玉子のハーモニーが口の中でほろほろと混じり合い、幸せを運んでくる。

　ベーコンの塩気がまた格別だ。

「お口にあって何よりです。それと本日は、実家から届いた甘イチゴも用意しました」

「おおー……美味しそう……」

　ぷりっとした大粒のイチゴに、ミナはさっそく手を伸ばす。

　が、ふと、サンドイッチ片手に、折れた聖剣を検分するリリィに気付く。

　ミナはイチゴを手に取り、リリィにお供えした。

「リリィちゃん様。この度はこの初心者勇者、ミナが聖剣でヘンなものを召喚してしまい、聖剣を折っちゃってごめんなさいでした……お詫わびに、このイチゴをご査収ください……」

「ん。でも私も、詠唱失敗した……」

「ミナ。それを言い出したら、わたくしも近接戦で慌ててしまいましたし」

「私も、聖剣を溶かしてしまいました……」

　サンドイッチを口にしつつ、それぞれが反省の弁を述べたのち。

　ははーっ、と全員が全員に頭を下げ、お互いにイチゴを献上する。

　今回の件は、全員に問題点があったのだ。

　その光景に、ふふっ、とシャノが肩を揺らして微笑んだ。

「すみません。笑ってしまって。ですが、私達は思えばいつもこの調子だなと思ったのです」

「そうだっけ？」

「ええ。思い返せば前回のゴブリン退治も、ミナさんが途中で別のモンスター退治に向かい、リリィさんが詠唱を失敗して住すみ処かを爆発させ、びっくりして出てきたモンスターに私が驚いて……」

「ユルちゃん、落とし穴にひっかかったよね？　わたくしがこんな罠にー！　って」

「そ、そのような記憶はございません！」

　ほんのりと頬を染めるユルエールに、シャノは口元を隠してくすくすと笑う。

「勇者限定クエストと聞いて、ちょっと意気込んでましたけど……私達、まだまだ修行不足かもしれませんね」

「そうだねぇ……うーん」

　聖剣を貰い、浮かれていたミナだが、そう簡単にはいかないらしい。

　まだまだ、初心者の域を出るには遠いようだった。

「ええ。ですが、ミナ。わたくし達は決して、成長してない訳ではありませんのよ？」

「そう？」

「さきほどミナが出した白い巨人。それなりに強かったと思いますわ。それを倒せたのなら、わたくし達も少しはレベルアップしてると思いませんこと？」

「……それに本来、アイスウルフは中級寄りのモンスターですし」

　続けてシャノにそう言われると、確かに……と、ミナも思う。

「うん。あたし達、失敗はしてるけど、少しずつ成長してるんだね。なら、これからも頑張ろう。うん！」

　ミナは最後のサンドイッチを頬張り、立ち上がる。

　すぐに元気になるのは、ミナの持ち味だ。

「じゃあまずは聖剣の修理だね。えーと……鍛冶屋さん、でいいのかな？」

「ええ。ですが、ミナ。伝説の聖剣はふつうの鍛冶屋で直りますの？　聖水や、魔力のスクロールでも逆に壊れてしまいましたし」

　もしかしたら、普通の方法では直らないのでは。

　そもそも、聖剣とは折れても溶けても修復できるものなのか。

「修理に、伝説のオリハルコンが必要だったらどうしよう……材料とか……」

「そういえば、聖剣に力を宿したのは素材ではなく、伝説の女神の魔力と聞いたこともありますわね」

「えええっ!?　じゃあユルちゃん、あたし達、女神様に会いに行かなきゃダメ？　あ、でもそれ楽しそう」

「まったく、ミナはすぐ……でもそれだと、聖剣の修復なんて不可能じゃーー」

　と、三人がわいわい相談していると。

「直った」

　はい、とリリィがミナに聖剣を返す。

「へ？」

　ミナは思わず瞬きをする。

　銀色の輝きを帯びた聖剣は、ばっちり元に戻っていた。

「ええええええーーーーっ!?」

　ミナ、本日二度目の悲鳴であった。
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　聖剣が直った。

「どうやって直したの、リリィちゃん。はっ、リリィちゃんの正体もしかして女神様!?」

「ち、ちがっ……この剣……」

　修理された聖剣を手にびっくりするミナに、リリィは慌てて事情を説明する。

「ニセモノ。白鉄魔石を砕いて、上から塗っただけの、銅の剣」

「へ？」

「たぶん……この剣を渡した人が……」

　そのとき迷宮に、突然の地響きが鳴り響いた。

　わわ、と慌てるミナ達の横から、がらがらと迷宮の壁が崩れていく。

　大きく開いた穴から姿を見せたのは、ミナにクエストを伝えた少女、ヴェリルだ。

「ヴェリルちゃん？」

「ふふっ。ようやく気がついたようね。けど、もう遅いわよ。アンタ達はアタシの罠にかかったの！　アタシの正体は女神なんかじゃない。半魔族ヴェリル＝カノン！　勇者候補を初心者のうちに倒すことで、世界を混こん沌とんに導く闇の女よ！」

　彼女がパチンと指を鳴らす。

　崩れた壁に潜んでいた、その存在がゆっくりと鎌首をもたげ。

　黒々と輝く鱗うろこをきらめかせた巨大生物が姿を見せ、黒き翼を大きく広げた。

「「「ド……ドラゴンだーーーーっ！」」」





＊






「ゆ、ユルちゃん、ドラゴンだよ、でかいドラゴンだよ!?」

「どうしてこんな初心者用迷宮にドラゴンが出現するんですの！」

　悲鳴をあげる初心者達を前に、少女ヴェリルは大変ご満悦であった。

　ヴェリルは生粋の魔族ではなく、人間との間に生まれたハーフだ。

　そのため魔族達からは同胞として認められず、半端者、まがい者として皮肉られることが多くあった。

（でも、アタシだって魔族の一員！　アタシを馬鹿にした奴等に、目にもの見せてやるんだから！）

　彼女の目的は勇者を倒し、自分がすごい魔族だと証明すること。

　未来の勇者候補を倒したとあれば、魔王様の覚えも良くなるだろう。

　そこでニセの聖剣とクエストを用意し、彼女達を迷宮に呼び寄せたのである。

「ふふ……驚いたようね！　勇者候補といってもまだ初心者、ドラゴンに勝てるほど強くないものね！」

　ヴェリルはニヤニヤ笑いながら、黒竜の肌をそっと撫なでる。

　この黒竜はシャドウドラゴンと呼ばれる種であり、竜族の中でも上位に位置する魔物だ。

「ヴェリルちゃんが、ドラゴンを操ってるの……？」

「その通りよ。これは首に付けたマジックアイテム、竜縛りの首輪の力。この首輪があれば、どんなに強力なドラゴンだって、アタシの忠実な僕しもべとなる！」

　ヴェリルは意気揚々と腕をあげ、ニヤリと笑ってミナ達に宣言した。

「さあ、勇者見習いミナと、その一行。アタシの恐ろしさが分かったなら、この場で後悔しながら倒され……るのは可愛そうだから、降伏して、二度と勇者にならないと約束しなさい！　そしたら今回だけは、家に帰ることを許してあげるわ！」

「え。帰ってもいいの？」

「勇者にならないって約束するのが条件よ！　アナタにはほら、一回ご飯奢おごってもらって助けられ……じゃなくて、アタシの慈悲よ！　さあ今すぐ勇者になることを諦めなさい。でないと、そのきれいなお肌をパクッと齧かじってやるんだから！」

　挑発するヴェリル。

　ミナ達がいかに未来の勇者候補とはいえ、素人が竜を倒すことなど不可能だろう。

　鼻息ひとつで消し飛ぶに違いない。

　なら、あえて殺すまでもないしね！

　と、ヴェリルは腕組みして、自慢げに高笑いをしようとした。……が、

「Ｇ──ＧＲＹＵＷＡＡＡＡＡＡ！」

「……はい？」

　シャドウドラゴンが命令を無視して暴れ出した。

「え、ちょ、待って待って！　どうしたの!?」

　ヴェリルは慌てて腕輪に魔力を込める。

　竜縛りの首輪の効果は絶対だと、借り主から聞いていた。

　唯一の例外は、竜自身が己の生命の危機を感じた場合。

　すなわち最強の竜をも圧倒的に超えるバケモノと相対したときだけのはず──

「落ち着きなさい！　どうしたのよ、何がどうなって……」

「ＧＡＡＡＡＡＡ!!」

　そして竜は暴走したまま、暗黒のブレスを放出した。

「って、嘘うそぉーーーっ！」

　暗黒のブレスは炎と酸の性質を同時に持ち、並の防具では軽減が難しい。

　そのうえ岩をも溶かす威力付き。

　強力な暗黒火炎が、勇者ミナ達を飲み込んでいく。

「ちょ、あの子達大丈夫!?　帰還の翼、装備してたわよね？」

　帰還の翼があれば、大ダメージに至っても初心者の館に飛ばされるだけで助かるはずだ。

　が、一瞬で消し炭になる攻撃にも、効果があるのか。

　そもそも本当に持っていたのか。

「もし持ってなかったら、どうしよ……いや。アタシは勇者を倒す女よ！　べ、べべべ、べつに勇者が死んでも……いや、やっぱり見逃すって言ったあとだと後味悪いわ!?　とにかく回復アイテム、届いて！」

　と、ヴェリルが秘蔵のハイポーションを投げようとして。




「あー、びっくりした！」




　勇者ミナは、それはもう何事もなかったかのように、ぽんぽん、と埃ほこりを払いながら煙の中から現れたのだ。

「……は？」

　呆ぼう然ぜんとするヴェリルの前に、続いて仲間達も顔を出す。

　埃は被っているものの、当然のようにノーダメージだ。

「見た目は派手ですけど、威力はないですわね！」

「……びっくり……」

「マジックアイテムを使い損ねました……本物のドラゴンだったら、全滅してたかも……」

　口々に反省を述べる彼女達だが、普通なら消し炭である。

「え、何なのアンタ達。いまの、避よけたの？」

　ぽかんとするヴェリルに、ミナが聖剣を構えて指を突きつける。

　彼女には今の一撃で、すべてが見えた。

「なるほどね。ふふーん！　あたし、分かっちゃった！　そのモンスター……本物のドラゴンに見せかけて、実はコドモオオトカゲの色違いだね！」

「は!?　いや、本物……てかコドモオオトカゲは炎吹かな……」

「よーし。みんな、反撃だよ！」

　大トカゲに向けて、武器を構えるミナ達。

「え？　なに、こいつ等、何かおかしくない？」

「さ、リリィちゃん！　落ち着いて、魔法で先制攻撃だよ！」

「……（ドキドキ）」

　リリィがロッドを構え、詠唱体勢を整える。

　【魔法使い】リリィは詠唱が苦手だ。

　実のところ、彼女はほぼ全ての魔法が失敗に終わってしまう。

　それでもリリィはひとつだけ、きちんと扱える魔法がある。

「……ふ……ふ……」

「リリィちゃん、深呼吸！」

「すー……はー……」

「よし。リリィちゃん。狙いを定めて……ゴー！」

「ふ……ファイアボール！」

　それは魔法使いが最初に学ぶ初級魔法。

　難しい詠唱がない代わりに、ちいさな火炎を飛ばすだけの、本来ならブルースライムをやっつける程度しか威力がない魔法。

　ドラゴン相手に通じるはずもない一撃は、しかし。

　ロッドより放たれた瞬間、リリィの膨大な魔力を受けて隕いん石せきのように膨れあがり、竜の身体からだを飲み込むほどの爆発となって迷宮に轟とどろいた。

　ドラゴンの悲鳴が響き、ヴェリルはその余波で吹っ飛ばされていく。

「ちょ、え、何なのこいつら！　何かヘンじゃない!?」
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　巨大オオトカゲを相手にミナが思い出したのは、一角獣の倒し方だ。

　ブラックユニコーンやデーモン等などの強力なモンスターにとって、角は鋭利な武器であり、魔力の収束器官でもあるため破壊することで戦闘を有利に進めることができる。

「よーし、まずあの角を取るよ！」

　リリィのファイアボールで怯ひるんだトカゲに、ミナがすかさず地を蹴り、銅の剣を振り下ろす。

　その一撃は丸太のように太い角の根本を切り落とし、やった！　と会心の笑みを浮かべた。

「角、取ったよ！　部位破壊、成功！」

「なっ……竜の中でいちばん硬い場所を、銅の剣で!?」

　ヴェリルが悲鳴をあげるなか、怒り狂ったトカゲが巨大なしっぽを振り回す。

「わ、わわっ」

　出遅れたのはシャノだ。

　彼女の柔らかな身体に、鋼よりも硬い尻尾が直撃する。

　が、悲鳴をあげたのは魔物の方だった。

「いた……くなかったです、すいません！」

「シャノちゃん、大丈夫!?　気をつけてね！」

「びっくりしました！　でも次は攻撃を受けません！」

　目を白黒させるヴェリルを前に、シャノが杖を手に取り、詠唱を開始する。

　みんなを守るためにも広範囲の防御が必要だ。

　手元の魔法アイテムに頼れない。

　【僧侶】たる彼女の本分は、人々の癒いやしとなる回復と防御魔法。

　本気の詠唱による守護の力は、あらゆる災厄を払う魔法の盾となる。

「っ……トカゲの目玉はうずらの玉子、ぎょろりと不気味で怖い顔！　そんな不細工面の炎なんて弾いちゃえ！　【レジストカウンター】！」

　ただし詠唱が変だった。

「って、何その詠唱!?　アンタ一番まともなそうな顔して一番ヘンじゃない！」

「ふふーん。シャノちゃんはね、相手に悪口を言ったその闇魔力で魔法を使うんだよ！　すごいでしょ！」

「ううっ……恥ずかしい……だから普段はマジックアイテムでカバーしてるのに……」

　つい俯うつむくシャノだが、効果は絶大だ。

　ミナ達全員に薄氷のヴェールが被せられ、魔法障壁が完成する。

「ＧＲＹＵＡＡＡＡＡＡ！！！」

　トカゲが暗黒のブレスを放つ。

　迷宮の壁を溶かし、塵ちりひとつ残さないその火炎は、しかし魔法障壁に触れるなり強烈な追い風を受けたように反転し、トカゲ自身を飲み込み返した。

　シャノの魔法による動反撃機能である。

　ヴェリルの困惑をよそに、トカゲのさらなる悲鳴が重なる。

「シャノが格好をつけてるところ、失礼ですけれど。『騎士』たるわたくしの存在も忘れないで頂けます？　スキル【千せん仞じん】！」

　隙を縫うように滑り込んだユルエールが、剣の一振りとともに駆け抜ける。

　スキル【千仞】は一度の攻撃で複数の刃を放つ連続攻撃。

　鋼鉄よりも硬いと言われる竜の鱗を、バターのようにすぱすぱと切り結んでいく。

「な、なな、何なのコイツら……！」

　ヴェリルはもう、言葉もなく立ち尽くすしかない。







　そして戦闘を有利に運びながらも、ミナは密ひそかに驚いていた。

（このボスモンスター、ちょっと強い！　すごい！）

　今まで受けてきたクエストの魔物を、ミナはどれも一撃で倒してきた。

　ミナ達は偶然にも巨大なオークや吸血鬼と戦ったこともあるが、やっぱり一撃だったので、こんなに長く戦えるのは初めてなのだ。

（本当は、楽しんだらダメなんだけど……楽しい……このトカゲ、普通と違う！）

　ミナはふと、館の教師の話を思い出す。

　初心者の館にいたモンスター学者の先生によれば、世界には知られていないモンスターがたくさんいるという。

　未知の魔物は恐ろしく、強く、冒険者にとって手強い壁となるだろう。

　だからこそ冒険は楽しいのだ、と先生は楽しそうに語っていた。

（今なら、ちょっとだけ分かる気がする……！）

　ミナがわくわくと胸躍らせていると。

　黒トカゲが咆ほう哮こうを放ち、口元に黒い魔力を収束させていく。

「ちょ、シャドウドラゴン！　迷宮を壊す気!?」

　ヴェリルの悲鳴も届かず、折れた角の根元にも黒い光が収束し、ミナは大技の予感を察知する。

（ええと、大技の対処は……あれ？）

　とっさに思い出せなかったミナは、職業【勇者】の戦闘センスに導かれて聖剣を手に取った。

　ニセモノだとヴェリルは話していたけれど、不思議な力を持っていたのは本当だ。

　思い浮かべるのは、トカゲの放つ暗黒ブレスそのもの。

　見た目が大技っぽかったので、その威力をそのまま返そうと考えたのだ。

　力と力の真っ向勝負。

　自然とミナの口元に笑みが浮かび、聖剣を力任せに振り下ろす。
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「ＧＡＡＡＡＡＡＡＡＡ!!」

「光の波よ、大きな力となって敵を飲み込め！　聖剣スキル【光の障壁】！　そりゃああああっ！」

　出任せのスキルにありったけの魔力を乗せ、ミナの一撃が光となって迷宮内を駆け抜けた。

　それは黒トカゲより放たれたブレスはもちろんのこと、トカゲそのものを飲み込み、塵ひとつ残さず蒸発させていく。

「竜が一撃……まさかこれ、聖剣の力じゃなくて、アンタの勇者スキル……つまり本物の……！　くそっ、覚えてなさいよ、勇者ミナ！」

　その衝撃波はついにヴェリルをも巻き込み、光の壁に押しつぶされて消滅した。

　大ダメージを受けたことにより、ヴェリルの持つ帰還の翼が発動したのだ。

「やった！　倒した！　……ん、おおっ？」

　そしてミナの一撃はさらに波の如ごとく迷宮の壁そのものを押しつぶし、壁や天井にぶつかるなり大爆発。

　どーん！！！！

　と、派手な音を立てて、迷宮のあらゆるものを消し飛ばしていく。

「…………おおー……穴が空いた……」

　ミナが見上げると、迷宮の地下にもかかわらず。

　ぽっかりと開いた天井からは、明るい太陽の光が差し込んでいた。




　正直ちょっとやりすぎた気がしなくもない。

　迷宮は半壊し、地上付近の森すら消滅している。

　けど、何はともあれ。

「ボストカゲ、撃破！」

「やりましたわー！」

「……ん（喜ぶリリィ）」

「やりましたね、ミナさん！」

　ミナ達はハイタッチを交わし、勝利を喜んだのであった。
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　迷宮から帰る途中、ミナ達は大変にご機嫌だった。

「あたし達ついにやったよ、ユルちゃん！　クエスト初クリアだよ、卒業かな!?」

「お、落ち着きなさい、ミナ。まだひとつクリアしただけですわ！　どど、動揺してはいけませんわよ!?」

「……（ドキドキ）」

「そうです、皆様。一度落ち着くためにも、おやつにスライムを食べましょう。ほら、そこにブルースライムが……」

「シャノちゃんが一番落ち着こう!?」

　そうして館の受付係であるロジーナさんに、クエストクリアの報告を提出した。

　が。

「申し訳ありませんが、こちらのクエストは偽物のようでして」

「「「ええーーーーーっ!?」」」

　聖剣が偽物なら、クエスト自体も偽物に決まっているのだと、ミナ達は全く気付いていなかった。





＊






「まさか、クエストがニセモノだったなんて……」

　初心者の館に併設された宿舎に帰宅し、シャノのお茶を口にしながら、ミナはぐったりと机に突っ伏していた。

　今回こそはと思っての大失敗。

　はあぁ、と溜息をつくミナ。

　その対面にユルエールがのんびり座りながら、彼女の頬をぷにぷにとつつく。

「といいますか、ミナ。あなた、クエスト票を受付に見せなかったんですって？」

「ぎくっ！」

「クエストボードには誰でも依頼を張れますけれど、中には報酬が不当に低いものや偽物もあるから、必ず受付を通しなさいと習いましたでしょうに」

「あうっ！」

　実はまったくもって、ミナの完全ミスであった。

　はあぁ～、と落ち込むミナ。

「……とまあ、本当なら怒るところですけれど」

　と、ミナを叱っていたユルエールが、頬をゆるめてふふっと笑い。

　手元のアイテム収納袋をひっくり返した。

「……へ？　わ、どうしたのこれ！」

　魔法で収納された袋から、ドン！　と転がってきたのは、大きなお肉や黒光する鱗だ。

　他にも黒々と光るダイヤのような宝石に、艶ややかに逆立つ黒鱗まで。

「あのトカゲが色々落としたので、ついでに皆で拾ってきたのですわ。価値がありそうではなくて？」

「……素材……いっぱい……」

「宝箱の回収品もありますよ、ミナさん」

　ユルエールに続き、リリィ、シャノもそれぞれアイテムを机に並べる。

　薬草に毒消し草、50ベルク程度の小銭が机に転がる。

　今回のクエストは偽物であったため、クリア報酬は存在しない。

　が、それを差し引いても、十分な成果だった。

「みんなすごいなぁ。あたし倒すのに夢中で気付かなかった……。みんな本当、ごめんね？」

　ミナは謝りながら、今までのことも思い出す。

「今回のはニセモノだったけど、前も、あたしが勝手に薬草取りに行ったり……その前も……迷惑かけてばっかりで」

　ロジーナに話した通り、クエスト失敗の、大半の理由はミナにある。

　そのせいで卒業できず、勝手なことしてごめんなさい、と謝るミナ。

　……が、ユルエールは不思議そうに小首を傾けた。

「なんの話です？」

「へ？」

「ミナ。今回のはニセモノでしたけど……別にわたくし、失敗の原因がミナにあるとは思ってませんわよ」

　なぜか、ユルエールとリリィ、シャノは揃ってきょとんとする。

　ミナの意図に気付いたシャノが、にこりと微笑んだ。

「ミナさん。私達、ミナさんが途中で脱線していることには、割と気がついていますよ」

「そうなのっ!?」

「はい。明らかに道が違うんですから……。でも、あえて止めなかったことも、多いんです。その方が、結果的に良いことが多いですからね」

　シャノは改めて、ミナの行いについて説明する。

　前回の薬草採取の失敗だって、クエスト的には失敗だけど、後に確認したらエクスポーションは大変役に立ったとロジーナさんから聞いていた。

　ゴブリン退治の途中でオークを倒して失敗したけど、村人に感謝され。

　薬草採取で薬草をぜんぶ使ったけれど、旅人に感謝されたのも事実だ。

「確かに失敗ではありますけど、私達は後悔していませんし、止めなかった私達の失敗でもあります。その程度なら、いまさら謝ることではありませんよ」

「ううっ……シャノちゃん……」

「全くですわ。それにわたくし、人の良いミナのことを……ち、ちょっとは、尊敬してますし」

　ほんのりと頬を赤らめたユルエールに励まされ、ミナが嬉しさに目元を潤ませていると。

　リリィが背中からぎゅっと抱きついてきた。

　彼女は恥ずかしがり屋なので、あんまり喋しゃべらないけど優しいのだ。

（うわぁ。どうしよう。みんなが優しくてすごく嬉しい）

　幸せすぎてあたふたするミナ。

　普段は元気なミナだが、この手の賞讃を受けてしまうと、やっぱり照れるし恥ずかしい。

　嬉しさのあまり頬がゆるんでしまう。

　どうしようどうしよう、と彼女がつい照れていると。

　ユルエールがパチンと手を鳴らし、みんなを元気づけた。

「という訳で、話はおしまいですわ。そしてわたくし、騎士ユルエール＝マリーベル！　本日の夕食当番はミナですけれど、代わりに晩ご飯を用意致しますわ。本日のメニューは、トカゲの丸焼きステーキ！」

「え、ユルちゃん、このトカゲ食べれるの？　火炎ブレス吐いてたよ？」

「問題ないそうです。ね、リリィ？」

　こくこく頷くリリィ。

　博識な彼女が言うなら間違いないだろう。




　という訳で、夕食は丸焼きステーキとなった。

　がつんと殴りつけるような、肉と胡こ椒しょうの香りが広がる。

　そして美味しいものが出てきたら、すぐに元気になるのが勇者見習いミナである。

「すっごい美味しそう。シャノちゃん今日はご馳ち走そうだね」

「わたくしの料理、というか焼いただけですけど自慢しておきますわ！　ほら、切り分けますわよ。リリィ。あなたの分」

「ん……シャノ、これ……」

「あら、ステーキにガーリックチップとは、素敵ですね。……そういえば、ミナさん。先日実家から届いた暗黒トマトもありまして」

「暗黒トマト！」

　わいわいと仲良く夕食をとりながら、ミナはつい、ニヤニヤと笑みを零こぼしてしまう。

　どうしよう。

　すっごい幸せ。

「どうしましたの、ミナ。にへら～っとして」

「ううん。ユルちゃんは可愛いなあ、優しいなぁって」

「なっ。……そんな褒め方しても、お肉はあげませんわよ？」

　慌てて誤魔化しつつ、ミナはニコニコしながら、明日に向けて頑張ろうと思うのだった。







　で、翌日。

「みんな！　新しいクエスト受けてきたよ！　今回こそ本物の聖剣……」

「いや、ちょっとは反省なさい！」

　ミナはやっぱり、ミナであった。






　初心者の館　クエスト報告レポート




　クエスト：聖剣を使って、君も勇者になろう！（勇者志望限定／秘密クエスト）

　結果：失敗／クエスト自体が偽物だった

　取得アイテム：

　トカゲのきれいな黒鱗

　トカゲのきれいな黒宝石

　トカゲのお肉（←食べた。美味しかった）

　薬草

　毒消し草

　聖剣（←銅の剣だった）

　宝箱に入っていた50ベルク




　報告書：

　聖剣を使ってボスを退治しに行って、スライムを倒して隠し通路を見つけ、最後に迷宮の先で大きなトカゲと戦いました！

　敵は大きかったけど、ユルちゃんがバシーッ！　リリィちゃんがどかーん！　シャノちゃんがばりばりーっ！　最後にあたしが聖剣で一気にどどどーっと攻撃して倒しました！

　でも、クエスト自体がニセモノでした。残念だけど、仲間達に元気を貰って美味しいお肉を食べてすごく美味しかったです。これからも頑張ります。




　報告者：ミナ＝サリア



　館からのお返事：

　何度かお伝えしていますが、クエスト報告書は事実を列記し反省点を述べる場所です。

　感想文を書くところではありません。

　具体的にスキル名や攻略法を書いたのち、具体的な反省点を記しましょう。

　あと次回はクエストをきちんと確認して、受付に持ってきてくださいね。




　回答者：ロジーナ＝クライン
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　王都に強制送還させられた半魔族、ヴェリル＝カノンは確信していた。

　あの強さ。

　あの魔力。

　ミナ＝サリアは間違いなく、今世に生まれた伝説の勇者だと！

　ならば、ヴェリルが取るべき手段はひとつである。

　打倒勇者。

　そして自分を馬鹿にした奴等を、必ず見返してやるのだ。

（ふふ……今回は不覚を取ったけど、アナタの正体がバレてる以上、手段は幾らでもあるのよ！）

　決意を胸にローブを羽織り、ヴェリルは初心者の館へ向かう。

　ヴェリルには半魔族として馬鹿にされる一方、人間社会に溶け込んでも違和感がないという利点がある。

　その特徴を利用し、彼女はじつは一般冒険者ライセンスを取得済みであった。

（覚悟しなさい、勇者ミナ。正体が分かれば、ニセモノの聖剣なんて面倒なことしなくていい。これからは先輩冒険者として、あの子達のクエストを邪魔して、あいつらを倒して、シャドウドラゴンを借りた借金を返済するんだから！）

　決意を新たに、初心者の館前でふんすと気合いを入れる彼女。

　が、初心者の館はもちろんミナ達御ご用よう達たしの施設である。

「「あっ」」

　クエストを探しに来たミナと、ばったり出くわした。

「やばっ」

　ヴェリルは逃げ出した。

　しかし勇者に回り込まれた。

（早っ！　こいつ素早さどんだけなの!?　ていうかアタシ何気にピンチ？）

　焦るヴェリル。

　その一方で、ミナも密かに困っていた。

　勢いで回り込んだものの、話すことが思い浮かばなかったのだ。

　……なので遠慮がちに、ミナは話題をつなぐ。

「えーっと……ヴェリルさん。あのあと大丈夫でしたか？」

「は？　何がよ」

「あたしの聖剣に巻き込んで、怪け我がしなかったかなって……帰還の翼が光ったのは、見えたんですけど」

　ヴェリルは顔をしかめる。

　どうして勇者に心配されなきゃいかんのか。

「あのねぇ。アタシはアンタを罠にはめたのよ？　なんで心配してるの」

「それはまあ、そうなんですけど……でも、大きなトカゲの炎に巻き込まれたとき、心配してくれましたよね？　回復アイテムを投げようとして」

「なっ!?　あ、あの時は、ノリと勢いっていうか……い、一度きりの慈悲よ！」

　もし勇者ミナ達が強いと知っていたら、心配はしなかったし……。

　それに彼女が家に来たとき、ご飯を奢ってもらった恩もあったし……。

　ツンとそっぽを向くヴェリル。

　だがそこでタイミング悪く、ヴェリルのお腹がぐぅと鳴ってしまう。

　借金が祟たたり、朝ご飯を控えていたのだ。

「お腹すいてるんですか？」

「か、関係ないし！」

「うーん……」

　ミナは少し考え、アイテム袋から朝食代わりのオーク肉サンドイッチを取り出した。

「良かったら、どうぞ！」

「は？」

「ユルちゃん達に見つかったら、怒られちゃうかもだけど……一度きりには、一度きりのお返しです。それに、お腹すいてると疲れちゃうかなって」

　ヴェリルは苦い顔をしたものの、空腹なのは事実だ。

　それに、コイツに限っては何も考えてないだろう……という気持ちもあり、勇者からの授かり物を口にする。

　美味しかった。

「え。何このサンドイッチ、いいセンスね……」

「シャノちゃんのサンドイッチです。シャノちゃん本当、料理上手なんだよ？　すごいよね！　じゃあ、ヴェリルさん、またね！　あ、次は敵同士ですよ！　次は騙だまされないからね！」

「アンタ敵同士の意味ホントに分かってんの？」

「わ、分かってるよ！」

　駆け足で受付へと向かうミナ。

　その背中を見送り、ヴェリルは舌打ちする。

（いくら一回分のお返しだからって、何であの子、アタシにまで親切に…………はっ!?　待って。これってもしかして）

　そしてヴェリルは核心に気付く。

（これ、本物の勇者スキル効果じゃない!?）

　ヴェリルも勇者について調べたことがあり、本物の勇者は、ふたつの特別なスキルを持つと聞いたことがある。

　【トラブルエンカウンター】と【縁結び】だ。

　【トラブルエンカウンター】は文字通り、騒動と頻繁に遭遇するスキルである。

　とくに勇者が初めて訪れた町や村、新しい相手と出会ったときには運命のようにトラブルが頻発し、それを勇者が解決する事例が多発するという。

　勇者のほかには職業【探偵】程度しか持たないレアスキルだ。

　そして【縁結び】は、それらの問題が解決する度、敵味方を問わず勇者と仲良くなってしまう凶悪スキルである。

　勇者が【勇者】たる所以ゆえんであり、このスキルにより勇者はたくさんの協力者を生み出し、結果的に魔王を倒す力の源となる。

　つまり、

（アタシは今、あの女と、仲良くなりかけているのでは!?　……いやいや、ないから！　アタシに限って、絶対違うから！）

　ヴェリルはぶんぶん首を振り、右手のサンドイッチを投げ捨てようとした。

　勇者の施しなど受けてはならない。

　善意は毒、貰い物なんて言語道断……。

　なのだが。

（……けど、あの子、狙ってた感じじゃなかったし……）

　それに、サンドイッチに罪はない。

　食べ物を粗末にするなんて魔族の恥だ。

（まあ一回だけの慈悲だもの。一回だけだからね！）

　ぶつぶつと呟つぶやきながら、彼女はもぐもぐと完食した。

　やっぱり美味しかった。

　そこに、

「ね、美味しかったでしょ？」

「ごふっ」

　受付から戻ったミナの不意打ち。

「あ、ごめん！　お茶あげるね！」

「ありがと……ん。これも美味しいわね」

「シャノちゃんの実家ね、すごく大きな家なんだって。よくお茶とかフルーツとか届くんだよ」

「へぇ。あの子、色々ヘンだけど上品な佇たたずまいだったし、大きな……はっ」

　ヴェリルは後ずさった。

　ヤバイ、いつの間にか馴染んでいる！

（何この勇者、流れるように親切にしてくるんだけど!?　勇者ヤバイ！）

「ちち、違うからね！」

「なにが？」

「いや、その……！」

　あくまで抵抗するヴェリルに対し、ミナが警戒心のない、くりっとした愛らしい瞳で見つめてくる。

　そんな目で見るな。

　サンドイッチを貰い、お茶まで貰ってしまえば、だって。

　……言い訳、できなくなるではないか！

「こ、こここっ」

「？」

「これで勝ったと思わないことねーーーーっ！」

　ヴェリルは猛ダッシュで逃げ出した。




　悪魔と人間のハーフ、ヴェリル＝カノン。

　友達いない歴、十数年。

　相手が勇者であるか以前に、そもそも、彼女は他人からの好意にまったく免疫がないのであった。








[image: ]












[image: ]




　ごく普通の町娘、メイヤー＝リノが初心者の館に通っていたのは【牛飼い】になるためだった。

　館で取得できる冒険者ライセンスは、社会における身分証明書としても有用になる。

　買い物でも便利だし、それに牛の世話をするとき自前で薬草を摘みに行ったり、牛がゴブリンに襲われたときに退治できたらいいな、と思ったのだ。

　そんな平凡な彼女は……

　なぜか王都アズリア中央、フォンディガル王城地下にある秘密会議室に呼び出され、石のように固まっていた。

（私、なんでここに呼ばれたんだろう……）

　案内された地下には荘厳な会議室があり、耐衝撃、耐防音魔法がこれでもかと備えられている。

　その中央。

　円卓の席の対面に座るのは、国の最高権力者こと、国王エルディガル＝アズリア様。

　ほかにも財務大臣に外務大臣、法務大臣に魔術大臣など、天上の人々が円卓を囲んでいる。

　初心者の館の主席だから、というには少々どころか異常事態だった。

（私、ここで打ち首になるんじゃ……なにか悪いことしたっけ……？）

　メイヤーが縮み上がるなか、やがて国王の挨拶が始まった。

「それでは諸君、本日の王国会議を始めよう。……既に知っている者も多いと思うが、本会議は王国の行く末、ひいては世界の未来を決定する重要な会議である。よって身分の差はなく、諸君等の忌き憚たんなき英知と言葉をもって議論を深めて欲しい」

（はい？　え、牛飼いが世界に関わるの？）

　世界の命運とは何なのか。

　伝説の悪魔が復活したとか、大地より伝説の魔神が復活したとか。

　よく分からないが、今は現実と向き合うしかない。

　そして平和な牛飼いに戻るのだ。

　メイヤーが覚悟を決めたとき、国王陛下より開会の宣言が行われる。

「それでは本日の議題を始めよう。現在、我が国が抱える最大にして最凶の課題……」

　緊張と静寂が支配する世界に、そして幕は開かれた。

「『勇者ミナちゃん一行をがんばって卒業させよう』クエストを、ここに開催する！」

「……はい？」

　王国会議がざわつき、メイヤーはぽかんとする。

　勇者。

　それは御お伽とぎ噺ばなしにしか存在しない、幻の職業のはず。

　着席した国王に代わり、代表として外務大臣が立ちあがる。

「勇者とは、魔王を倒すべく生まれし者。それは現実に存在する職業だ。そして今、初心者の館には勇者の力を持つ生徒が在籍して……三年になる」

　三年!?

「普通は三ヶ月で卒業できるところを、もう、三年！　……その勇者に、ごく普通にクエストをクリアしてもらい、ごく普通に卒業してもらう。それが王国会議の悲願である！」

　普通に卒業させれば良いのでは？

「……なぜこのような事態になったのか。今回の会議に初めて参加した者のためにも、我が国が辿たどりし、悲しい歴史とともに語ろう……」

　メイヤーがぽかんとするなか、他の大臣達が、語り慣れた吟遊詩人のように説明する。

「かつて。そう、３００年ほど昔。魔王の脅威に包まれていた我が王国アズリアは、勇者の誕生が急務であった。そこで我らがご先祖様は国中に声をかけ、勇者と名乗る者を集めたのだ」

「だが当然、旅立つ勇者すべてに補助金を出す訳にはいかぬ。……それに当時はオレ勇者勇者詐欺も横行し、旅立つと言いながら貰った備品を町で売りさばく、仲間を登録したのにその装備品を売りさばくなどの事件が横行し……」

「国費は圧迫され、勇者への支給品の質はどんどん低下した。当初は１０００ベルクと鋼の武器防具一式だったものが、やがて５００ベルク……ついには、50ベルクと銅の剣一本に！」

「そして事件は起きた。ついに本物の勇者が誕生したのだ。彼女達は見事魔王を打ち倒し、伝説を築き上げたが……」

「本物の勇者は、のちに勇者物語にこう記したのだ。『ていうか王様、あたし達に銅の剣一本と50ベルクしかくれなかったんだけど、ぶっちゃけ伝説の勇者に対してあり得ない扱いだよねー』と！」

「かくして我が国は！　旅立つ勇者に、なまくら剣一本と端はした金がねしか渡さない、ケチで貧乏な王国として数百年の伝説に残ってしまったのだ！」

「長き歴史を持つ、我が国最大の汚点である！！！」

　大臣の長い語りののち、王様が目頭を押さえてぐすんと半泣きになってしまった。

　周囲の高官達も号泣している。

　が、メイヤーは国の英知がこんな議題に費やされていいのか不安になった。

　国民の税金は大丈夫だろうか。

「しかし、神は我々を見捨ててはいなかった！

　屈辱の三〇〇年を過ごしたのち、我が国にて新たな勇者が誕生したのだ！

　その事実をいち早く察した我が国は、初心者の館を設立し、冒険者をライセンス制度に変え、勇者達に知識を与え、簡単な練習クエストを幾つかクリアしてもらい旅立たせる計画を立てた。

　そして魔王を倒した暁には、かの勇者達には『アズリア王国の手厚いサポートのおかげで私達は勇者になれました』と歴史に残してもらいたい。

　つまり……勇者達はワシが育てた、と、言いたい！」

　単なるプライドの問題であった。

　メイヤーの目が死んでいくのに反比例して熱のこもる演説。

　しかし、国王陛下の声はそこからしょんぼりと沈んでいく。

「だが、勇者達は……まだ、卒業してくれない……練習クエストを、一度もクリアしてくれない……」

　メイヤーの元に、勇者ミナの資料が配られる。

　薬草採取中に、隣国のお姫様一行を助けて失敗。

　ゴブリン討伐中にオークキングを間違って撃破。

　他にも数々の功績を挙げながら、クエストはすべて失敗ーー

「あの勇者達はな。とうの昔に、レベル99に達しているのだ。

　本物の勇者はあらゆる職業の中でも特別な存在だが、そのひとつにレベルアップが早い、というものがある。勇者達は普通、三ヶ月もあればレベル40に達するのだ。その間に世界を旅し、様々な経験を積み、心身ともに成長していく。それが本来の勇者だ。なのに！　あの勇者達は、ずーーーーっとここにいる！」

　王様、あまり興奮すると血圧が……。

　歳としなのですからステータス異常に注意してくだされと側近が気を使うなか、新米らしい高官が、失礼、と挙手する。

「陛下。勇者達は、どうしてクエストをクリアできないのですか？」

「勇者スキル【トラブルエンカウンター】だ。……これは本来、勇者に適度なトラブルを与えて成長させるスキルなのだが……レベルが上がりすぎたせいで【トラブルエンカウンター】の恩おん寵ちょうがあまりに強く、初心者用クエストを任せても必ず大事件になり、本来のクエストを無視してしまう……」

　王様はひとしきり語った後、力強く机を叩く。

「そこで皆の者にはぜひ、勇者ミナ達の卒業をめざして尽力して欲しい。とくに君だ。メイヤー＝リノ殿！」

「は、はい？」

　脳内で牛に干し草を与えていたメイヤーはびくっと飛び上がった。

「メイヤー＝リノ殿。初心者の館にて現主席、クエストクリア率１００パーセント。……そして、勇者ミナ達と同年代の感性を生かして、ぜひとも勇者ちゃんのクエストクリアのための知恵を出してもらいたい。

　君には【軍師】の才能もあると聞いた。

　経営に関する知識も貪欲に吸収したと聞く。

　勇者ちゃん達と同世代の女性である感性と、その知識を生かして欲しい」

「えぇ……」

　確かにメイヤーは策略やステータス補助に向いた【軍師】系スキルを学んでいるし、経営戦略も勉強した。

　まあ牛の補助と商売上の損益計算を学ぶついで、なのだが。

（どうしよう。どうやって断ろう……）

　彼女の夢は、実家でのんびりスローライフ。

　牛さんと一緒にごろごろ生活。

　お断りして実家に帰るべき案件である。

（実家のお爺じいちゃんのお世話があって、とか……？　ううん、家族の事情はあとで裏を取られると逆効果だよね。……素直にお断りしよう。怒られるかもしれないけど、私は牛が大好きです、って）

　覚悟を決めた、メイヤーが口を開こうとして、

「もし勇者達が卒業できた暁には、メイヤー殿には黄金干し草を一〇年分用意しよう。国一番の元気な牛が育つであろうな」

「やります」

（しまったーっ！）

　メイヤーはどうしようもない牛飼いであった。

「素敵な返事をありがとう、メイヤー殿」

「あ、いえ、今のは」

「では改めて、本日の議題に入ろう。忌憚なき意見をもって、勇者達に次に課すクエストについて議論しようではないか」

　期待しているぞ。

　この難題を解決した真の賢者には、次期王位を譲ることになるかもしれない。

　陛下の言葉により議場にどよめきが走り、メイヤーは項うな垂だれる。

（変なことになっちゃった……まあでも、他の偉い人に合わせて、無難に流しておけばいいよね、きっと）

　全力で逃げきろう。

　堅く決意するメイヤーであった。




　彼女が『王国の希望』、『稀き代たいの軍師』、『勇者ちゃん達を唯一制御できるかもしれないやべー女』、『我が国の偉大なるママ』と呼ばれるようになるのは、もう少し先の話である。
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「あのね、リリィちゃん、相談があるんだけど……」

　魔法使いリリィがミナに声をかけられたのは、偽の聖剣クエスト事件から五日ほど過ぎたころだった。

　リリィが植物辞典から顔をあげると、ミナはきょろきょろと室内を見渡して「シャノちゃん達には内緒だよ」と、机にこそっと緑色の宝石を置く。

　魔法石。

　魔力付与の調合に使う、ちょっと高価なアイテムだ。

「これ、あげる！」

「……？」

「秘密だよ。ワイロだよ。本当はイケナイことなんだけどね……これで共犯だよ……」

　ふふふと口元をゆるめたミナは、ちょこんとリリィの隣に座って耳打ちする。

「あのね、リリィちゃん。ユルちゃんとシャノちゃんに内緒で、勇者パーティ結成三周年サプライズをしたいんだけど……」

　初心者の館はパーティ登録制を採用している。

　メンバーは交代自由だが、ミナ達は結成当初から今の四人だ。

　じきに結成から三年が経つらしい。

　そこで、ぱーっとお祝いしたいたいけど、何をするか悩んでいるという。

「美味しい料理を出したいけど、ユルちゃんもシャノちゃんも料理上手だし、あたしリリィちゃんみたいにお菓子作りも上手うまくないし……だからリリィちゃんを買収して、こっそり手伝ってもらおうって思ったの！」

　ひそひそ話をするミナ。

　相変わらず突然の思いつき……と思うリリィだが、パーティは楽しそうだ。

　ミナのやることは、大抵面白くなる。

「いいけど……何をするの……？」

「まずは美味しいものでしょ？　あと、勇者らしい贈り物！」

「……具体的には……」

「まず、みんなをぱーっと喜ばせたいの。どどどーって感じでびっくりしながら、でも気持ちがふわぁふわぁってなって、おおおー、みたいな！」

　ミナは腕を大きく広げて謎の表現をした。

　リリィは黙って魔法石をお返しした。

「見捨てないで、リリィちゃん！」

　むぎゅーとミナに抱きつかれたので、黙ってしまう。

　リリィはなんだかんだでミナが好きだし、ミナに甘い。

「ん……じゃあ、ミナが貰う側だったら……何だと、嬉しい？」

「お菓子！　やっぱり甘い物が幸せだよね。焼きたてアップルパイとか、ふっくらパンケーキも美味しそう……こう、ハチミツをとろーっとかけて、ナイフを入れたら生地からふわぁっと甘いにおいがして……あ、でも最近ちょっとご飯が美味しすぎて、お腹のおにくが……」

　ミナが自分の脇腹をぷにぷにつまみ、溜息をつく。

　それからリリィのお腹を、服の上からつんつん、つついた。

「お菓子マイスターなのに、あたしより細い！　ずるい！」

「作るのは私……食べるの全部ミナ……」

「ずるくなかった……役割分担って残酷だね……」

　ミナは「自重しなければ、勇者として大切な何かが失われちゃうよ……ぽっちゃり勇者伝説……！」と悶もだえたものの、すぐにぱあっと顔を明るくする。

「でも今回お菓子を送る相手はユルちゃんとシャノちゃんだから、大丈夫だね。シャノちゃんは細くて美人だし、ユルちゃんは、食べものぜんぶ胸にいってるかも……大丈夫だよね。うん。なら、スペシャル美味しいお菓子にしよう！」

　ふふん、とミナが鼻歌交じりに計画を考える。

　できれば王都で見られない、珍しいお菓子がいいな。

　追加効果があると面白いかもしれない。

　食べるだけでレベルアップ！　とか。

「もうちょっと考えてから相談するね。とにかく秘密だよ！　あとでまた相談するね。今日もがんばろうね、リリィちゃん！」

　そしてミナは今日のクエストに向け、装備を調えるべく自分の部屋へと戻っていった。




　その背中を見送りつつ、いい機会かも、とリリィは思う。

（三周年……みんなに、お礼……）

　リリィはかなりの口下手だ。

　知識欲が深く、研究熱心な一方、子供のころから友達がほとんどいない。

　ミナに誘われなければ、今も読書好きな引きこもり少女だっただろう。

　そんな生活も、悪くはないとは思うけど……

　ミナ達との冒険は、楽しい。

　本だけでは知ることのできない、新しい植物。

　新しい魔物。

　新しい世界に触れることは、彼女の知識を豊かにしてくれた。

　前からずっと、ミナや仲間達にお礼を言いたいな……と思ってたけど。

　面と向かっていうのは、恥ずかしいものである。

（私も、みんなに贈り物しよう。あと、ちゃんとお礼を言いたい……）

　そう悩んだリリィはふと、先日本屋で買った本をアイテム袋から取り出した。

　『必見、会話下手を直す魔法使いの道！』という本だ。

（これを勉強すれば、私もお礼を言える……完璧コミュ強きょうな魔法使い……）

　さっそく、一ページ目を開いてみた。

『魔法使いのコミュ障を治す方法は、とっても簡単！　魔法を上手く詠唱できるようにすること！』

「ぶふっ」

　リリィは本に突っ伏した。

『格好良い魔法を決めれば、君もその日からヒーローだ！　仲間達にちやほやされるぞ！』

　実はその本、どこかの誰かが適当に書いた三流エセ本であった。

　が、元から詠唱が苦手で、しかも会話下手だと悩んでいたリリィは、

（最初は嘘っぱちと思ったけど、もしかして、詠唱が上手くなったらお喋りも上手になれる……？）

　うっかり信じてしまった。

　それに、三年過ぎてもファイアボール以外の詠唱ができないのは悩みの種だ。

　なので、リリィは決意する。

（次のクエストでは、魔法詠唱をがんばる。大変だけど、私、がんばる……！）

　いつもは大人しいリリィだが、内面は妄想豊かな少女だ。

　たまに自分を励まそうと踊ったり「私は伝説の魔法使い、すごい魔法を使えるのだ……」と最強魔法使いごっこをしている。

　今日も気合いを入れるべく、ひとり拳を振り上げるリリィ。

　こうすると元気が出るのだ。

　……が、彼女がいたのは自室ではなく、四人共同の居間である。

「リリィさん、頼まれていたお砂糖を買ってきたのですが……」

　帰宅したシャノが見たのは、居間にて「栄光をわが手に」と、無言で拳を突き上げるリリィであった。

「…………」

「…………」

　ドアがそっと閉じられた。

「！！！！！！」

　リリィは涙目になりながら、シャノの誤解を解きに向かうのだった。
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「選択クエスト、ですか？」

　ミナがリリィに三周年記念の秘密を相談した、午後のこと。

　初心者の館にてミナ達四人がクエストを探していると、受付のロジーナさんにちょいちょいと手招きされた。

「ミナさん。じつは本日から、初心者の館では初心者向けの特別クエストサポートが行われることになりました。本来、クエストボードからクエストを選ぶことも訓練のひとつではあるのですが、クリアに苦戦している方向けに、館からお勧めのクエストをお伝えしても良いという案が出まして」

　今回はこちらの四つからどうぞと勧められ、ミナ達はクエスト一覧を手に取った。






クエストＡ：初心者用迷宮『大樹の森』攻略の準備

クエストＢ：マレイ湖近隣に育つメノミの実採取の準備

クエストＣ：魔の山でリザードの卵探しの準備

クエストＤ：不思議館『マイルジア館』攻略の準備






「どれも面白そうですね、ロジーナさん！　ひとつずつ聞かせてください。大樹の森攻略準備は何をするんですか？」

「こちらは初心者用迷宮『大樹の森』を攻略する準備として、ポーション一〇個を調達してもらうクエストになります」

「じゃあ次の、マレイ湖のクエストは？」

「王都東にあります『マレイ湖』にて、メノミという植物の実を採取するための準備として、ポーション一〇個を調達して頂くクエストになります」

「じゃあ魔の山は？」

「『魔の山』よりリザードの卵を持ち帰るための準備として、ポーションを一〇個……」

「全部ポーション調達ではありませんか！」

　さすがに突っ込むユルエール。

　シャノが理由を問うと、ロジーナさんは困ったように事情を教えてくれた。

　最近、王都内でポーションが不足しているらしい。

　不足しているのは王都内だけなので、近隣の村から余っているポーションを融通してもらいたいらしく、その輸送作業のひとつとしてクエストを依頼してるのだとか。

「分かりました。じゃあ隣町の道具屋から、ポーション一〇個を……あ、でも」

　近隣の町でポーションを購入すれば、今度はそっちの町で不足するかもしれない。

　なら自前で薬草採取して、ポーションを作ればもっと助かりそう……。

「ロジーナさん。ポーションが不足してるなら、薬草を集めて届けに……はっ！」

　しかし、彼女は思いととどまる。

　これいつもの失敗パターンだ、と！

　というか前々回、カミール草採取でやらかしたのと、同じ展開！

「……えーと……こ、今回は隣村の道具屋に、買いに行こう！　うん！」

　自分を納得させて頷くミナ。

　真の勇者たるもの、反省の心を持つべし。

　今回はすぐに気付いて、私えらいーー

　……けど。

　やっぱり、ポーションをただ購入するだけよりは、薬草採取したい……

　いやでも今回は、ガマンガマンーー

　と、一生懸命に耐えていたミナの袖を、リリィがくいくいと引いた。

「ミナ。あの…………薬草、取りに行きたい。……道具屋で買うより勉強になるし、戦闘があったら、魔法の練習にもなる、から……」

「よし。みんなで薬草取ってきてポーション作ろう！」

「!?」←びっくりするロジーナ

　勇者たるもの、仲間の希望は叶かなえなければ。

　それが大切な仲間、リリィからの提案なら尚なお更さらだ。

　薬草採取の冒険に出たかったんだ、やったぁー！　なんて間違っても思ってないのである。

「ミナ。頬がにやついてますわよ？」

「そそ、ソンナコトナイヨー？」

「まったくもう。分かりやすいんですから。でも、リリィから提案なんて珍しいですわね」

「ん……ちょっと……やりたいこと、あって……」

　リリィは恐縮したように「ごめんなさい」と頭を下げる。

　よほど、魔法の練習をしてみたい理由があるのだろう。

　ミナ個人の冒険欲もあるが、リリィのために頑張りたいのも、紛れもない本音だ。

「じゃあ薬草、取りに行こう！　リリィちゃん。今の時期だと材料どこがいいかな？」

「さっきのクエストだと……Ｂの、マレイ湖」

「マレイ湖だね！　じゃあロジーナさん、マレイ湖での素材採取クエストください！」

「……あの……一応このクエストの建前は、マレイ湖での素材採取のためにポーションを用意するクエストでして、その準備にマレイ湖に行くのは……あれ……？」

「でも、ポーション持ってくれば大丈夫ですよね？」

　どやぁ、と胸を張るミナ。

　今回のクエスト内容は『ポーションを一〇個調達すること』だ。

　道具屋で購入しても、マレイ湖で素材を集めてポーションを作成しても問題ない。

「分かりました。では、素材からの調達をよろしくお願いします。……ただ、クエストはあくまでポーション一〇個ですので、くれぐれも他のもので代用したり、変なことをせず……できれば近場で……」

「はーい！」

　かくして勇者見習いミナ達は、ポーション一〇個納品のため、マレイ湖へと向かう準備を始めた。

「リリィちゃん、最高のポーション作ろうね！　シャノちゃんもユルちゃんも、一緒に頑張ろう！」

「湖にはモンスターもいるでしょうから、わたくしの剣技も冴さえますわね。マリーベル流剣技、とくと見せてあげますわ！」

「……（ぐっと拳を握るリリィ）」

「そういえば、リリィさん。昔に比べてポーション作りも上手くなったと聞いてますけど、いま頑張ればどのくらいの品質で作れますか？」

　シャノの問いに、リリィはナナメ上を見上げて答えようとしたものの、品質と言われると難しい。

　頑張れば世界樹を蘇よみがえらせたり、王都の建物が爆発しても復活できるくらいは可能かも……つまり、ええと。

「ん。王都爆発」

「えええ!?　リリィちゃんすごい！」

「王都が爆発するポーション、ですか？　それは危険では……」

「お、王都が爆発しても治るくらい、効果の高いポーション……」

　慌てて言葉を足しながら、やっぱり話すのは苦手だなと思うリリィ。

　だからこそ、ポーション作りを頑張りつつ……

　湖での採取ついでに、魔法の練習をしようと思うのだった。





＊






　という勇者ミナ達の会話を、ロジーナはうっかり一部だけ聞いて勘違いした。

　ロジーナは魔法水晶を手に取る。

　魔法通信を開くと、水晶を通して円卓会議が映し出された。

「ええと。勇者達は、ポーション一〇個調達のクエストを受注しました……が、ポーションを自前で作るために、マレイ湖へと向かい、ポーションが完成したら王都が爆発するかもしれません」

『どうしてそうなった!?』






　クエスト：ポーション一〇個を納品しよう！

　内容：マレイ湖の植物採取クエスト遠征のため、準備としてポーション一〇個を調達して初心者の館に納品しよう！

　報酬：５００ベルク

　期日：３日
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　シャノがその提案をしたのは、ポーション作成クエストを受注した帰り道でのことだ。

「ご提案があるのですけれど……次のクエストは湖の攻略になりますので、水耐性のある防具を購入してはどうかなと」

　クエスト前に現地の状況を知り、対策を整えるのは、冒険者の基本だ。

　薬草採取なら湖に直接入らないものの、湖付近のモンスターが水魔法系【ウォーターガン】などを撃ってくるかもしれない。

「それで最近、新しくできた専門防具店の話を聞きまして、女性専用装備や特殊な装備もあるそうです」

「特殊装備!?　見たい見たい！」

　ミナだって新装備には興味があるし、オシャレもしたい。

　四人は早速そのお店へ向かうことにした。







　王都防具専門店『花の舞』。

　地上五階建てという、王都でも珍しい総合防具を扱うお店だ。

　見た目重視の麦わら帽子からフルプレートアーマーまで、なんでも揃っていると評判である。

　その最上階へ向かうミナ達だったが……

　途中で、気づくべきだった。

　なぜ属性防具や魔法防具は二階にあるのに、女性用水耐性専門防具だけ別枠で存在するのかと。

「「「「……」」」」

　そこに並んでいたのは、防具と呼ぶにはちょっと……

　いや、かなり布面積の薄い、つるりとした生地で作成された全身用装備品である。

「なんていうか……うん……」

　ミナがほんのり赤くなりがら手にしたのは、かろうじて胸元や腰回りが隠せる衣類だ。

　身に着ければ、胸元のラインまではっきりと分かりそうな。




　水着である。




　ミナも噂うわさに聞いたことはあった。

　二〇年くらい昔の女戦士のなかには、こういう格好で戦っていた者もいると。

　でも、それにしても、

「シャノちゃん……これは……えっちだよ！　勇者的にえっちだよ！」

「シャノ、あなた案外……」

「……（じーっ）」

「ち、違っ……私そういうお店だって知らなかっ……」

　リンゴのように赤面したシャノが、俯いて丸くなる。

　そんなつもりじゃなかった……。

　ぐすんと涙目のシャノを横目に、リリィは防御力の値をチェックする。

「素材に魔糸を織り込んで、魔法防御を重ねてある……性能は高い。合理的」

「合理的にえっち！」

「違うんですってばぁ！」

　とはいえ防御力と水耐性が高いのは事実らしい。しかも可愛い装備が多い。

　なんか興味が湧いてきた。

「みてみて。これ、どうかな？」

　ミナが持ってきたのは、胸元を貝殻のような模様で隠す水色のビキニで、腰回りは花柄を模したふりふりのフリルがついている。

　最初はえちえちだと思ったけど、女子しかいないしね！

　と大胆に試着してみれば身体にぴたりと収まり、泳ぎやすそうで大変にいい。

「あら、結構可愛いですわね。となれば、ミナに遅れをとる訳にはいきませんわ。ただ……」

　ユルエールはしばらく考え、とある水着を抱えて更衣室に隠れてしまった。

「ねえ、シャノちゃんはどれにする？」

「恥ずかしい装備なんて着れません！」

「でも防御力も高いし、ユルちゃんも着替えに行ったし……試しに着てみようよ。ね？　ね？　そうだ、あたしが選んであげるね」

　落ち込んだシャノがあまりに可愛そうなので、ミナは「はいっ！」と元気に手を挙げる。

「店員さん、いちばん防御力の高い装備をください！」

　防御力は布面積に比例するはず。

　シャノに恥ずかしくない水着を選んであげよう、という心遣いだ。

　が……

「当店で最も魔法防御力が高いのは、こちらになります。しかも攻撃魔法の威力も上がるお墨付きです」

　と、登場したのは、このお店でもっとも大胆な水着であった。

　一見すると、ただのＶ字の紐である。身体を隠すという意味はほとんどなく、胸元は大事なところの頂点しか覆っていない。下もわずかな布があるのみで、背中に至ってはほぼ裸。

　むしろ微妙なラインを隠したせいで、余計に危うさが増している。

「ーーーー！！！！」

「……ぅ、な、なんかシャノちゃん、ごめんね」

　シャノは泣きながら物陰に隠れてしまった。
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　防御力が高くても、これでは勇者以前に、人間の女の子として、まずい。

　装備した時点で衛兵に捕まりそうだ。

「これは……うん。やめておこう！　防御力が高くても、もっと大事なものを守ろうかなって……」

　と、ミナですら遠慮したのだが。

　放り出されたそのＶ型水着を、こっそり手に取る者がいた。

　リリィである。

　彼女は耳まで赤くしながら手に取り、そーっと更衣室に入ろうとしたところでミナにがしっと止められた。

「リリィちゃん落ち着いて、それはえっちすぎるよ!?」

「……でも防御力が……」

「そこは防御力より人として大切なものを守ろうよ！　ね？」

「うん……でも……」

　いつもは恥ずかしがり屋なリリィが、くっと瞳に力を込めて。

「勇気が出るかな、って……」

「なんの勇気!?　その勇気が出る前に捕まっちゃうからね!?　あとこの水着よく見たら値段が７８０００ベルクもするから……！」

　ミナはあれこれと説得してリリィを止めようとした所に、さっと更衣室のカーテンが開く。

「ミナ。こ、これで、どうですの……？」

　着替えてきたユルエールは、確かに水着を着ていた。

　騎士として鍛えたしなやかな白い二の腕や素足をさらし、その頬はちょっと恥ずかしそうに赤らんでいる。

　なのだが……

　肝心の水着部分に、上からすっぽり鎧を着ていた。

　変態である。

「ユルちゃん、なんで水着の上に鎧着てるの!?」

「し、仕方ないのです。必然的にこうなるのですわ！　これはマリーベル家の由緒正しき鎧ですもの、外す訳にはいきませんわ」

「それ水着の意味がないよ……あと水着が見えないのに素肌だけだから、ほぼ裸鎧だよ！」

「裸鎧!?」

　ミナはそれから、落ち込むシャノ、Ｖ字型水着を掴つかむリリィ、裸鎧のユルエールを順番に見渡して。

「えっと。今回は、水着は中止しよう！　そうしよう！」

　珍しくまともな判断をして、ミナは両手をあげてバツマークを示し、店員さんに謝るのであった。
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　クエストを受けた翌日、ミナ達はマレイ湖を目指していた。

　ほのぼのとした草原を眺めながら、馬車に揺られてゆるりと進む。

「シャノちゃん。マレイ湖ってどんなとこなの？」

「マレイ湖は、王都の中ではよくある小さな湖ですね。ポーションの原材料が自生していること以外だと『メノミの実』という甘い果物があるくらいですけど、魔物除よけを撒まけば泳げるくらいにきれいな湖です」

「へえぇ、楽しみー！　せっかくだし、ちょっと水遊びしてもいい？」

　思わず馬車で身体を揺らすミナ。

　彼女の夢は勇者になって、たくさんの地を冒険することなのだ。

「まったくもう……ミナ、遊びに行くんではありませんのよ？」

「でもさ、ユルちゃん。きれいな湖に足つけて、冷たーい！　って遊びたくない？」

「うっ」

「着替えは持ってきたし、泳げたら魚とか捕まえられるかもよ？　もしかしたら湖の底から、伝説の剣とか見つかったり、湖の底に地底神殿があったり！」

「そ、それは興味深いですわね……」

　割とあっさり乗せられるユルエール。

「普通の湖で、地底神殿は見つからないかと……見つかりませんよね……？」

　シャノの心配を余よ所そに、ミナはむふふと期待に揺れる。

　新しい植物や採取物に、新しいモンスター。

　新天地の探索はいつだって心がわくわくする。

　ミナは、見たことのない土地を見るのが大好きだった。ついでに泳げる。

　むふぅ、とミナは美味しいお菓子を口にしたように、唇をゆるめて嬉しそうだ。







　……で、到着したミナ達が見たものは。

　どろどろの紫色に染まり、ぽこぽこと泡立つ毒沼であった。

「……変わった湖だね。泳ぐにはべたべたしてるかなぁ」

「問題はそこじゃありませんわよね!?」

　ツッコミが炸裂する合間に、リリィが『マレイ湖』という看板を見つける。

　この毒沼が、当の湖で間違いないようだ。

「湖だけでなく、植物も変質してますね。何か異常な変化が……？」

　シャノが湖の傍そばで枯れた薬草を手に取り、リリィに観察してもらう。

　リリィが溜息をついてるのを見るに、深刻なものらしいーー

「あらまぁ、あらまぁ！　まだ毒沼事件は解決しないのかしらぁ？」

　と、そこに湖中に響くキンキン声が届いた。

　振り向くと、毒沼のような紫色のドレスを着た夫人が、見張りの兵士を怒鳴りつけていた。

　ミナ達が眺めていると婦人がこちらに気付き「まあまあまあ！」と、丸太のような身体を揺らし、ドスドスと足音を鳴らして迫ってくる。

「あなた達ですか!?　この毒沼クエストを解決しに来た冒険者は！」

「毒沼クエスト、ですか？　たぶん違いますけど……やっぱり湖、おかしいんですか？」

「んまあぁぁ、そんなことも分からないのぉぉぉ？」

　文句ばかりの婦人の脇から、兵士がぺこりと挨拶した。

　なんでも三日ほど前に、マレイ湖が突然毒沼化してしまったらしい。

　冒険者ギルドに調査依頼を出し、受理してもらったものの、担当の冒険者が来ないのだとか。

　話を聞いたミナが、はいっ、と手を挙げた。

「あたし達は薬草採取に来た初心者ですけど、あたし達も事件解決を手伝います！」

　毒沼化を解決しなければ、ポーション作成どころではない。

　そう話すと婦人は「んまぁ、お金も出ないのに良い心がけですこと！」と喜び、ミナ達に後を任せてさっさと帰ってしまった。

　兵士のふたりが謝罪する。

「すいません。あのご婦人、昔から近くに別荘を構えているのですが、あの性格で……。マレイ湖はモンスターも多く、移住を勧めているのですが、なぜか聞かない上モンスターが出没するたびに毎回クレームをつけてきまして」

「へえぇ。こんな所に住んで何してるんだろうね？」

「それは、私達にも……。それと、毒沼事件解決へのご協力は有あり難がたいのですけれど、初心者の方々には荷が重いのではありませんか？　第一、原因も分かっていませんし」

「うーん」

　悩むミナの袖を、リリィが引いて耳打ちしてきた。

「どうしたの、リリィちゃん。え？　原因は……湖に潜むモンスター？」

「なぜ、モンスターだと？」

「なになに？　えーと……湖の毒沼化はステータス異常〝腐毒〟が原因だけど、自然現象での腐毒は地下洞窟のガスが原因で、湖には起きにくい。なので湖全体を毒化させるなら、湖に住み着いたモンスターが強い毒を持ってる可能性が高い……だそうです！」

　人見知りなリリィの助言を翻訳すると、兵士達は目を丸くして礼をした。

「し、失礼しました。初心者の方と遠慮していましたが、モンスターにお詳しいのですね。……では、お願いしても宜しいでしょうか。報酬は必ず、見合うものをご用意させて頂きます」

「はーい！」

　ミナは胸を張って、その依頼を受けることにしたのであった。




　とはいったものの。

「で、どこから手をつけるのです、ミナ？」

「んー……はい、リリィちゃん！」

　丸投げされたリリィはあたふたと説明した。

「ん……まず、湖のモンスターの正体を突き止める……そのために、ええと……」

「ふむふむ。水や植物を採取して分析して、モンスターの正体をリリィちゃんに分析してもらう、と。じゃあ、今日は全員リリィちゃんの指示に従うように！」

　敬礼！　と声をかけたミナは自分から「ははーっ」とリリィに頭こうべを垂れる。

「お願いします、リリィちゃん隊長！」

「た……隊長……？」

　リリィは思わずびびる。

　隊長なんて無理。

　ミナみたいに前向きじゃないし、頑張れる性格ではない。

　けど……

　リリィ自身も、自分を変えたいと思っていた。

　それに、ミナに期待されたのなら。

「ん……が、がんばる……！」

　こくこくと頷き、パーティで一番ちいさな身長をぐーっと背伸びさせ、みんなを奮起させるのであった。

　その姿がまた、

（今日のリリィちゃん、気合い入ってて可愛いなぁ）

（可愛いですわ……）

（可愛い……）

　みんなに愛めでるような眼差しで見られていたことに、リリィは最後まで気づかなかった。




[image: ]




　リリィによれば、湖を毒沼化させたモンスターの正体を曝あばくには素材採取が必要だという。

　話を整理したミナが、よし、と手を叩いた。

「必要なのは、植物、水、あと……特産品？　へえぇ、フルーツがあるんだ。じゃあそれの採取だね！　手分けしてやろう！　ユルちゃんはどうする？」

「わたくしは植物採取を担当致しますわ。蔓つるの切断などは任せてくださいな！　……シャノは水質調査が宜しいのでは？」

「そうですね。毒を浴びても浄化できますので。リリィさんはフルーツ採取ですか？」

「……（こくこく頷く）」

「役割分担オッケーだね！　……ん？　あたしは？」

　ぱちくりと瞬きをしたミナに、ユルエール達はうーんと唸り、

「留守番ですわね」

「……ま、待っててもらう……？」

「では留守番でお願いします」

「それ何の役にも立ってないよね!?」

　ミナはとりあえずリリィについていくことにした。

　活躍したいのである。




　マレイ湖の名産といえば、ほとりに育つ『メノミ』という、ヤシの木に似た植物だろう。

　しなやかに伸びた茎の先に、オレンジ色の果実が実っている。

　ジュースやお酒の原料にもなり、微量の魔力回復効果もあるらしい。

「あの果物の採取だね。あたしに任せて！　聖剣……じゃないけど、聖剣！」

　先日ニセモノを掴まされたミナだが、あとで確かめたところ、聖剣の武器変化はミナの固有スキル【聖剣】だと判明した。スキル名は自分でつけた。

「あたしの武器よ、大きな大きな【物干し竿ざお】になあれ！　とりゃーっ！」

　銅の剣に白い光が収束して、聖剣スキル【物干し竿】が発動する。

　ドシュウーーーーッ！

　メノミの木は見事に消し飛んだ。

「………………」

「ミナ。メノミの樹は……攻撃しなくても、こう」

　リリィが樹を揺らすと、果実がぽとりと落ちた。

　リリィはナイフを手に取り、皮を捌さばいては香りや手触りを確かめていく。

「ん……浸食してるのは腐毒で間違いなさそう……」

「腐毒……分かった！　毒で湖なら、カエル系モンスターだね。ポイズントードとか！」

　今度こそ、とミナはビシッと指を突きつける。

　採取で役立てないなら、せめて推理を。

「ミナ。トード系は、湖全部を変えるほどの毒は持たない……湖だと、ウミヘビ系モンスターの集団だと思う」

「う、ウミヘビ系だね！　なら、電撃魔法であぶり出す大作戦！」

「サンダースネーク変異種だと、電撃でパワーアップするから……」

「そ、そっか……じゃあ、サンダースネークなら熱であぶり出して、飛び出てきたところをあたしが直接攻撃でずばっと」

「直接攻撃すると感電……」

「そ……そっかぁー……」

　ミナはそれから膝をまるめて砂地に『の』の字を書き始めた。

「……あたし、ちょっと木陰で草むしりしてるね……今日は自然環境を守る勇者になるんだ……」

「!?　えと、ミナは……天才。すごい。ご飯美味しそうに食べる」

「もうちょっと励ましの説得力が欲しいよ！」

　ご飯勇者は悲しい。

　はあぁ、と溜息をつきながら、ミナは資材を採取中のリリィに並ぶ。

「リリィちゃんは本当すごいよね。ポーション作りとか、植物鑑定とかモンスター知識とか。あたし、特技ないからなぁ」

　リリィは魔法に植物知識にポーション調合。

　ユルエールは剣術や料理。

　シャノは回復防御魔法に加えて、美人で品行方正。

　対して、ミナにはあまり目立つ特技がない、と。

　実は……ちょっとだけ、思うときがあったりする。

「あたしもすごい特技欲しいなぁ。人に誇れるようなの、ないかなぁ」

　眉を寄せて落ち込むミナだったが……

　リリィはなぜか、むーっ、と唇を尖らせていた。

　うん？

「私、ミナの方が羨ましい」

「え？　なにが？」

「……誰とでも友達になれて……楽しくて……明るくて、元気で……」

「そう？　でも、リリィちゃんの魔法もすごいよね？　どーん！　って」

「ファイアボールだけ……本当はきちんと詠唱したい」

「おお……リリィちゃんにも弱点が……はっ。そうだ！」

　ミナはようやく、自分にできることを思いつく。

「じゃあさ。素材集めをリリィちゃんに頑張ってもらう代わりに、魔法を上手に使えるよう、あたしが何とかしてあげる！」

「え」

「方法はまだ分かんないけど、うーん……湖からモンスターを魔法であぶり出すのは必要だよね？　なら詠唱時間はたくさんあるから、ゆっくり詠唱を練習してみようよ。あ、でも魔法を教えてくれる先生が欲しいかな。うーん……！」

　今は名案が閃かない。

　閃かないけど、ぜったい何とかしてみよう！　決めた！

「とにかく頑張ろうね、リリィちゃん！　あたし手伝うよ！」

　自分にできることが見つかり、嬉しくてニコニコするミナ。

　が、リリィはなぜかものすごく不満そうに、むぃーっと口をへの字にした。

「……やっぱり、ミナ、ずるい……」

「えええっ！　あたし何か悪いことした？」

「してないけど、ずるい……そういうの、ぽん、とやれちゃうのが……ずるい」

「？？？？？」

「自覚ないのが、もっとずるい……」

　なんだか羨むような目線に、ミナはどうして怒られているのか、よく分からないけれど。

　ただ、まあ。

　その怒り方が、すっごく可愛かったので。

「リリィちゃんは可愛いなぁ」

「ぜ、ぜんぜん分かってない……それが、ミナのいいところなのに……」

　彼女は雪のように白い頬をそっと染めて、ぺちっ！　とミナを叩くのだった。
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「うーん……もう少し、素材、欲しい……」

　メノミの実を解析し終えたリリィは、ちょこんと可愛く考え込んでいた。

　メノミの実だけでは、検証に足りないらしい。

「じゃああとは、ユルちゃんとシャノちゃんの素材を見てからだね！」

　そんな風に楽しく話をしていると、シャノが慌てて走ってきた。

「ミナさん、リリィさん、大変です！　ゆ、ユルエールさんが、た、食べっ」

「食べ？　ユルちゃん、メノミの果実食べちゃったの？」

「いえ、どちらかと言えば食べられた方と言いますか！」

　何それ!?

　と、ミナ達が急ぎ植物採取中のユルエールの元へかけつけると。

　彼女はウツボカズラのような巨大植物に頭から齧られ、足をバタバタさせていた。

「ユルエールさんが、植物の中に人がいるから助けようと、慌てて飛び込んで……！」

「いま助けるからね！　えーと、聖剣スキル【睡眠打撃】！」

　よく分からないスキル名を口にして、こん棒のように変形した銅の剣を叩きつける。

　効果があったのか、ウツボカズラは力を失いぐたりと地面に倒れた。

　その口からユルエールと一緒に飛び出したのは、見覚えのある褐色肌の少女だ。

「ヴェリルちゃん!?」







「ふっ……また会ったわね、新米勇者ミナとその仲間達！　アタシの名は、ヴェリル＝カノン！　勇者を倒し、世界を混沌へと導く女よ！」

　救出されたヴェリルは相手がミナと気づくなり、耳をぴーんと立てて開戦宣言をした。

　が、その身体は植物モンスターによる白い液体でべたべたである。

「よだれまみれで言われても……」

「うるさいわよ、勇者ミナ！　それと騎士ユルエール、助けてくれてありがとうなんだからね！　ふんっ」

「感謝するか敵対するかのどちらかにしてくださること!?」

　言い返すユルエールも、よだれでべとべとであった。

　ご自慢の銀の鎧まで汚されてしまい、そのうえ微妙な感謝に歯ぎしりしている。

「第一アナタ、敵を助けてどうするつもり？　アタシに謝礼でもねだる気？」

「べ、別にわたくしだって、助けたくて助けた訳ではありませんわ！　ただ……その……」

　ユルエールは唇をもにょもにょさせたのち、

「は、反射的に助けただけですわ！　困っている人を見捨てるのは、騎士道に反する行為ですし！　調子に乗らないことですわね！」

「それ助けたくて助けたって言うんじゃないの……」

「ユルちゃんは口ツンツンだけど、すっごく優しいからね！」

「～～っ！　もう、ミナ!?」

　ミナにまで突っ込まれ、頬まで真っ赤にしながら怒るユルエール。

　まあ全員知っていたことではあるけれど……。

　と、ヴェリルがいやそうに溜息をつく。

「呆あきれてものも言えないわ。……ほら、来なさい、騎士ユルエール」

「？　なんですの？」

「そこに立って」

　指示された場所に立つと、ヴェリルは手のひらで十字を切り、魔力を集中させた。

「清き水の力を抱く精霊よ、穢けがれし身を清らかな姿へ戻したまえ！　【クリアランス】！」

　ヴェリルの手のひらに白い光が集まり、輝きとともにユルエールへとふりかかる。

　ユルエールの鎧にまとわりついた白いよだれが、じゅわっと音を立てて消え去った。

「わ、すごい！　きれいになる浄化の魔法！」

「なによ。魔族が聖属性魔法を使っちゃいけない決まりはないわよ？」

「ううん、じゃなくて、いま……ヴェリルちゃん、魔法すっごい上手だった!?」

「アンタね、アタシこう見えて職業【魔法剣士】なんだけど……」

　【魔法剣士】とは文字通り、魔法と剣技を複合的に使える職業だ。

　ぼっちのときが多いヴェリルは、自前でカバーできる応用力の広いスキルを主に取得しており、【クリアランス】も汚れを払うのに便利な聖属性の生活用魔法である。

　が、ミナの注目点はそこではなく。

「そうだ！　あのね、ヴェリルちゃん。リリィちゃんに詠唱のコツを教えて欲しいの」

「はい？」

「あのね？　あたし達いま、湖の調査してて……かくかくしかじか」

「何でアタシが？　アンタが教えなさいよ、ミナ」

「あたし魔法は全然駄目なんだよね。剣から何かは出るんだけど！」

「わたくしも剣一筋ですわ……」

　ヴェリルはシャノを睨む。

　シャノはすーっと視線をそらした。

「アンタ達ねぇ……」

　ヴェリルはふんと悪態をついて断ろうとした。

　勇者に協力する魔族が一体どこにいるのか。

　そんなの一族の裏切り者だし、他の魔族に示しがつかない。

　しかし……

　ピンチを助けてもらって恩義のひとつも返さないのは、魔族としていかがなものか。

　それに、彼女達の目的は湖の毒沼化事件の解決。

　実は湖の夫人に依頼されて毒沼事件を解決にきた冒険者こそ、ヴェリルである。

　油断してうっかり食べられてしまったが……

　上手くこなせば、報酬がっぽり。

　久しぶりに美味しいご飯が食べられるし、家賃滞納も解消できるかもしれない。

「分かったわよ。今回だけね」

「やったっ」

「今回だけよ！　チョーシに乗らないことね！」

　勇者のためじゃないんだからね。

　勘違いしないでよね！

　アタシはアンタ達の敵なんだから！

　人差し指を突きつけるヴェリルであったが、ユルエールはなんとも微妙な顔で、

「ヴェリル。あなた、わたくしをお人好しと罵る前に、自分を顧みては如何いかがでして？」

「うるさいなぁ！」

　ヴェリルはつーんとそっぽを向きながら、でもやっぱり人の良さを隠しきれず、耳まで赤くするのであった。
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　休憩を挟んだのち、ヴェリルの魔法講義が始まった。

　腰元のレイピアをくるりと回転させ、前方に構えるヴェリル。

「まず最初に。魔力を収束させる魔法の詠唱に、個人差があるのは知ってるわよね？　魔法の詠唱は、あくまで魔力を現実の現象に置き換える過程。その方法は、本人の体質や環境、思想に強く影響を受けるのよ」

　最初は渋々だったが、気を良くしたのかヴェリルは饒じょう舌ぜつになっていく。

「そうね。自分の体質に問題がないなら、まずはイメージを固めて、それに結びつく詠唱をする。初心者の館で学ぶ詠唱は一例に過ぎないから、ある程度なら自分の思うままにアレンジしていいのよ」

　と、ヴェリルはレイピアで刺突の構えを取り、左手を添えた。

「我が闇に応じよ炎、正しき者を塵と化す、紅ぐ蓮れんの宵よい刃ばとなるがいい！　【ダークフレアエンチャント】！」

　彼女の詠唱に、闇色の炎が蛇のようにレイピアへとまとわりつく。

「そして剣技。食らいつけ、闇の炎！　【邪じゃ蛇だ剣】！」

　一突きとともに放てば、闇の蛇と化した炎が鎌首をもたげ、地表を這はうように飛んでいく。

　ヴェリルの付与魔法を生かしたスキル【邪蛇剣】は、闇と炎の両属性を含んだ遠距離攻撃だ。

　ちなみに、ヴェリルのレベルは26。

　職業は【魔法剣士】にあたり、中級剣技に中級攻撃魔法、回復、補助そして闇魔力を用いた中級付与魔法を組み合わせた応用力の高さが武器だ。

　ヴェリルは密かに（器用貧乏かも……）と悩んでいるが、ミナ達から見れば──

「「「す……すごーーい！」」」

「は？」

「ユルちゃん見た!?　付与魔法だよ、すごい！」

「鎧も装備せず、剣技を……天才……なの？」

「舌を嚙かまずに詠唱してる……神……」

「魔法を使っても恥ずかしくないなんて……あの、先輩と呼んでも宜しいですか？」

　キラキラした眼差しで『先輩』を見つめる後輩達。

「せ、先輩……！　ふ、ふーん！　おだてても何も出てこないんだからね！」

　ちょっと嬉しかった。

　いや、すっごい嬉しかった。

　でも魔族たるもの、勇者に褒められて、喜んではいけないのだ。

「コホン！　とにかく詠唱はある程度自分の好きなようにできるし、得意なかたちに持ち込めば威力も上がるわ。まあ体質や適正魔力の影響も強いから、なんでもいい訳じゃないけど」

「へえぇ～！　じゃあ、ヴェリルちゃんの詠唱の『我が闇の心に～』は自分で考えたの？」

「ぅ……そ、そうよ……だって…………格好いいし……じゃなくて。もうっ！」

「先輩すごい！」

「褒めても何も出ないわよ！」

　ぶんぶんと手を振り、恥ずかしがるヴェリルであった。




　その会話を、リリィはメモを取りながら整理する。

　詠唱は、心のイメージ。

　目的を達成できればいい。

「リリィちゃん、練習してみる？」

「ん。……うん」

　ミナに誘われ、リリィはロッドを構える。

　メノミの樹に焦点を合わせ、ふだんは苦手な氷魔法を頭の中で、イメージ。

　例えば冷凍室に詰め込んだ、氷の塊を思い出す。

「詠唱……イメージ……ぅ……こ、凍れ凍れ、凍えてカチカチに固まって……」

　杖先に冷気がざわめいた。

　炎を得意とするリリィには珍しい、氷魔法だ。

　一度も成功したことのない魔法『アイスブレード』を完成させようと集中しているのだ。

「上手くいきそう！　頑張って、リリィちゃん」

「もう一息ですわ！」

「いけます、リリィさん頑張って！」

「…………」

　わーわーと応援するミナ達。

　が、応援するたびに、リリィの杖先がぷるぷると震え、そして、

「ふ、ファイアボール！」

　なぜか炎が炸裂し、メノミの樹を全焼させた。

「いや何でよ!?」

「……みんなに応援されて、緊張して……」

「勇者達めっちゃ邪魔してるじゃないの！」

　詠唱のコツを学んでも、人見知りや緊張しすぎな性格は治らない。

「失敗……」

「でもさ、リリィちゃん。今のいい感じだったよね？　次は大丈夫だよ！　ね、ユルちゃん！」

「そうですわ。失敗は成功のもと、と言いますもの」

「それに普段のファイアボールだって、私達の中では最高火力ですものね。見てください、炎耐性のあるメノミの木も、一撃で……」

　と、シャノが燃えるメノミの木を示すと、ジュッと焦げる音とともに異臭がした。

　内側からゆらりと、紫色の煙が蒸発するように立ち昇っているのだ。

　本来のメノミの木では、あり得ない現象。

「ユルちゃん。あれって腐食毒があふれてるの？」

「ええ。炎に焼かれて、浸透していた毒が蒸気になったようですけど……この毒、炎に弱いんですの？」

　はっとリリィが顔をあげた。

　ミナの袖をくいくいと引いて耳打ちする。

「湖のモンスターの正体、分かった。サーペントナーガ……だと思う」

　サーペントナーガ。

　それは腐食毒を持つ、中型の蛇系モンスターだった。
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　サーペントナーガは、蛇系モンスターでは中位にあたる存在だ。

　紫の鱗は見た目通りの毒を持ち、水中のみならず地表にも現れては腐毒を撒く厄介な魔物、とシャノが解説してくれた。

「ときには水質汚染の原因になり、作物にダメージを与える公害でもありますね。もちろん鱗だけでなく、牙や、毒液を飛ばすポイズンガンにも気をつけてください」

「弱点はあるの？」

「熱や炎にとても弱い点です。高熱を当てると一気に弱まります」

「なるほど～……けど相手は湖に隠れてるんだよね……」

　湖から追い出さねば、勝負にならないだろう。

　ただ、サーペントナーガはわずかな温度上昇でも反応するという。

「じゃあ、湖を温めれば……リリィちゃんの魔法で、できる？」

　炎系魔法には、お湯を沸かす熱系魔法もあったはず。

　ミナの質問に、こくん、とリリィは頷いた。

「ん……がんばる……」

「うん！　相手が攻撃してくる訳じゃないから、落ち着いてね？　ついでに魔法の練習しちゃおう！」

　リリィに前をゆずると、彼女はいつものロッドを握りしめた。

　深呼吸。

　そして〝熱〟のイメージを探し出す。

　……まずは、大地の底の、マグマ。

　リリィの杖先に赤い熱が宿り、空気が震えた。

「ち、地の底に眠りし溶岩よ。汝なんじの怒りを熱に変え、全てを炙あぶりやきゅ、焼き、きゅっ……焼き尽くすねちゅとなれ！」

「惜しいっ」

「ヒートしゃうンド！」

　惜しくも嚙んでしまい、ロッドの先から狐きつね火びのような炎が落ちていく。

　その赤い炎は毒沼に落ちるなり、ぽちゃん、と弾けるように消えた。……が、

「あ、ちょっぴり成功したみたいだよ？　ほら、沼地が泡立ってるもん」

　進歩だよ進歩！　とミナが笑顔を見せた、そのとき。

　水しぶきが爆発したかのように弾け、巨大な影が現れた。

　毒々しい螺ら旋せん模様を描いた蛇の鱗に、毒液したたる二対の牙。

　高純度の魔力を詰め込んだ瞳がきらめき、ぎょろりとこちらを睨む二〇メートル以上もの巨体を前に、ほわぁー！　とミナは目を丸くした。

「サーペントナーガって、こんなに大きいんだね！　すごいね、ヴェリルちゃん！」

「ってこれサーペントナーガじゃないわよ、巨毒蛇ヒュドラの子供じゃないの！　誰よ自信満々に嘘ついたの！！！」

　巨毒蛇ヒュドラ。

　その毒は神をも殺すと言われ、蛇系モンスターの頂点に君臨する魔物である。

　全てを腐らせる腐毒はもちろん、黄金の魔眼は睨むだけで相手を麻ま痺ひさせる効果があり、事実、ヴェリルはしびれを感じてびりびりと震えていた。

　並の冒険者なら動くこともかなわない、災害級モンスターである。

　……が、ミナ達は「おおー」と感心しきりで気づいていない。

　というか麻痺を認識していない。

「って、もうちょっと焦りなさいよ勇者ミナ！　ヒュドラよ、ヒュドラ！」

「いやいや、ヴェリルちゃん。こんな王都の近くにヒュドラは出ないよ。ねえ、ユルちゃん」

「まったくですわ。初心者用クエストですのよ？」

「……（頷くリリィ）」

「落ち着いてください、ヴェリル先輩。きっとあれくらいが普通なんですよ」

「アンタ達の存在が普通じゃないのよ!?　あと四対一でアタシがおかしいみたいに言うのやめてくれない!?　ってやばい、攻撃してきた！」

　巨毒蛇ヒュドラの口から、高純度の毒液が吹き出された。

　シャノがすかさず防護アイテムを放ち、白色の魔法カーテンを展開するものの、その猛毒は結界を腐食し、どろどろと溶かしていく。

「わ、わわっ。魔法防御を溶かしてきました！」

「じゃあ、こっちも反撃！　聖剣スキル【物干し竿】！」

　ミナが剣に魔力を込めて解き放つ。

　メノミの木を吹き飛ばした一撃はしなやかに伸びる光となり、ヒュドラの頭部を貫いた。

「ヒュドラを一撃!?」

「ううん、まだ生きてる！　本体は湖の底！」

　ミナの感覚がとらえたのは、湖の底にうごめく魔力の塊だ。

　ヒュドラは八つの首を持ち、胴体にある核が破壊されない限りいくらでも再生する。

　頭をつぶすだけでは退治できなさそうだ。

「うーん。湖から出さないと、やっぱり難しいね。……よし。リリィちゃんの魔法を完成させて、敵を湖から追い出そう！　そこを倒す！」

「……でも、簡単ではなさそうですね」

　シャノが見たのは、湖より三つの顔を覗のぞかせたヒュドラ。

　放たれる毒液は防護アイテムで遮断されるものの、結界にぶつかるたびに軽い衝撃があり、リリィは詠唱に集中できないようだ。

「うーん……そうだ！　みんな、フォーメーションチェンジしない？」

「？」

「あたしに任せて！」

　ミナにある計画が閃く。

　その名も『リリィちゃんの魔法発動大作戦』。

　ふふふ、と彼女は聖剣を片手に自慢げに笑い、みんなに作戦を伝えるのであった。
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　ヒュドラの毒液を、剣で弾くユルエール。

　側面からの攻撃にはミナの聖剣で対応し、打ち漏らした毒はシャノの魔法アイテムで完全に遮断する。

　中心にはリリィが立ち、魔法詠唱をがんばってもらう大作戦。

　名付けて、

「リリィちゃん絶対守るフォーメーション！」

「……アンタ達それ本気？」

「ほ、本気だよヴェリルちゃん!?　ほら、三方向から完璧に守れてるじゃん！」

「まあ理は通ってるけど……緊張感が……」

「さ、リリィちゃん！　あたし達が時間を稼ぐから、ゆっくり頑張ろう？」

　すかさずロッドを構えるリリィ。

　しかし巨毒蛇も、敵の魔法を座して待つほど愚かではない。

「地の底に眠りし炎……ほ、ほのっ!?」

「わ、わわっ!?」

　ぐらりとミナ達の足下が揺れ、リリィの詠唱が中断される。

　毒蛇は湖の底から大地の壁に体当たりすることで、彼女達のバランスを崩したのだ。

　さらに湖より三つ首を覗かせ、毒弾を空へと放つ。

　弓の曲射のように降りそそぐ毒の雨は、ダメージこそないもののシャノの結界を揺らし、リリィはあたふたして詠唱がままならない。

「ミナ。あんなに頭上から打たれては、迎撃しにくくてたまりませんわ」

「敵も手ごわいなぁ……けど、それを乗り越えてこそだよね。よし、作戦チェンジ！」

　ミナは防御陣形を破棄。

　切り替えの速さは、本人には自覚のない【勇者】の戦闘センスの賜たま物ものだ。

「リリィちゃん。ここは得意のファイアボールで押しきろう！」

「え。でも……ファイアボールだけだと、威力が……」

「一発だけなら足りない、だよね？」

　ふふっ、とミナは笑顔でみんなに次の作戦を通達した。

　名付けて『お鍋ぐつぐつ大作戦』である。

「また変な名前の作戦を……」

「まあまあ聞いてよユルちゃん。あのね？　ごにょごにょ……切り札はシャノちゃんで……」

「ふむふむ……分かりましたわ。名前はとにかく、やる価値はありますわね」

　概要を聞き、剣を構える騎士ユルエール。

　その瞳は、やるぞ！　という強い意気込みで輝いている。

「では、わたくしは左を！」

「あたしは右！　リリィちゃんは真ん中をお願い！」

「っ……ファイアボール！」

　リリィの【ファイアボール】とミナの聖剣スキル【物干し竿】、そして騎士スキルの遠距離攻撃【空波】による三連続攻撃。

　毒沼より覗かせたモンスターの三つ首を貫き、一時的に沈黙させる。

　再生力に長たけるヒュドラといえど、八つの頭のうち三つを破壊されてすぐに動くのは難しい。

　その隙をついて、

「シャノちゃん！　お願い！」

「っ……不細工ヘビさんのぬるぬる鱗、気持ち悪い毒の色！　そんなものは大きな壁で塞いじゃえ！　【ウォールプロテクション】！」

　シャノの詠唱とともに出現したのは、超巨大な壁の結界だ。

　空にも届かんほどに分厚いバリアは、通常なら前面への守りに特化した防御壁。

　そこへ、ミナは号令とともに指をつきつける。

「シャノちゃん、ゴー！」

「はい！　結界の壁よ、あの怖い怖い蛇さんを閉じ込めて！」

　シャノの合図とともに、白き壁がごごごっ……と傾き。

　ずどーん、と。

　湖に巨大なフタをするかのように、湖面を閉ざしてしまった。

「アンタ達……あり得ないでしょ、湖まるごとフタするって……」

「よーし、お鍋のフタ作戦完了！　トドメだよ、リリィちゃん！　ファイアボールを打って打って打ちまくって、湖を熱くしちゃおう！」

　マジかこいつらと呟くヴェリルの横で、リリィは力強くロッドを握る。




　──このチャンスは逃せない、とリリィは思った。

　仲間達の前で失敗を繰り返したくないし、ミナの期待にも応えたい。

（……でも、普通のファイアボールだと威力が足りないかも）

　リリィは汗ばむ手のひらに熱を込める。

　彼女の持ち味は知識量もさることながら、応用力の高さにもあった。

　ポーションの改良や、シャノの持つ魔法アイテムの改良は、彼女のアレンジ力の賜物だ。

（普通のファイアボールだと、届かない。魔術はイメージ。詠唱を、得意なかたちに持っていく。それなら威力もあがるはず）

　さきほどマグマを思い浮かべた時は、不発に終わった。

　詠唱失敗の問題もあったけど、マグマをきれいにイメージできなかったのだ。

　なら、リリィの身近でもっとも熱量があり、イメージしやすいものは何だろう。

　ちょっと考えて……

　リリィは、ロッドの先に炎を灯す。

　【魔法使い】リリィ＝リリにとって、身近で明るい太陽は、ただひとつ。

「わ……我が炎に答えよ、友よ！　日の光の如き勇者の熱をもって、邪悪なものを打ち倒せ！」

　リリィの凛りんとした声。

　詠唱が正しく形を結んだのは、ひとえに、彼女にとって最もイメージしやすい存在だったから。

「ファイアボール＝ミナ！」

「……ん？」

　そうして放たれた炎の塊は、水中に飛び込むなり、人間の形へと変形し……

　燃えさかる勇者ミナの姿をまとい、笑顔で毒沼の奥深くへと突撃していった。

　リリィ独自の詠唱から、魔法をアレンジしたのだ。

「すごい！　ファイアボールがあたしの姿になってる！」

「いやそうはならないでしょ！」

　ミナとヴェリルの声が重なる中、リリィはより火力を高めるべく、吠ほえる。

「ふ、ファイアボール！　ファイアボール！　もっともっとファイアボール！」

　連打。

　連打。

　さらに連打。
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　彼女の願いを受けた炎の嵐が、湖へと降り注ぐ。

　水中のヒュドラは、空より降り注ぐ流星の如き業火に恐怖したことだろう。

　紫の毒をものともせず、どどどどどーっ、と燃えさかる数十人の炎のミナが、笑顔で突撃してくるのである。

　これはやばい。

　マジやばい。

　ヒュドラはぎょっとして八つ首共々逃げ出そうとしたが、あいにく湖はシャノにフタをされていた。

　魔物は既に、詰んでいたのだ。




　誤算があったとすれば、リリィに気合いが入りすぎていたことと、詠唱に成功したことだろう。

　数倍もの威力となったファイアボールは強大な熱を帯び、結界でフタをされた湖全体に行き渡る。

　それはヒュドラを飲み込むのみならず、水中のあらゆる毒と水分を奪い尽くし『お鍋ぐつぐつ大作戦』の沸点を超えてしまい。

　シャノの結界にヒビを入れ、

　どーーーーん！

　と、限界を超えた。

「わーーーーっ！」

　ミナの悲鳴とともに、湖が大爆発。

　……あとに残ったのは、湖であったはずの巨大な穴。

　空に散った水滴も残ざん滓しもすぐに、水蒸気のようにゆらゆらと立ち上っていく。

「………………」

　ミナは目をぱちくりさせ、驚いたものの……

　まあ、うん、と。

「えと……湖は消えちゃったけど、モンスターは倒したので問題ありません！　うん。よくあるよね、スキル使うと迷宮が飛んだり、湖が消えたり……。つまり大勝利！」

「いやそうはならないでしょ普通！　ていうかアタシの調査依頼クエストどう報告すんのよー！」

　ミナの勝利宣言にヴェリルがツッコミ、えへへ、と誤魔化すように笑うしかないミナ。

　その隣で、リリィは密かに頬をゆるませていた。

　彼女は今日。

　人生で初めて、詠唱をきちんと完成させることができたのだ。





＊






　その後、ミナ達は湖の爆発音にびっくりして現れた貴婦人と兵士に、事態を報告。

　どすどすと大きな足音で現れた夫人は、湖だったものを見るなり、

「んまぁぁぁーー！　私の、私の湖がーー！」

　ショックのあまり、ぶっ倒れてしまったのだった。
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「……つまり、ポーションの素材を取りに行ったら湖にモンスターがいて、魔法で倒したついでに湖付近の素材もぜんぶ吹き飛んでしまった、と」

「本当にごめんなさい！」

　初心者の館に戻ったミナ達は、ロジーナさんにいつも通り謝っていた。

　あのあと、ミナ達は経過を貴婦人に報告……したかったが、夫人が倒れてしまったため兵士を通じて事後報告する約束をし、帰宅することになった。

　ちなみにヴェリルの受注クエスト「湖の毒化事件解決」も湖そのものがなくなったので失敗。

　「やっぱり勇者に協力なんかするんじゃなかったー！　覚えてなさいよ勇者ミナ！」と半泣きで帰っていった。

　あとで謝らなきゃと思いながら、ミナはアイテム袋を提出する。

「あの……ポーションは手に入らなかったんですけど……これを……」

「こちらは？」

「倒したモンスターの素材と、残ったメノミの実から作った、リリィちゃん特性の魔力完全回復薬です！　ポーションの代わりに、これ、納品したらダメですか？」

「ダメです」

「あ、あと、ヒュドラの素材と、なんか黒っぽい宝石みたいなものもあって……」

「それは危険物なのでこちらで回収しますけど、クエストクリアにはなりません」

　はーい……と落ち込んでしまうミナ達。

　今回も、クリアにならず……

「とまあ、成果にはつながらないのですが。それとは別に、ご報告があります」

　と、ロジーナはぽんぽんと手を叩いて、ミナ達に封筒を手渡した。

「まず見張りの兵士さんから、モンスター退治の感謝状が届いています」

「へ？」

「最近マレイ湖ではモンスターが増えており、近くの村が被害に遭い困っていたそうです。湖そのものを埋め立てる計画もあったそうですが、湖に別荘を構える夫人が『私有地だから』と断り続けていたそうで……」

　その湖に大型の魔物が現れたところにミナ達が訪れ、湖を消し飛ばした。

　結果的に、モンスターの被害は今後ゼロになる見通しだという。

「うーん……あのおばさん、モンスターのいる湖で何してたんだろうね？」

「わたくしの想像では……モンスターの研究？」

「……？（考えるリリィ）」

「まあでも、お役に立てたのなら幸いです」

　シャノが開いた手紙には、兵士達からの感謝の言葉が綴つづられていた。

　そのうえ近隣の村からも、感謝の言葉が届いている。

　クエストは失敗なのに、うっかり笑顔を零しそうになり、ミナはそっと隠す。

「それと、兵士さんからお礼の品も届いています。こちらは炎の魔力を込めた指輪のようですね」

　ロジーナ先生から小箱を渡され、ミナ達が開くと紅べに色の指輪が収められていた。

「へえぇ、火の精霊の力が込められてるんだって！　珍しいね、ユルちゃん」

「ええ。しかも自動回復効果もあるようですわ」

　おおー、と全員でにんまり喜んだあと、指輪を誰が装備するかという話題になる。

「リリィちゃんでいいんじゃない？」

「ですわね。わたくしやミナが魔力増幅しても仕方ないですし」

「ん……でも」

　指名におろおろするリリィ。

　湖を消してしまい、悪いことをしたな、と彼女はちょっと責任を感じていたのだ。

　そんなリリィの背を、ミナがぽんと優しく叩く。

「大丈夫！　リリィちゃん今回の主役だもん」

「ええ。先日ミナも迷宮の壁を消し飛ばしましたし、本物の冒険者にはよくあること、ですわ」

「昔の勇者物語に出てくる勇者も、よく迷宮や山や遺跡を壊していたそうですから」

　みんなに頷かれ、リリィはゆっくりと……紅の指輪へと手を伸ばす。

　どうぞ、とみんなに背を押され。

　指輪をそっと人差し指に収めると、まるで彼女の知性を示すかのように、紅色の光がまたたいた。

　リリィの瞳が透き通るように細められ、自らの手を天上にかざす。

　初詠唱に成功して嬉しかったリリィには、その輝きが眩まぶしくて、自然と笑みが出てしまう。

　そんな彼女の姿に。

　ミナ達もまた、ほんのりと優しい笑みを浮かべて彼女を見つめているのであった。

　そうして初心者の館での話が終わった、帰り道。

「あの……みんなに……話したいことがあって……」

　リリィはきゅっと唇を結び、勇気を出してみんなを誘う。

　何だろう？　とミナ達はちょこんと首を傾けた。
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　クエストを終えて帰宅したミナ達だったが、リリィは準備があるから、と自分の部屋に戻ってしまった。

「リリィさんからの提案は珍しいですね。いつもは、ミナさんかユルエールさんが率先しているので」

　シャノは、リリィの提案が楽しみらしい。

　ミナも期待しながら椅子を揺らしていると、ユルエールがくすっと笑う。

「でも案外、良い話とは限らないかもしれませんわよ？　例えばミナに、日頃の迷惑ぶりを反省しなさい！　と抗議文を突きつけてきたり、なんて」

「え、そ、そんなことないよ!?　……ないよね!?」

　とはいえ心辺りはたくさんある。

　ありすぎる。

　毎回迷惑をかけまくっているのはミナだし、詠唱をぶっ放せ！　とお願いして湖を消し飛ばしたのも、半分……いやほとんどミナのせいだし……。

　あわあわしているところにリリィが戻ってきた。

　その両腕には、小瓶や袋詰めのお菓子が抱えられている。

　もしかして、激辛お菓子では……？

「……り、リリィちゃん……その袋は……あたしへの罰ゲームの激辛クッキーとか……本当にごめんなさい！　いつも迷惑かけてすいません、なんでもしますから許してください！」

「？？？？？」

「気にしなくていいですわよ、リリィ。それで、そのお菓子は……？」

「あ。えと……みんなに、あげる」

「きれいなお菓子ですね。これは……金平糖？」

　シャノが手に取ったのは、小瓶に詰められたカラフルな星形のお菓子だ。

　なになに？　とミナが早速ひとつまみすると、こりこりと甘い砂糖の味が広がった。

　リリィはさらにお手製の、こんがりきれいに焼かれた星形クッキーをテーブルに広げていく。

「これも……えと、みんなに」

「ありがとう、リリィちゃん！　でもどうしたの？　なにかお祝い事あったっけ？」

「……？」

　首を傾かしげるミナ。

　首を傾げるリリィ。

「……パーティ結成、三周年……」

「あ、あーーーーっ！　忘れてたあああああ！」

「なんですの？　三周年って」

「ああ。初心者の館に、パーティ申請登録をしてから三年目の記念ということですよね、リリィさん」

　ユルエールに理解の色が広がる。

「あらまあ。ありがとうございます、リリィ。でも、秘密にすることもございませんでしたのに」

「……ミナが、秘密にしたいって……あ、あと、私も、ちゃんとお礼をしたくて……それで……」

　一生懸命に説明したリリィは、それからようやく、用意していたお礼の言葉を口にしようとした。

　彼女が詠唱をがんばったのは、仲間達に日頃の感謝を伝えるため。

　それと、湖を消してしまってごめんなさい、という謝罪もしたかった。

「…………」

　今回は、ごめんなさい。

　そして。

　いつも仲良くしてくれて、ありがとう──

　魔法詠唱まで頑張って、なんとか伝えようとした言葉は、

「あ、あの、……あ、うぅ……」

「？」

　うまく続かず、リリィは赤面して、机の下に隠れてしまった。

　詠唱ひとつできた程度で、お礼が言えるような度胸には足りなかったのだ。

　どうしよう。

　思わず引っ込んでしまい、もっと言いにくくなってしまった……と、リリィがもじもじしていると。

「リリィちゃん。どうしたの？」

　机の下に、ミナがひょっこり入ってきた。

「う、あの……」

「うんうん。なんでも言ってね？」

　その太陽のように眩しい笑顔は、相変わらずリリィには優しくて。

　リリィはほんの少し、躊躇ためらいながらも……

　こんな風に声をかけてくれるミナや、みんなにお礼を言いたかったのだ、と。

　小さな勇気を、振り絞る。

「あの……い、いつも、ありがと……お世話になってます……」

「うん？　あたしの方こそお世話になってるよ？」

「そ、そうだけど……一度、きちんとお礼言いたくて……だから、詠唱が上手に……」

「詠唱？」

「パーティに誘ってくれたこととか、ちゃんとお礼言ってなかったから……詠唱をちゃんとできたら、みんなにお礼言えるかなって……」

　ミナ達がきょとんとし、ようやく理解する。

　もしかして。

　今回、リリィが一生懸命にがんばっていたのは……

　お礼をきちんと言うため？

（……り、理由が可愛い！）

（可愛いですわね）

（可愛い……）

　全員の心が一致した瞬間であった。

　ミナ達は顔を合わせて、つい頬がゆるむのを感じながら、シャノがかがんでリリィに視線を合わせる。

「リリィさん。私達だってリリィさんには、いつも感謝しています。……そういえば、改めてこう告げたことはありませんでしたね。私も、なんだか恥ずかしくて」

　ふだん言葉にしにくいのは、リリィに限ったことではない。

　仲間に面と向かってお礼をするのは、誰だって照れくさいのである。

　シャノが机の下にもぐって礼をする。

　それに続き、ユルエールもごそごそと机の下へ。

「ありがとうございます、リリィさん。私も、いつも感謝してます」

「そうそう、リリィちゃんありがとね！」

「わたくしも改めて言うのは恥ずかしいですけれど……その。いつも感謝していますわ」

　気づけば全員がリリィを囲い、花のような笑顔を浮かべていた。

　えへへー、と喜ぶミナ達。

　すると、リリィは……

　机の下で、バタッと倒れてしまった！

「リリィちゃん!?」

「…………」

「大丈夫!?　どうしたの!?」

　リリィはそのまま沈黙してしまい、ミナ達は大慌てでシャノに回復魔法をお願いする。

　もちろん、リリィは病気でも怪我でもない。

　感情が高ぶってオーバーヒートしてしまい倒れた、というのは彼女だけが知る秘密であり……

　幸せが胸いっぱいにあふれすぎて、受け止められなかった、なんて。

　恥ずかしくて、誰にも言えないことなのだった。






　初心者の館　クエスト報告レポート




　クエスト：マレイ湖近隣の植物採取の準備のためにポーション一〇個用意する

　結果：失敗／ポーションの素材を集めるための湖が爆発四散したため

　取得アイテム：

　メノミの果実五個

　毒蛇の鱗

　毒蛇の牙

　毒蛇の液体を浄化して調合した魔力完全回復薬

　報告書：マレイ湖にて薬草採取の最中、サーペントナーガと遭遇。従来報告されているものより大型であり、腐毒の影響が広範囲に及んでいた。

　また毒素の影響を受けたメノミの果実は魔力を多分に含んでおり、十分な解毒を行うことで魔力回復薬への応用ができると判明。この現象がメノミの実特有のものか、モンスターの毒素による変質かを次回より詳しく考察したいと考える。

　あと……仲間のみんなと、仲良くなれて、うれしかったです。




　報告者：リリィ＝リリ



　館からのお返事：




　学術的に大変貴重な考察ありがとうございます。

　ですが本クエストの目的は植物生態の考察ではなく、ポーションを準備することです。

　次回もし湖を大爆発させてしまったときは、その考察力を生かして魔力完全回復薬を作るよりも、帰り道にて道具屋でポーションを購入してくれると、とても嬉しいです。




　それと、仲間と仲良くなれて良かったですね。




　回答者：ロジーナ＝クライン
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「すまないが……説明を、もう一度お願いできないだろうか？」

　王国会議。

　王都アズリアの中枢、人類の英知が集まる円卓ではその日、お偉いさん達がいつも通りに頭を抱えていた。

「はっ。勇者達は王国会議の誘導により、ポーションを一〇個用意するクエストを選択。しかし彼女達は自前で薬草を集めてポーションを作ると提案し、マレイ湖へと出発。それから色々あって湖が消し飛びました」

「色々ありすぎではないか!?」

「ですが、王都が吹っ飛ぶよりはマシかと……」

「比較対象がおかしいわ！」

　王様がぜーぜーと息をつき、部下に心配されていた。

　本日も王国会議は紛糾まったなし。

　湖爆破事件の顛てん末まつについて、対応策を協議している最中であった。

　そんな中、今日も招かれた【牛飼い】メイヤーは、真剣な眼差しで考え込む。

　初心者の館で学んだ知恵と知略を駆使して、彼女は、

（早く会議をクビになって、おうちに帰りたい……！）

　と、タイミングを計っていた。

　どこかで上手く失態を演じて、お払い箱になる計画である。

（この前は黄金干草に釣られたけど、今度は上手くやるんだから……！）

　メイヤーの頭の中は牛さんでいっぱいだ。

　そんな彼女の気も知らず、大臣のひとりが、はて、と疑問を抱く。

「しかしなぜ、王都近隣の湖にヒュドラが……？　勇者のスキル【トラブルエンカウンター】といえど、理由もなくヒュドラは生まれないはずだが」

「……？　それは、サーペントナーガが、紛れ込んだだけでは？」

　ぽつりと答えたのは、メイヤー。

　災害級モンスターと呼ばれる巨毒蛇ヒュドラだが、その正体はサーペントナーガの異常成長個体だ。

　と思ったが、以外にも会議のメンバーはその事実を知らないようだった。

　国王陛下や大臣達がモンスターに詳しい、というのも変な話だろう。

　大臣のひとりが問う。

「メイヤー殿、詳しく説明頂けるだろうか」

「ええと……サーペントナーガは本来、寒冷地に住む中型のモンスターです。餌の取り合いや生存競争が激しく、個々のサイズはそう大きくならないのですが……何らかの理由で急激に成長した種が、ヒュドラと呼ばれるものになります」

「ほう。急成長する理由は？」

「例えば周囲に競争相手が一切おらず、餌だけが豊富にある環境。そして豊富な魔力……そう考えますと、マレイ湖にサーペントナーガが紛れ込んだのが、異常成長の原因かと。あれ？　でも……」

　通常のサーペントナーガの生息域と、マレイ湖は明らかに違いすぎる。

　マレイ湖まで、這って単独移動できる距離でもない。

　となると……

「誰かが、意図的に湖付近に持ち込んだ？　それが何らかの原因で、外来種みたいに成長して……とすると人為的な……？」

「メイヤー殿。人為的に、とはどういう意味かな？」

「はい。マレイ湖にサーペントナーガが現れるのは自然現象的に絶対あり得ないので、それなら、誰かが持ち込んだとか……」

「モンスターを持ち運ぶ!?」

「例えば違法な【育て屋】による、モンスターブローカーなら考えられるかなって」

　モンスターブローカーとは文字通り、モンスターを育てて売買する違法業者だ。

　時には飼育していたモンスターが脱走し、異なる環境により異常成長したため冒険者ギルドに討伐依頼が来る事件も起きるという。

　……という説明をしたら、なぜかめちゃくちゃ皆に注目されていた。

　あれ？　なんで!?

「メイヤー殿。モンスターブローカーについて詳しく聞きたい。どんな人物なのだ？」

「へ!?　ええと、そうですね。私も牛飼いなので又聞きですが、ブローカーは結構お金にはなるそうです！　でも表に出せないお金ですし、モンスターと一緒に過ごすので、怪しまれないよう辺境地に別荘を構えるそうです。あと、ブローカーには意外と女性も多いと聞きましたので、男とは限らないかと……」

　まあ本当は全然知りませんけど！

　メイヤーはかなり適当なことを並べた。

　そしたら、トントン、と王様がテーブルを叩いて告げる。

「至急、調査せよ。湖の付近に怪しい人物はいなかったか？」







　翌日。

　婦人が逮捕された。

「メイヤー殿。君のおかげで、大規模な違法ブローカーを摘発できた。それだけにとどまらず、芋づる式にブローカー組織が検挙できそうだ。近年最大の犯罪組織を撲滅したぞ！」

（そうじゃないんだけどなあああ！　私はただのお馬鹿な牛飼いなんだけどなああ！）

　メイヤーは心の中で号泣しながら、拍手喝采を受けていた。

　違うんですこんなはずじゃないんです、私バカなんですと血の涙を流していると、王様より銀色のメダルを授与される。

「……これは？」

「うむ。先日、勇者達がパーティ結成三周年記念の祝いをしたと聞いてな。つまり我々の勇者ちゃん卒業会議も三周年。その記念メダルを、折角だから君に授与しよう。これからも頑張ってほしい」

（いらないーーーーー！）

　今すぐ湖に投げてヒュドラに食べさせたい。

　なんて言えるはずもなく。

「うう……ありがたき幸せ……光栄です……」

「そうか、泣くほど嬉しいか！　これからも活躍を期待しているぞ、メイヤー殿！」

　ぽんぽんと王様に肩を叩かれ、周囲から「国王陛下より直々の授与とは」「あれが王国の次世代を引っ張るブレーンだ、皆、覚えておけ」などと囁ささやかれる。

　牛が恋しい……。

　彼女は切実にそう思った。
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　ミナ達の生活は、毎日クエストに出ずっぱりという訳ではない。

　初心者の館で勉強する日もあれば、アルバイトに精を出す日もある。

　今日のミナは実家に顔を出し、両親に挨拶をした帰り道であった。

（あんまり、お母さんを心配させないようにしないとなぁ）

　ミナの母親はおおらかなので「勇者になるって本当に大変なのね～！」と笑ってくれてるが、本当は心配してるに違いない。

　早く一人前の冒険者になって、本格的なクエストを攻略したいなと思う。

　本物の竜退治とか。

　本物のヒュドラとか。

　そしてお母さんを心配させないくらい、たくさんの宝物と、冒険物語を持って帰るのだ。

「よーし。明日のクエストも頑張ろう！」

　ふんふんと気合いを入れながら、ミナが宿舎に帰ってくる。

　すると……

　ユルエールが頬ほお杖づえをつき、溜息を零していた。

「はぁ……どうしましょう……」

「？」

　帰宅したミナに気付かず、ユルエールは物思いに耽ふけっている。

「実家から帰宅してから、あんな感じなんです。お兄様が立派な勲章を貰ったらしく、それを見たユルエールさんが、自分は立派な騎士になれるかちょっと悩んでるみたいで」

　シャノに耳打ちされ、ミナはふと、ユルエールの実家がお偉い騎士の家系だと思い出した。

　祖父母ともに高名な騎士であり、さらには両親もお兄さんも、現王国に勤める騎士。

　ついでにペットの犬まで騎士犬を勤める、筋金入りの家系である。

　ミナの母親みたく「勇者いいじゃなーい、頑張ってね！」みたいなノリでなく、もしかしたら「騎士になれないお前は追放だ！」とか言われてるのかも。

（……はっ！　というか、クエストをクリアできないのは半分あたしのせい!?　ううっ、次のクエスト頑張らないと……）

　せっかくなら、ユルエールが大活躍できるクエストが良いだろう。

　騎士の誇りにかけて、彼女が輝けそうなもの。

「よーし。シャノちゃん、次のクエストは、ユルちゃんが活躍できるようなクエストにしよう！」

「はい？」




　そして翌日、ミナは初心者の館からクエストを貰ってきた。






　クエスト：ケルミナ火山にて騎士の証あかしを入手せよ！




　内容：ケルミナ火山にある『騎士の証』を手に入れ、初心者の館に納品しよう。『騎士の証』がどのようなものかは、現地にて情報収集すること！　がんばってね！

　報酬：３０００ベルク

　期日：７日






「ユルちゃん見て見て、次のクエスト貰ってきたよ！　騎士の証クエスト！　ロジーナさんにね、騎士っぽいクエストありますかって聞いたら、丁度いいのがあったよ！」

「騎士の証？」

「うん！　これをクリアすれば、ユルちゃんも立派な騎士に……」

「……ミナ。火山クエストは……高難度のことが多い。大丈夫？」

「え!?」

　ひょっこり顔を出したリリィの指摘通り、火山系クエストは難易度が高めなのが通説だ。

　気候が厳しいうえ生息モンスターが強く、専用装備が必要なこともある。

　ミナは思わず、やってしまったか!?　と焦る。

　初心者用クエストも千差万別、中には難しいものもあるだろう。

　それを、未だひとつのクエストもクリアできていない自分たちが、本当に攻略できるのか。

「ぅ……でも……ちょっとくらい難しい方が、自信になるよ！」

　迷ったミナだが、ユルエールに自信を取り戻してもらうには、手強いものに挑戦した方がいいと思ったのだ。

「ユルちゃん。頑張って立派な騎士を目指そう！　うん！」

「……わたくしで大丈夫でしょうか」

　珍しく弱気なユルエールに、ミナはぐっと拳を握り、元気をみせた。

「いけるいける！　ユルちゃんすごいもん！　あたし達のことも何回も守ってくれたし」

「それは、仲間ですから……」

「いっつも前線で、ずばばーって敵を斬って、いつ見ても格好いい騎士って感じだし！」

「うっ……」

「ユルちゃんなら伝説の騎士になれる、あたしいっつも思うの。本当だよ！」

「ぅ……そ……そ……そうですわね！」

　ユルエールは、ふっ、と金髪をかき上げて唇を吊り上げた。

「ええ、わたくしともあろう者が、つまらないことに悩んでいたようですわ。ええ、偉大なる騎士の卵たるわたくしに、恐れなど不要ですわ！」

「その意気だよ、ユルちゃん！」

　彼女は単純な性格だった。

　という訳で、次回クエストはあっさり決定した。

「次回クエストは火山攻略！　がんばるぞー！」

「ええ。わたくしも負けませんわ！」

　騎士、そして勇者たるもの、こうあらねば！

　と、二人は仲良く手を取り、おーっ、と気合いを入れるのだった。

「じゃあ早速準備だね！　あ、でも火山に行くなら専門防具が必要だよね？　リリィちゃん、火山攻略に大事なのって何？」

「耐熱装備」

「へえぇ。具体的には？」

「水属性を含んだ軽装。『水の羽衣』の熱耐性とか、水属性を含んだインナー。……逆に、金属系装備だと熱がこもって危険」

「だって！　じゃあ今回は愛用の鎧は置いておいて、軽装にしよう！　あ、ユルちゃんはいつもの鎧は脱いでーーユルちゃん？」

「ミナ。今回のクエストは危険性が高いのでやめましょう」

「さっきと言ってること全然違うよ!?　真の騎士はどうしたの!?」

「い、いえほら、鎧を外すのはやはり騎士として問題あると言いますか、ほら、その……」

　ユルエールはなぜかカタカタ震えて、ミナに涙目でキャンセルをお願いするのだった。




　もちろん一度受けたクエストを、途中で辞退するのはまずい（ペナルティがかかる）。

　押し問答の末、ユルエールは渋々受けたが……。

「鎧の内側に冷却魔法具を入れておきますわ。暑さ対策は万全ですわね！」

「って、ユルちゃん、鎧着てくの？」

「当然ですわ！　これはわたくし、マリーベル家の証ですもの！　真の騎士たるもの、暑さごときで倒れるようでは修行不足です」

「えぇ～!?　ていうか、ユルちゃんもう汗だくだよ!?　大丈夫!?」

「だだだ、大丈夫ですわ！　これは少し緊張しているだけですもの！」
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　結局、鎧を着ていくことだけは譲らず、四人は火山へと向かうのだった。
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　ケルミナ火山。

　魔王が存在した古いにしえの時代、天才【錬金術士】イグニアス＝アムニアスの手により作成された魔法生命体マグマゴーレムが大暴れし、伝説の騎士との死闘を繰り広げた地として有名である。

　冒険者録を紐ひも解とけば、その多くに高難度の印がずらりと並んだことだろう。

　火山に住まうモンスターは軒並み強く、多くの冒険者が帰還の翼で送り返されたのは有名な話だ。

「リリィちゃん。ケルミナ火山って、馬車でも山の入口手前までしか行けないんだって……きっと山の手前から強いモンスターが出るんだよ。しっかり準備しないとね！」

　否いやが応おうでも緊張するミナ達。

　果たして、火山にある迷宮とはどんな所なのか。

　ドキドキしながら、ついに恐るべき地に到着し、ミナ達が見たものは……。

「いらっしゃいませー！　ようこそケルミナ火山へ！　お土産商店街はここをまっすぐ！　ケルミナ鍾しょう乳にゅう洞どうへの観光入口はその終点にございます。入場料はおひとり３００ベルクとなっております」

　でかでかと木彫りのアーチが組まれ『ようこそケルミナ火山へ』と書かれた商店街入口、そして居並ぶ名物お土産店だった。

「「「観光地になってる！！！」」」







　最初はびっくりしたミナ達だが、聞けば火山でうっかり温泉が発掘されてしまったらしい。

　ほうほうと目を輝かせ、ミナ達はさっそく情報収集。

「すいません。あたし達、ここで『騎士の証』を手に入れてと言われたんですけど……」

「騎士の証ですね？　ではこちらの観光名所をめぐり、六カ所のスタンプを集めることで、お土産として頂けます」

「「「スタンプラリー！！！」」」

　ミナ達はパンフレットとスタンプカードを頂いた。

「あの。ここの観光中に、迷宮攻略してモンスターと戦ったり、罠があったりは……」

「そのような危険は一切ございません。結界に守られているので、安心してスタンプを集めてきてください！」

「えーと……こう……火山迷宮大攻略とか」

「ありません！　絶対に迷わない親切設計です！」

「……こう……大型モンスターとの戦闘とか」

「ありません！　温泉での火傷やけどにだけはご注意ください！」

　それはそれで冒険者的にどうだろう？　と首を傾げるミナとリリィとシャノだったが、

「ふっ。では、真の騎士をめざしてスタンプを集めましょう」

「なんかユルちゃんが元気になった!?」

　まあユルエールが元気になったならいいか、と思うミナであった。




　何はともあれ、クエストはクエスト。

　スタンプラリーの地を巡りながら、ぶらりと温泉街を歩いていく。

　鍾乳洞へと続く一本道は、右を見ても左を見てもお土産屋に食事処どころが並び、テクテク歩いているだけでも炊きたてのお米や、茶葉の香りがふわりと鼻先をくすぐってくる。

　もちろん一流冒険者たるもの、誘惑に負けることはないだろう。

　彼女達は大いなる使命を帯びた、伝説の勇者一行なのだから！

「わわ、見て見てリリィちゃん！　美味しいお餅どうぞ、だって！　お餅って何？」

「えっと……もちもちした食べ物……？」

「リリィちゃんのほっぺたみたいな？　あ、一個ください！」

　一流にはほど遠かったミナ達は、瞳をぱあっと瞬またたかせて幸せを頬張り始めた。

　途端にもちもちした食感が舌の上で転がり、さらに振りかけられた黄色の粉が独特の苦さと甘さを醸し出す。ほっぺが落ちそうだ。

「リリィちゃん、これ美味しい！　この粉みたいなの何？」

「ん。……きな粉。大豆を挽ひいて作った粉。牛乳に混ぜて飲んだり……。ミナ、頬に粉がついてる」

「あっ。……えへへ」

　恥ずかしがりながら、ハンカチで口元をぬぐうミナ。

「あの、ミナさん。リリィさん。一応クエスト中ですので、あまり気を抜くのは……」

　遠慮がちに告げるシャノに、リリィがそっとお裾分けのお餅を差し出した。

「ぅ……」

「……美味しいから、シャノにも。あと、お餅買ったらスタンプ貰えた」

「クエスト関係あったんですね……なら……」

　攻略のためなら、道中で食べても問題ない。

　これは遊びではないのだ。

　それに、リリィの好意を断るのも気が引ける。

　シャノはそーっと、差し出されたお餅を、ぱくっ、と口にする。

　途端にどっしりと広がる餡あん子この甘味。

「……美味しい……あ、あの……もう一個……はっ」

　みんなから幸せそうに微笑まれてるのに気付き、シャノは思わず赤面しながら「……もう一個」と、お餅をお代わりするのであった。




　そんな調子で、ミナ達は順調にスタンプを集めていった。

　温泉には入らなかったものの温泉卵はしっかり頂き、的当て矢に参加してスタンプを貰い、ケルミナ火山の名物、着ぐるみのマグマちゃんと挨拶をした。

「ミナ、シャノ、ここのお店すごいですわね、真の騎士の装備品がこんなに！」

　買い物に向かったユルエールは、うっかり出店できらきら光る玩具の魔法木刀を買ってしまう有あり様さまだ。

　そして最後に訪れたのは、観光地のメインとなるケルミナ鍾乳洞。

　かつて迷宮だった道は石畳で舗装され、壁のあちこちにモンスターを象かたどった石像が並べられている。

　四人が感心しながら到着した先「おおー！」と声をあげたのは、鍾乳洞のメイン展示物である巨大なゴーレムの石像だ。

　ブロックを固めて人型に組み立てた、ミナ達の四倍近いその石像は、今にもパンチをしてきそうな迫力がある。

　解説書を読むと、マグマゴーレムに炎は無効らしい。

「リリィちゃんは炎魔法が得意だから天敵だね」

「ん……ちょっと心配」

「大丈夫、そのときはあたしが守るから！　ね、ユルちゃん」

「ええ。わたくしは騎士ですもの、前衛に立ってこそ意味がありますわ！」

　石像の前でポーズを取るミナとユルエール。

　そのマグマゴーレム石像の指先が最後のスタンプになっており、ぺちっと押して完了だ。

「やったー！　あとは交換所で『騎士の証』と交換だね、ユルちゃん！」

「今回は簡単でしたわね！」

　本当にトラブルもなく終わり、今度こそクエストクリアだ。

　完璧！

　と、ミナ達が意気揚々とスタンプ交換所へと向かうと。

「いらっしゃいませ、こちらスタンプ交換所になりまーす！」

　見覚えのある褐色肌で耳の尖った少女が、エプロン姿でバイトに精を出していた。

「あ、ヴェリルちゃん」

「またアンタ達なの!?　絶対狙って来てるでしょ！」

　お客さん向けの笑顔を浮かべていたエプロン姿のヴェリルが地に戻り、ふてくされたようにミナ達を睨む。

「で？　アンタ達、今回はなにしてるの」

　ヴェリルが見たのは……

　お土産の温泉卵を抱えたミナに、キラキラ輝く木刀を手にしたユルエール。

　温泉薬草を手にしたリリィに、お餅をもうひとつこっそり買ったシャノ。

　ミナは堂々と宣言した。

「クエスト中だよ。これは真の騎士への試練だよ！」

「嘘をつくなーーー！　どう見ても遊んでるじゃないの！」

　ヴェリルに突っ込まれ、事実なのに、なぜか言い訳できない四人であった。
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「また会ったわね、勇者ミナとその一行！　アタシの名はヴェリル＝カノン！　混沌の導き手にして……」

「お仕事お疲れさま、ヴェリルちゃん。バイトは休憩中？　あ、この前はごめんね、クエストの湖を消しちゃって……代わりに温泉卵あげるね」

「ナチュラルに挨拶するのやめてくんない!?　アタシ達は敵同士なんだからね!?」

　エプロンを外したヴェリルが指を突きつける。

　ちなみに彼女を待っていた理由は、先日の湖爆破事件についてきちんと謝るためだ。

　正式に頭を下げると、ヴェリルは「いやまあ、アタシも何だかんだ助けてもらったし……」とごにょごにょと呟いたのち、水に流しましょうと手打ちにしてくれた。

「ていうかアンタ達、クエストどうしたのよ」

「これが今回のクエストだよ？　騎士の証を持ってきて、って」

「本当だったの？　またヘンなクエストを受けたわね」

「えへへー。でも、これでクリアなの。今回こそ完璧だよ！」

　内容はさておき、目的は達成した。

　初のクエストクリアである。

　ふふん♪　と鼻歌交じりに自慢するミナ。

「……なんか腹立つわね。人がバイト中に遊あそび呆ほうけて……」

　と、ヴェリルの顔にニヤリ、と悪い笑顔が浮かんだ。

「ねえ、勇者ミナとその一行。アナタ達……本当にそれでクリアだと思ってるの？」

「ん？」

「アナタ達が受けるクエストは初心者向きとはいえ、一応正規のクエストよ。なのに、ただ火山を観光してスタンプを集めただけで、本当にクリア扱いになるのかしら？」

「うっ」

「温泉卵に甘～いお餅に、楽しく観光してクエストクリア？　羨ましい……じゃなかった、アンタ達、本当にそれでいいの？」

　ヴェリルの指摘は、ミナ達も気になっていた点である。

　初心者向けとはいえ、モンスターとの戦闘ひとつなくても良いのか。

　それで冒険と言えるだろうか？

　四人の不安を読み取ったヴェリルが、そっと山岳の向こうにある火山を示す。

「じつはね。このケルミナ火山にはもうひとつ、本物の『騎士の証』が隠されているという噂があるのよ」

「え？」

「あら、知らないの？　ケルミナ火山には別名、双子火山という愛称があって、もう片方の火山の方にはその昔に隠された、本物の騎士の証が眠っているそうよ」

「「「えええええっ!?」」」

　衝撃を受けるミナ達。

　ヴェリルはわざとらしく腕を組み、ニヤニヤとミナ達に笑ってみせる。

「いいのかしらねー。初心者の館の冒険者見習いが、きちんとクエストについて調べもせず、お土産気分で証を持って帰っても。本物の証がある火山には、秘湯とか秘密の火山迷宮とか色々あるのになー」

「秘湯!?　迷宮!?」

「とくに秘湯には何か秘密があるって有名よ。勇者なら一度は入っておくべきじゃない？」

「い、行きたい……シャノちゃん、どうかな!?」

「ミナさん。私もいま、改めてクエスト票を見返したのですが……」

　シャノの提案により、全員でクエスト条件を確認する。






　内容：ケルミナ火山にあると言われる『騎士の証』を手に入れ、初心者の館に納品しよう。『騎士の証』がどのようなものであるかは、現地にて情報収集すること！　がんばってね！






「見てください。『騎士の証』が何かは現地で情報収集して、と書いてあります。スタンプを集めて手に入れるお土産である、とは書かれていません！」

「おお……！　ということは」

　ミナ達は真実に到達した。

「美味しかったもちもちお餅も」

「わたくしのお土産の木刀も」

「……（温泉卵も）」

「私達のこれまでの行いは、ぜんぶ間違っていたんですね……！」

「アンタ達それニセモノとか関係なく疑うべきじゃない!?」

　呆れるヴェリルであったが、真実に気づいたミナ達の行動は早かった。

「みんな、真の証を取りに行こう！　ね、シャノちゃん！」

　ミナは意気揚々と声をかけ、シャノももちろん同意する。

　リリィはミナが行くなら、どこでもついてくタイプである。

　そして当然、騎士の証といえばユルエール。

「ユルちゃん、行こう！」

「う……そ……そうですわね……でも、火山帯の迷宮……」

「？」

「な、なんでもありませんわ！　さあ行きますわよ！」

「うん！　あ、でもユルちゃん、やっぱり鎧は脱いだ方が」

「その必要はございませんわ！　これはわたくし愛用の鎧。それに今回のために、耐熱アイテムも調えましたし！」

　慌てつつ応えるユルエール。

　こうしてミナは仲間達を引き連れ、真の騎士の証が眠るという火山をめざして歩き始めたのだった。





＊






　もちろん嘘である。

　真の証など存在しないし、火山洞窟も天然の秘湯も存在しない。

　ただゴツゴツした岩場が並び、モンスターが生息するだけの山である。

（愚かなことね、勇者ミナとその一行！　アタシが有益な情報をタダで教えるはずないじゃない！　これで勇者に一矢報いてやったし、クエスト失敗も間違いないわ。大体アタシがバイト中に、アイツラだけ遊び呆けてるのも腹立つし……！）

　己の計算高さに、つい高笑いしてしまうヴェリルであった。

「これで、アタシの怖さを再認識するがいいわ。ふふふ……あーっはっはっはっは！」

「お嬢ちゃん、スタンプお願い」

「はい畏かしこまりました、こちらへどうぞー！」

　ヴェリルの仕事へのプロ意識はバッチリだった。







　そして、ヴェリルはすっかり忘れていた。

　職業【勇者】の持つスキル【トラブルエンカウンター】はあらゆる確率を粉砕し、運命を引き寄せる。

　ミナ達は傾斜七〇度くらいある山岳地帯をテクテクと登った結果、迷子になり。

　モンスターを倒して進んだ先にて、ヴェリルが出任せで口にした、天然の秘湯を本当に見つけてしまったのである。
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　ミナ達はあまり整備されてない山肌、というより山岳ナナメ七〇度くらいある明らかに人類が歩くべきでない道をうっかり登り、迷子になっていた。

「本当にこっちかなぁ。なんかすごい山道で……お、おおっ!?」

　そんな彼女が見つけたのは、山間に涌わいた天然の秘湯であった。

　岩肌の合間から白い湯気をもくもくと昇らせるその湯はきれいに透き通っていて、手で触れるとほどよい熱さを保っている。

　おおー！　と目を輝かせるミナ。とはいえ、

「温泉、本当にあった……けど、入ったら駄目だよね？」

　いかに遊び好きなミナ達でも、クエスト中に温泉は迷う。

　が、リリィが水質調査を行ったところ、面白い効果が発見された。

「この温泉……入ると、レベルアップするかも」

「「「!?」」」

　リリィの説明は嘘ではない。

　実はこの秘湯、大地のマグマによる魔力循環に加えて火の精霊の加護がふんだんに含まれた、秘宝級の秘湯だったのだ。

　王都でその存在が知られたら大騒ぎになるだろう。

　もっとも、レベル99の彼女達にはほとんど効果がないのだが。

「んー……レベルアップは、冒険者にとって必要なことだもんね」

　ミナはちらちらと岩場の陰を確認する。

　ひとけなし。

　いまは仲間の四人だけ。

　そのうえ山道を進んだせいか、耐熱防具を装備してても汗が零れるのは仕方ない。

「シャノちゃん、守りの結界、お願いできる？」

「レベルアップに必要となれば、冒険者として自然なこと……です、よね？」

　シャノはちょっと自分に言い訳しながら、魔法結界のアイテムを取り出した。







「なんか貸しきりのお風呂みたいですごいね～」

　温泉にのんびり浸つかるミナが、空を見上げながら気持ちよさそうに寛くつろいでいた。

　その頬はほんのりと赤味を帯び、顔は完全にゆるみきっている。

　ゆらゆらと足をゆらすミナの隣では、髪をお団子にまとめたシャノがすこし恥ずかしそうに頬を染めている。

「クエスト中の温泉って、罪悪感がありますね……」

「いやいや、あたし達もばっちりレベルアップ中だよ！　いま強くなってるよ！」

　パワーアップ！

　と裸のまま万歳するミナ。

「ミナさん。はしたないですよ」

「いやまぁ、女の子だけだし、いいかなって……秘密だよ？」

　そういうミナもちょっと恥ずかしくなり、胸元を包んでそーっと温泉に身体を隠した。

　ついでに、あることを思い出してシャノに近寄る。

「そうだ、シャノちゃん。秘密といえばさ……今回のユルちゃん、何か隠してない？」

「……はい。確かに、私もちょっと様子が変だな、とは」

「シャノちゃんも理由聞いてないかぁ」

　『騎士の証』なんて普段のユルエールなら「わたくしにお任せなさいな！」と先頭に踊り出そうなのに、今回はちょっと怖がっている気がするのだ。

　観光中は元気だったけど、火山探索は気が乗らなそうだし……。

「うーん。リリィちゃんのときみたいに相談してくれたらなぁ」

「ミナさんは、ユルエールさんのお力になりたいのですね」

「もちろん！　ユルちゃんはね、まず料理が上手で、ご飯が美味しいでしょ？　それに美人だし話してて楽しいし、ご飯が美味しくて」

「ミナさん、それはお力になりたい理由でなく、ユルエールさんのすごいところですよ」

「はっ、そうだった！　でもね、それくらいすごいし一緒だと楽しいから、あたしも手伝いしたいんだよね。あたしはいつも食べる専門だし、ほかに得意なこともないし、クエストも失敗続きだし……」

　自分にもすごい特技や必殺技があったらなぁ。

　ミナの返事に、シャノは羨ましそうに目を細める。

「ミナさんには、特技や必殺技より、もっと素敵な特徴があると思いますよ」

「そう？」

「ええ。いつも明るくて元気ですし、すぐ人と仲良くなれるところです」

　リリィちゃんにも言われたなぁ、とミナはちょっと思い出す。

　自分の良い点というのは、中々自分では分からないものだ。

「それにクエストが失敗続きといっても、最近ちょっと成長を感じます。ミナさんも聖剣を使えるようになりましたし、リリィさんもこの前初めて、詠唱を成功させましたし」

「おおー……そうだねぇ～……」

　確かに、失敗の中にも成長があるなぁ、と思い出すミナ。

「じゃあ今回も、上手くいったらユルちゃんパワーアップだね！　あ、じゃあ、ユルちゃんに話聞いた方がいいのかな」

「うーん。まだ悩み事があると決まった訳ではありませんし、隠し事を私達の側からぐいぐい曝くのも……ミナさんにも、言いにくいことはありますよね」

「あったかなぁ」

「体重」

「あっ、それは秘密だね。……シャノちゃんも秘密あるの？」

「それは秘密です」

　ふふっ、と上品に笑うシャノ。

「まあでも、私もそれとなくユルエールさんにお尋ねしてみますね」

「うん！　お願い！」

　よーし、あたしも聞くぞー。

　ゆるんだ頬をひきしめ、ミナはむふんと気合いを入れる。

　どうやってユルちゃんに尋ねよう？

　ミナは一生懸命に考え込んでしまったせいで、シャノがぼそっと「私も、成長しないと……」と呟いたのを聞き逃してしまう。

　そこにようやく、鎧を外すのに手間取ったユルエールが姿を見せる。

「あ、ユルちゃんいらっしゃい！　あのね……」

　早速質問しようーー

　として、ミナ達は固まった。

　ユルエールは普段、愛用の鎧に身を包んでおり素肌を晒さらさない。

　宿舎でも長袖の厚着が多いため、素肌を目の当たりにするのは珍しいのだが……。

「シャノちゃん……あたしの前に、ふたつのメロンがあるよ……」

「私の勘違いでなければ、確かに……！」

　騎士と呼ぶにはしなやかな身体つきに、それはもう形のよいふたつの果実に釘くぎ付づけ。

　ユルエールがお湯に浸かれば、なんと浮力で浮かぶほど。

　ミナとシャノはつい見つめてしまいつつ、己のものと比べる。
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　彼女達は平均より少し上であるものの、その差はオークとドラゴンの如ごとく。

「シャノちゃん……あれが将来伝説になる騎士なんだね……すでに圧倒的だよ……！」

「ええ……私も、伝説というのを初めて見たかもしれません」

「ど、どうかしましたの、ミナ。シャノ。わたくし、何か変ですの？　やはり鎧がないとダメですの!?」

　ユルエールが居心地悪そうに、身体を隠しながら照れている。

　その圧倒的な存在感を前に、ミナ達は今まで何の話をしていたか、すっかり忘れてしまった。




　そんな三人を横目に、色々と一番小さいリリィはこっそり聞き耳を立てながら、ほんのり顔を赤くするのだった。




　そのせいで、彼女達は見逃してしまう。

　温泉の真ん中から、ぽこぽこと、不自然な泡があふれ始めていたことに。
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　異変に気付いたのは、リリィだった。

「……？」

　温泉の真ん中から、ふしぎな泡が吹いている。

　そのうち足下から『ゴゴゴゴゴ……』という妙な音がして、ミナ達もさすがに気づく。

「ねえ。なんか温泉の下から聞こえない？」

　何事かなと、全員で温泉の中心に集まると。

　温泉がいきなり、水蒸気のように爆発した。

「「「!?」」」

　水しぶきを上げて登場したのは、小さな鉱石を固めた、膝丈程度の人型兵器。

　赤い魔法生物ミニゴーレムだ。

「わわっ。モンスター？」

「足下から!?　すいません、下には結界を張っていませんでした……！」

　慌てて戦闘態勢に入ろうとして、すぐに剣がないことに気づく。

「しまった、武器置いてきちゃっ……勇者パンチ！」

　ミナのとっさの一撃により、ミニゴーレムは粉砕される。

　やった、と喜ぶミナであったが、さらに温泉のあちこちからミニゴーレムが現れて……

　ミナ達に目もくれず、温泉の外にがちゃがちゃと走っていった。

「あれ？　襲ってこな……」

「あーーーっ！　わ、わたくしの鎧がーーーー！」

　ユルエールの悲鳴とともにミナ達が見たのは、ミニゴーレム達がユルエールの鎧を担いで別の穴にもぐる姿だった。

　さらにはリリィのロッドやシャノの杖、ミナ達の服なども、全部！

「あ、こら！　アイテム泥棒！　装備品泥棒！」

「追いかけましょう、ミナさん！」

「うん！　みんな何か巻くものある!?」

「ち、小さいタオルなら……」

　温泉上がりに使うタオルを身に巻いて、ミナ達は慌てて走り出した。




　ミニゴーレム達を追いかけて見つけたのは、火山の内部にぽっかりと開いた洞窟だった。

　そこは一般に知られていない火山迷宮なのだが、ミナ達は知らずに入っていく。

「みんな、帰還の翼はつけてるよね？　あと、装備品はどれくらい取り戻したかな？」

　ミナ達は道中で複数に別れたミニゴーレムをひっ捕まえ、いくつか装備品を取り戻していた。

　まずはミナ愛用の、銅の剣。

　ユルエールの扱う鉄の剣。

　それと、リリィが薬草実験のため温泉に持ち込んだアイテム袋だ。

「リリィちゃん、アイテム袋には何があるかな」

「ん……お菓子と、攻撃アイテムが少し……」

「非常食はバッチリだね！　じゃあ残りを取り返しに行こう！　でも、リリィちゃんとシャノちゃんは杖がないから後ろをお願い！　あたしが前に出るよ！」

　洞窟内は比較的狭く、前衛がいれば攻撃を防げそうだ。

　ミナ達は慎重に進む。

　やがて現れたのは狼おおかみ型モンスター、ファイアウルフだった。

　以前戦ったアイスウルフの炎版で、そこそこの強敵である。

「でも今回は大丈夫！　聖剣スキル、物干し──」

「待ってください、ミナさん！　狭い洞窟でミナさんのスキルを使うと、崩落してしまうかも」

「あっ。……じゃあ、通常攻撃！」

　ぶん、と剣を振ったミナだが、勢い余って魔力が零れてしまい、モンスターは倒したものの余波で洞窟にヒビが走る。

　あっ、と声をあげるミナ。

　ミナのスキルや通常攻撃では威力が強すぎるらしい。

「うーん……じゃあ、ユルちゃんお願い。騎士の近接戦で、敵をバッサリだよ！」

「ふぇっ!?」

「……ふぇ？」

「い、いえ何でもありませんわ。わ、わたくしが前衛ですのね当然ですわ！」

　なぜかリリィの背に隠れていたユルエールが、前へと躍り出る。

　剣を構えるその姿は、妙にへっぴり腰だ。

　そこに再び現れる、ファイアウルフ。

　ユルエールは敵が身構えるよりも早く隣接し、剣を振り抜いた。

「せやぁーーーっ！」

　そして洞窟の壁をぶっ叩いた。

　九〇度くらい直角にまがった剣技はもちろん命中せず、しかし威力はあったらしく洞窟の壁が激しく崩れる。

　ファイアウルフ達が、びくっ！　と震えた。

「ユルちゃん？」

「……ち、違うのですわ！　今のは準備運動！　さあ行きますわよ！」

　ふたたびユルエールが飛びかかり、ゴスッ！　とものすごい音がして地面が砕ける。

「？？？」

「い、今のは準備運動後の準備運動です！　待たせましたわね！」

　とはいうものの、ユルエールはもぐら叩きのようにどっかんどっかん壁を叩くのみ。

　一応、威嚇にはなったらしくファイアウルフ達は逃走していった。

　土煙を払いながら、頬を土埃ですすけさせたユルエールが汗をぬぐい、ミナに笑う。

「ふっ。わたくしの恐ろしさに、身をわきまえて逃げたようですわね」

「そ……そうなの？」

「ええ。この調子でわたくしに任せて頂ければ、この程度のモンスターなんて」

「あ、ファイアスライム」

　びくっ、と反応したユルエールが慌てて剣を手に取る。

　その一撃はやっぱり地面を砕き、スライムにはあたらず、ただし地を叩いた衝撃の爆風でスライムはころころと飛んでいった。

　さすがに何か変だなぁとミナも思い、やがて気づく。

「……もしかして、湯冷めした、とか？」

「ユルエールさん、体調悪いのですか？　なのに、私達のために無理をして……？」

　ミナはユルエールのことが心配になり、それを見たシャノも不安そうに眉を寄せ、リリィも心配げにどうしようどうしようと慌て始めるのだった。
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　その後も先陣を切るユルエールはどかどかと洞窟を叩くが、モンスターにはなぜか命中せず、その度に「準備運動ですわ！」とか「まだ本気を出してないだけですわ！」と主張していた。

　さすがにミナ達も、おかしい、と思い始める。

「やっぱり湯冷めして体調悪いんじゃ……！　シャノちゃん、どうかな」

「もしかして、風邪を召されてしまったとか」

　体調不良は初心者に限らず冒険者にとっての大敵だ。

　怪我でもしたら困る、とミナは慌てて飛び出した。

「ユルちゃん、あたしが前衛変わるよ！　ユルちゃんは休んでて！」

「だ、大丈夫ですわ！　さっきのは目にゴミが……って、シャノまで前衛に来てどうするのです!?」

「う、私だって前衛ができない訳ではありませんし」

「いや杖も防具もないのに前衛は無理ですわよ！」

　ユルエールは慌てるが、実を言えばミナもシャノも混乱していた。

　大切な仲間が、いまにも倒れる危険があるのだ。

　助けなくてどうするのか！

「ん……わ、私も、前衛できる……」

　わいわい騒ぐ三人の合間に、リリィもちょこんと飛び込んだ。

　寂しかったのである。

　置いていかれたくなかったのである。

「素手の魔法使いが前衛に出てはいけませんわよ!?　わたくし大丈夫ですから！」

「ここは勇者のあたしが前に出るー！　ユルちゃんは後ろ！」

「……（みんなに揉もまれて何もできないリリィ）」

「わ、私も僧侶ですけど前衛だってできますから！」

　そして四人が並ぶと、狭い洞窟はぎゅーぎゅー詰めになってしまい、にっちもさっちも進まず装備品奪還どころではない。

　それでも戦闘をこなせるのは彼女達のステータスが高いためだが、バランスはめちゃくちゃだし進まない。

　その上、みんな揃ってユルエールを心配してるのも分かるので……

「わ、分かりましたから！　理由を話しますから、もう離れてくださいませー！」

　ついにユルエールは白旗をあげたのだった。




「要するに、その………………わたくし、じつは鎧を装備してないと、剣が上手く使えないのですわ」

「そうなの!?」

　ミナを前衛に戻して洞窟を進みながら、ユルエールがぽつりと口にした。

　稀まれな例ではあるが、世界には武器や防具、アイテムそのものに【スキル】が付与されている特殊装備があるという。

　ユルエールが普段使っていた騎士スキルは、彼女愛用の装備品『マリーベルの鎧』に付与されたスキルであり、彼女自身の力ではなかったのだ。

「へええー。あ、じゃあ、ユルちゃん自身にはどんなスキルがあるの？」

　職業騎士でなくても、戦士系なら使える【足払い】や【正面突き】辺りだろうか。

　【空波】は中級に近いスキルなので鎧のスキルかなと思うが、意外に鎧の効果は弱くて、それくらいまで使える可能性もーー

「……通常攻撃」

「えーと。通常攻撃以外のスキルは？」

「いえ……むしろ通常攻撃も含めて、と言いますか……」

「含めて……？？？」

「普通の攻撃も苦手なんですのっ」

　ぐすん、とユルエールが涙目になる。

「わたくし、騎士を目指す身ながら、鎧がないまま剣を振ると、なぜか明後日あさっての方向に……おそらく鎧の効果でついた癖が、悪さをしてしまうのですわ」

「へえぇ。それでさっきみたいに……でもそれなら、ユルちゃん相談してくれたら良かったのに」

「ぅ……それは……」

「笑ったりしないよ？」

「それくらいは、分かりますわ」

　ユルエールとて、鎧のことがバレたらミナ達に馬鹿にされるとは思っていない。

　恥ずかしくてもきちんと話せば、笑って許してくれるだろう。

　そのくらいは信頼しているつもりだ。

　ただ。

　彼女は騎士であり、パーティを守る前衛職である。

　ユルエールは顔を俯け、その耳まで赤くしながら、ぽつりと。

「職業【騎士】なのに剣技が使えなかったり、通常攻撃すら当たらなかったら、みんなに気を使われると思って……」

「へ？」

「わたくしを役立たずとは言わなくとも、心配はするでしょう？　本来なら前衛で、いちばん頼りになるはずの騎士のわたくしを。そんなの、格好悪いですわ……」

　騎士は攻撃職であると同時に、パーティを守る要である。

　どんな時でも前に立ち、背中に不安など欠片かけらも見せてはいけない。

　でないと、後ろに続く仲間が安心して戦えないではないか。

「わたくしは格好良く、仲間に頼られる騎士になりたかったのですわ……あなた達にも、御父様や実家のみんなに認められるような……」

　しゅん、と落ち込むユルエールを、リリィがよしよしと励ましている。

　洞窟内部はそれなりに暑いが、彼女の柔らか頬が朱に染まっているのは、それだけが理由ではないだろう。

　シャノも口をゆるめて「ユルエールさん」と背中をさする。

「ユルエールさんは、私達のために、見み栄えを張ってくださっていたのですね。ありがとうございます」

「……礼を言われることでは、ございませんわ。隠してたのは事実ですし」

「ええ。とてもユルエールさんらしいと思います。ですよね、ミナさ……って、ミナさん!?」

　シャノが話をまとめながら振り向くと、肝心のミナはなぜか落ち込んでいた。

「……シャノちゃん。あたしも勇者なんだけど、みんなに頼りにされたいんだけど、今日も聖剣スキルで洞窟壊しかけてるよね……毎回クエスト失敗してるし……」

「なんか別の後悔を引き起こしてしまいました!?」

「ユルちゃんが格好悪いなら、あたしも結構問題ある方かも……!?」

　剣技が使えない騎士より、問題ありすぎる勇者がいるらしい。

「だだだ、大丈夫ですよ！　それはほら、ミナさんの悪いところは私達みんな理解した上で、クエスト受けてますし！　それにミナさんがいなかったら誰がリーダーするんですか!?」

「んー、リリィちゃん？」

「……私も、詠唱で湖を消しちゃったり、失敗……格好悪い」

「リリィさん、それを言いますと、私もちょっとアレな詠唱で毎回皆様にお恥ずかしいところを……あれ、私も結構……」

　おおお、と自己嫌悪の連鎖に陥り、収集がつかない初心者四人。

　そこで、ミナは気づく。

　このパーティって、なんていうか……

「ねえ、ユルちゃん。あたし思うんだけどさ。心配されたくない気持ちは分かるけど……あたし達のパーティって、剣技が使えないくらい普通な気がしてきた！」

「そうなんですの!?」

「むしろ鎧をつけたら普通に戦えるユルちゃん、すごいと思う。それにさ、上手くいかなかったら、これから頑張ればいいんだよ！　あたしの聖剣とか、リリィちゃんの詠唱みたいに」

　ミナだって失敗続きだが、成長ゼロではない。

　温泉でシャノに言われた通り、新スキルを身につけたりと、進化しているのだ。

　気を取り直し、ユルエールに笑顔をみせる。

「じゃあさ、せっかくなら今回のクエスト目標に、ユルちゃんの攻撃当てよう目標を追加しよう！」

「え。今から目標決めて大丈夫なのです……？」

「前回もそんな感じだったでしょ？　それに、温泉入ってパワーアップしたから大丈夫！　それに、うちのパーティの前縁はユルちゃんしかいないもん」

　ミナは将来、勇者になりたい。

　そして本当に冒険者ライセンスを取ったそのとき、ミナを守る前衛の騎士は、ユルエールであって欲しいのだ。

「よーし、落ち込んではいられないね！　今回は、ユルちゃんの攻撃当てるぞー！　どうやったらいいかなぁ……うーん……！」

　眉を寄せて、次の作戦を一生懸命に考えるミナ。

　そのせいで、ユルエールがほんのりと唇を綻ばせ、目尻をゆるめたのを見逃してしまう。

「……そうですわね。わたくし以外に、このパーティに前衛はいませんもの」

「そうそう、ユルちゃんいないとだめだよ？　美味しいご飯も食べれないし！」

「もぅ、ミナったら。じゃあ、このクエスト終わったら、美味しい鍋料理を用意しますわ」

「やったー！」

　ミナはぱああっと浮かれた顔を輝かせ、改めて洞窟を進んでいく。

　そんな彼女を眺めながら、リリィとシャノはつい揃って口にした。

「あれを無自覚でやってしまうのに、本人は特技がない、ですからね……もしかしたら意識してやってるのかもしれませんが」

「ん……どっちかな……」

　もしかしたらミナは、ユルエールを勇気づけるべく、わざと元気にふるまっているのかもしれない。

　天然かもしれない。

　どちらにしても。

　このパーティの隊長はやっぱりミナであり、前衛を務めるのはユルエールしかいない、と改めて感じた二人は、こっそり顔を見合わせてくすりと微笑みを零すのであった。
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　ミナがユルエールを励ましながら進んでいくと、ようやく洞窟の出口が見え始めた。

　そこは火口に近い大広間で、足下は焼けた砂浜のような熱を持つ。

　熱耐性の装備品なしではダメージを受けるはずだが、ミナ達は持ち前の体力が高すぎるせいで「ちょっと熱いな〜」程度だ。

「そういえばさ、なんであのゴーレム達、装備品を盗んだんだろうね、ユルちゃん」

「そう言われますと、変ですわね。ドラゴンには収集癖があると聞きましたけど……あ！」

　雑談を始めたそのとき、ついに敵と対面した。

　広間の中央に装備品を抱えてうずくまる、ゴーレム達。

　剣を構えるが、ゴーレムはぴくりとも動かない。

「何かヘンじゃない？」

「そうですわね。あんなところに集まって、何をして……」

　ぴくっ、とリリィが反応した。

「……危険」

　ぐらりと大地が揺れた。

　ミナがバランスを取る前で、ゴーレム達が囲っていたものが露あらわになる。

　鉄籠だ。

　籠の中にはユルエールの鎧やリリィのロッドが収められ、籠の天井部には紅色の宝石が収められている。

　あの宝石が本体だ、とミナの直感が働いた直後、周囲のミニゴーレム達がばらばらと崩れていく。

　ただの岩石となったゴーレムの破片が魔力で浮かび、ミナ達の前で合体して大きな人型へと変形。

「お、おお？　……あ！　見たことある！」

　ミナが指さした巨大なモンスター。

　それは、ケルミナ火山観光地で見上げた、マグマゴーレムにそっくりであった。




　錬金術士イグニアス＝アムニアスの傑作、マグマゴーレム。

　かの魔法生命体が持つ最大の特徴は、魔力を検知し〝食べる〟ことで幾らでも復活できる、永続的な耐久性にある。

　普段は自らの子機であるミニゴーレム達を徘はい徊かいさせ、温泉の水や魔力を含むモンスターなどを収集して機能を維持していた魔物はその日、特別な魔力を検知した。

　豊富な魔力が含まれた装備品。

　レベル99の勇者達という強大な魔力源。

　ミニゴーレム達に即座に装備を回収させつつ、追いかけてきたミナ達をあえて誘い込み、自ら〝食べる〟べく姿を露わにしたのだ。

　前回のサーペントナーガより小型なものの、それでもミナ達の四倍近くはあり、魔法鉱石でコーティングされた体たい躯くはめちゃくちゃ硬そうだ。

　そのうえ、ミナ達には装備が少ない。

　が、装備品を取り戻すには敵を倒すしかない。

「よーしみんな、モンスターを倒して装備品を取り返そう！　それに、倒したら騎士の証が手に入るかも！　ということで先制攻撃！　聖剣スキル【物干し竿】！」

　ミナの剣先から光が走り、その一撃は魔法防御を施したゴーレムの装甲をあっさり砕く。

　が、足下からミニゴーレムが飛び出し、腕のパーツとして再生した。

「すごい、合体して復活した！　……うーん、どうしよう？」

「ふ、ファイアボール！」

　続けてリリィお得意の火炎魔法。

　装備品のロッドがないぶん威力は半分以下だが、それでも強力な炎がゴーレムを襲い──

　するりと、中央の鉄籠へと飲み込まれる。

　マグマゴーレムは炎耐性だけでなく、魔力を吸収する力を持つのだ。

「リリィちゃんの炎が食べられちゃった！」

　慌てるミナ目掛けて、ゴーレムの高速パンチが迫る。

　ミナはひょいと避けたものの、ダメージが通らないのは困る。

「うーん。あのゴーレム、攻撃はそうでもないけど防御力と再生力が高いね。リリィちゃん、弱点わかる？」

「ん。……中央の宝石に、物理攻撃」

「あたしの聖剣スキル攻撃じゃダメ？」

「聖剣スキルも魔力だから……炎じゃなくても、魔力は吸収される、かも」

「となると……」

　全員がそっと、ユルエールを見る。

　彼女は唯一パーティ内で魔力系スキルを使わない、近接戦と物理攻撃の使い手だ。

「わ、わたくしですの!?　でも鎧がないと……いえ、でも」

　ユルエールは歯を食いしばる。

　その頬をパチンと叩き、気合いを入れ、自らの剣を手に構えた。

「できますわ。ここで甘えていては、わたくしも成長できませんもの。それに、一発当てると話しましたものね」

「うん、その調子だよユルちゃん！」

「ええ！　……ただ、わたくしひとりでは攻撃が当たりませんから、作戦を立てて頂けますこと？」

「了解！」

　肝は、ユルエールの攻撃をいかに敵の核へと命中させるか。

　一発当てることができれば、ゴーレムを沈黙させるのは容易たやすいだろう。

　ミナはそれくらい、彼女の攻撃力に信頼を置いている。

「じゃあ今回の作成名は、ユルちゃんの攻撃絶対当てよう大作戦。ゴーレムは足が遅いから、その隙をついて、ユルちゃんが攻撃を当てれるチャンスを掴もう！」

　そしてミナは全員に指令を伝え、マグマゴーレム攻略戦を開始した。
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　巨体のマグマゴーレムが、ミナ達目掛けて岩の拳を振り下ろす。

　それを合図に、シャノがリリィを伴いゴーレムの裏側へと走り抜ける。

　相手の動きはミナ達から見れば遅く、軽々と避けられるほど。

　それでも念を入れ、シャノが防御魔法を展開する。

「肩こりしそうなゴーレムさん、ゴツゴツ拳は削って柔らかくしないと怖いです！　そんな拳は届きません！　【ミニマムプロテクション】！」

　杖がないためこちらも威力は半分以下だが、個人用の守護としては十分だ。

「うう、私の詠唱も改善したい……！」

　ゴーレムの脇をすり抜け、ミナ達の対角線に並ぶシャノ達。

　リリィがすかさず魔法を放つ。

「ファイアボール！」

　十八番おはこの火炎魔法。

　マグマゴーレムの核に当てると吸収されてしまうが、外郭の岩石部分であれば、炎耐性があってもぐらつかせる程度の威力はある。

　それをチマチマと撃たれれば、炎無効のマグマゴーレムとて無視できない。

　生命のない怪物が、リリィ達へと向きなおる。

　ミナ達に、背を向けてしまう。

「隙あり！　聖剣……えーと、動きを止めるには……【雷の麻痺攻撃】！」

　ミナが飛び上がり、それっぽい魔力を載せて銅の剣を振り抜いた。

　空気を切り裂く電撃がゴーレムの背中へと迫り、そしてパチン、と弾けて消滅した。

「あれ。効いてない？」

　感電によりしびれさせる予定だったが、ミナの「それっぽい雷」はさほど威力が出ず、また雷が魔力を吸収するゴーレムの核へと届いたせいで吸い込まれてしまったのだ。

「ち、ちょっと待ってねリリィちゃん！　動きを止める、止める……んー！」

　雷系の麻痺は効果がなく、しびれ毒も岩石ボディには効かなそう。

　混乱、魅了、恐怖などの精神攻撃も岩石系モンスターには効果が薄い、って初心者の館で勉強した。

　となると。

「えーと、足を壊す？　でもすぐ復活するし、頭……ううん、身体を縛って止める……そうだ！」

　ミナはニヤっと笑って、銅の剣を懐に添えた。

「聖剣スキル！　伸びろ、そしてもちもち捕まえろ！　【お餅もちもち】アターーック！」

　閃いた理由はまさに『お土産屋でお餅がもちもち美味しかったから』。

　突き出した銅の剣より、ぐにょーんと伸びた白いお餅魔力が、オバケのようにゴーレムの両腕をがっちりと掴んだ。

　魔法耐性のあるマグマゴーレムも、お餅は想定外だったのだろう。

　両腕を拘束されたゴーレムの動きが、ぴたりと止まった。

　おまけで具現化したきな粉が舞い上がり、マグマゴーレムの視界を遮る。

　よし、とミナが喜んだそのとき、ゴーレムから赤い光が放たれた。

　緊急時の防御反応、全方位への熱攻撃。

　じりっ、とミナの肌にまで熱が届き、なにやら甘い香りが漂ってきた。

「なんかいい香りがする！　シャノちゃん、これ大丈夫!?　爆発しない!?」

「大丈夫です、お餅がちりちり焼けてるいい匂いがしてるだけです！」

「よーし、なら、お餅追加！　それでクエスト終わったら、みんなでお土産を食べようね！」

　ミナが再度、銅の剣からお餅型拘束魔力をうにょうにょと伸ばし、敵の足まで拘束する。

　ステータス異常『餅まみれ』に陥り、もだえるゴーレムの隙を逃すほど、ユルエールは甘くない。

「ミナ、いきますわよ！」

「うん、作成通りにね！」

　トン、と地を蹴り、ユルエールが空に舞った。

　その両腕に、渾こん身しんの力を込める。

「いきますわよ！　わたくしの全力……通常攻撃！」

　ユルエールはしっかりと敵を見据え、剣を片手に全力で飛び込んだ。

　確実に当てる。

　絶対に当てる。

　その気概で放った、必殺の通常攻撃は──

　もちろん命中しない。

　彼女はどんなに巨大な相手でも、目測を誤るのだ。

「せやぁーっ！」

　掛け声とともに、すかっ、と宙を切るユルエールの一撃。

　──でもそれは、予定通り。

「わたくしは騎士ですもの！　剣は使えなくとも、期待に応えてこそ真の騎士ですわー！」

　彼女は外した剣を、空中で放棄。

　そのまま全身をひねり、右拳をしっかりと握りしめて。

「くらいなさい！　わたくしの……体当たりパンチ！」

　自らの身体ごと突撃するように、マグマゴーレムに突撃した。

　剣が当たらないなら、ぶん殴ればいいじゃない。

　右拳を握りしめ、グーパンで、マグマゴーレムの核へと叩きつけるユルエール。

「せやぁーーーーっ！」

　本来ならあり得ない一撃だが、彼女のステータスはレベル99。

　命中さえすれば、物理攻撃において仲間の誰よりも強力な一撃、神をも殺す鉄てっ槌つい。

　その証とばかりに物理耐性を持つはずのマグマゴーレムの核に、ぴしり、と亀裂が走り。

　わずかなひび割れはやがて蜘く蛛もの巣すのように広がり、ガラスが砕けるように魔法生物の核は砕け、その機能を停止した。

「やったー！」

「やればできる。さすが、わたくしですわ！」

　崩れ落ちるゴーレムのボディから飛び出し、華麗に着地するユルエール。

　ふっ、と笑う彼女の手には、愛用の鎧やアイテム袋と一緒に、ゴーレムの小さな核が握られている。

　六角形のクリスタルの形をしたそれは、よく見れば観光ツアーのスタンプラリーで見た、騎士の証に似ていてた。

「おおー……ユルちゃん。それ、本物？」

「ええ。わたくしが手にした、本物の証ですわ」

　ユルエールが誇るように、騎士の証（本物）を掲げる。

「これで完全勝利ですわ。あなた達のお陰です、ミナ」

　ゴーレムが崩れ落ちるなか、ユルエールは勝利の喜びに笑みを浮かべる。

　今度こそ本物の『騎士の証』を入手したその微笑みは、何よりも眩しく、明るいものだった。
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　初心者の館に帰宅するなり、ミナは上機嫌でロジーナさんに騎士の証を提出した。

「見てください、ロジーナさん！　マグマゴーレムを倒して手に入れた『騎士の証』です！　本物です！」

「えっ？　マグマゴーレムを倒して手に入れた？　本物？　そのようなものは頼んでいませんけど……本物は、スタンプを集めて手に入るはずですが」

「「「えええええっ!?」」」

「……スタンプは集めたのですよね？　……そちらで貰った、騎士の証はどうしたのです？」

　ミナはユルエールを見た。

　ユルエールはシャノとリリィを見た。

　二人はミナを見た。

「……覚えてません……」

「何しに行ったんですか……？」

　バイト中のヴェリルから貰い忘れていたことを、ミナ達はすっかり忘れていたのだった。







「今回こそはと思ったのにぃ～……」

　むっすー、とミナは宿舎に戻り、お餅のようにふくれ面をしていた。

　ヴェリルから貰い忘れていたことを思い出し、はあぁ、と溜息が零れるばかりだ。

　今回こそは完璧だと思った。

　けど、またも失敗。

　落ち込んでいるのは他のみんなも同じで、残念そうに息をついている──

「ほら、ミナ。リリィ。シャノ。いつまでも落ち込んでませんことよ？　クエストから戻ったら着替えて休憩、それから美味しいご飯を食べて元気になるのですわ」

　と思ったら、ユルエールは意外にも元気に晩ご飯を作っていた。

　台所から運んできたのは、本日の夕食である大根おろしをメインにしたお鍋だ。

　ザク切りにした白菜に豚肉、少量のキノコを加えてくつくつと煮込み、その上から──

「あれ、お餅？」

「お土産で買ってきたものを工夫できないかと思い、入れてみたのですわ」

「おお、美味しそう！」

　本日のメインである揚げたてのお餅を入れ、最後に大根下ろしとネギをささっと入れて完成だ。

　ふわふわと湯気を漂わせるお鍋を前に、ミナはついニヤけてしまう。

　さあ召し上がれと自慢するユルエールに、クエストを失敗した残念さは見当たらない。

　ふふん、と上機嫌だ。

「また次がありますもの。今日は美味しくご飯を食べて、また頑張りましょう？」

「そだね！　でもユルちゃん、あんまり残念そうじゃないね」

「ええ、まあ。クエストを失敗したのは勿もっ体たいないと思いますけれど……」

　ん、とユルエールは咳せき払ばらいをしながら、全員にスプーンを配る。

　すぐに手をつけても良かったが、ミナ達はなんとなくユルエールの話が続く気がして、手を止める。

　ユルエールも、話すタイミングをうかがっていたらしい。

　コホン、と一息。

「わたくし……このような言い方は、みんなに失礼だとは思うのですが。今回は、合格できなくても良かったかなと思ったのです」

「ふむふむ」

「……確かに、ケルミナ火山でスタンプを集めて騎士の証を持って帰っていれば、クリアできたかもしれません。ですがその場合、わたくしは……剣が使えないことをみんなに秘密にしたまま騎士になっていた訳ですし」

　ユルエール＝マリーベルの目標は、格好いい最強の騎士だ。

　鎧の力に頼らず剣を扱い、ミナ達の盾となる、誰もが憧れる騎士の姿。

　その夢を叶えるには、ただ、合格を貰うだけではダメだと気づいたのだ。

「うーん、そう言われちゃうと、あたしも勇者的に、まだまだだなぁ」

「……詠唱もっと上手にならないと魔法使いぽくない……」

「私も僧侶としては……」

「ええ。ですから、わたくし達はクエストをクリアするだけでなく、自分に恥じないクリアを目指すのも大切かな……と、改めて思ったのですわ。それに今回は、ひとつ発見がありましたし」

　と、彼女はスプーンをぐっと握りしめて、腕まくり。

「わたくし、じつは、剣は使えなくても通常攻撃が当たれば強い！　つまり鎧を装備してても基礎ステータスはきちんと上昇してたのですわ」

「確かに、ゴーレムをパンチで倒したもんね！」

「ええ。ですので技術さえ磨けば、わたくしは真の騎士になれる……たぶん、なれるのです！」

「最後だけ自信ないよ？」

「いえ、なれます！　この調子で次回から頑張れば、必ずや！」

　奮起するユルエールに、その意気だよと応援するミナ。

　これからの彼女の活躍が楽しみだ。

「じゃあユルちゃん、次から鎧は着けずに戦うんだね！」

「え!?　そ……それはまた別ですわ」

「えぇーっ!?　それじゃあ騎士スキルは？」

「……こっそり練習致しますから、鎧はこのままで……鎧を外してクエストに向かい、また下手なところを見せたら迷惑になりますし……」

　やっぱり恥ずかしい、とユルエール。

　その心境はまあ、ちょっとは理解できる。

　ユルエールは照れ隠しに頬を搔き、目を泳がせ、たぶんそのぉ、と。

「いつかまあ……必ずいつか、その、今月、いえ、今年……わたくしが生きている間には……」

「それもうお婆ばあちゃんだよ!?」

「仕方ないでしょう？　鎧外して戦ったの、今回が初めてですし。でも必ずいつか、がんばりますので。これからも……その。よろしくお願いいたしますわ！」

　改めて、ユルエールが皆に頭を下げる。

　その姿にうんうんと感心するミナであったが、その肩をシャノが叩く。

「それで、ユルエールさん以外の私達は、弱点を克服できそうですか……？」

「…………」

「…………」

「…………」

　詠唱下手に、詠唱がヘンな人に、聖剣ぶっぱ。

　ミナはスプーンを手に取った。

「ご飯にしよう！　あ、今日のお鍋も美味しいね、シャノちゃん」

「そ、そうですね……」

　今日もミナ達は、美味しくご飯を頂くのであった。




　騎士ユルエールが覚醒するのは、たぶん、もう少し、先の話になりそうである。






　初心者の館　クエスト報告レポート




　クエスト：ケルミナ火山にて騎士の証を入手せよ！

　結果：失敗／騎士の証と間違えてマグマゴーレムの核を持って帰ってきたため

　取得アイテム：

　マグマゴーレムの核鋼×一

　マグマゴーレムの溶鉱石×四

　マグマゴーレムの魔力石×三

　マグマゴーレムの肌石×六

　温泉にひたした食べるとレベルアップする薬草×一（←リリィが作ってた）




　報告書：

　騎士の証を入手せよ。その任を受け、ケルミナ火山に赴いたわたくし達を待ち受けるのは、六つの印を集める試練でした。わたくし達はお餅の魅力に抗あらがい、大冒険を経て、ついに六つの印を手に入れます。

　しかし！　とある筋より『真なる騎士の証』の存在を耳にし、真の証を求めて新たなる山岳へと足を踏み入れる！　そこに立ちふさがる巨大なゴーレム！

　仲間達は果敢に戦い、激戦の末にわたくしの華麗なる一撃が命中。あのマグマゴーレムを打ち倒したのです！　だから騎士の証は忘れましたごめんなさい。




　報告者：騎士ユルエール＝マリーベル



　館からのお返事：




　クエスト報告書は、実際に起きた出来事を客観的に記すためのものです。

　そのため冒険話は楽しくダイナミックに脚色をせず、起きたことをきちんと記しましょう。

　あと証を忘れたことを謝るのは良いのですが、反省は次回にきっちり生かしてくださいね。




　回答者：ロジーナ＝クライン
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　王国の頭脳と英知が結集する、人類の最高機関。

　王国会議。

　いつものように開かれた『勇者ちゃん一行をがんばって卒業させようクエスト』会議にて、国王陛下はいつもの挨拶を行おうとした。

「では本日の会議を始める。まずは報告を……む。メイヤー殿の姿がないが？」

「陛下。メイヤー殿は本日、初心者の館にて、勇者の動向調査を行っているとのことです」

「なるほど。彼女の有能さはすでに皆も知っての通り。今この瞬間も、我々には及びもつかない調査を行っているかもしれんな……」

　なお当のメイヤーは『牛恋しい病』を煩ったため一時帰宅し、うっかり戯れすぎたため遅刻したとは誰も知らない。

「まあ、メイヤー殿にも報告書は届いていよう。……それで、今回のクエストの概要は『勇者ちゃん達にクエストを装った観光を楽しんでもらい、うっかりクエストもクリアする』作戦であったな」

「はっ。完璧な計画かと思われました」

「で、このテーブルに置かれているものは何だろうか」

「伝説の錬金術士イグニアス＝アムニアス氏の傑作、マグマゴーレムの核でございます」

「そうはならんだろ！」

　王様はテーブルに手刀をツッコミ、家臣達に体調を心配されていた。

「今回のクエストは普通に観光して、普通にスタンプ押してご褒美貰えて万々歳であろう。どこにトラブルの原因があった!?　というか、ワシが行きたかったわ！　お餅に鍾乳洞観光に温泉旅行！　完璧すぎる！」

「陛下が向かわれては公務に支障が……ただでさえ我が国は、王国会議に全リソースの四割を費やしておりますので」

「その間に勇者ちゃん達は温泉……むうぅ、羨ましい」

　不機嫌な王様。

　そんな空気を変えようとしてか、大臣のひとりが席を立ち、マグマゴーレムの核を手に取った。

「それにしても、ゴーレムの核とは見事な一品ですな。数百年も昔のものが、いまも動くとは」

「あ。それに触れては……」

　核を手にしたのは、偶然にも王国にて魔法教育を行う大臣であった。

　仮にも王国直属の魔術師、魔力はそれなりにある。

　そしてマグマゴーレムの真骨頂は、魔力を〝食べる〟ことで再稼働できる耐久性にある。




　復活した。




「ゴーレムだーーー！」

「しまったーーー！」

「陛下、陛下をお守りしろーー！」

　そこに遅刻してきたのは、天才軍師メイヤーである。

「すみません、遅くなりました！　牛さんが可愛くて、つい……あれ？」

　メイヤーが見たのは、円卓の中央で暴れるマグマゴーレムと、逃げ惑う国王達であった。

　さすがに混乱したものの、メイヤーはすぐに、マグマゴーレムが微々たる魔力で起動したことに気づく。

　ゴーレムの弱点は、核への物理攻撃だ。

　彼女は初心者の館で主席を取った、成績優秀な冒険者の卵である。

　懐から、えいっ、とサバイバルナイフを飛ばし、ゴーレムの核を貫いて停止させる。

「あの。どうかしましたか……？」

　そしてメイヤーが小首を傾げると、会議中から大歓声を浴びたのであった。

「あの恐るべきゴーレムを一撃で！」

「頭脳だけでなく実力も備えているとは！」

「さすが我が国の未来を担う人物……まさに、格が違う……」

（なんかまた誤解されてるんですけど!?）

　メイヤーの見立てでは、ゴーレムが取り込んだ魔力は微々たるものだった。

　あと一〇秒もすれば、稼働停止していたはず。

　瀕ひん死しのモンスターにうっかりトドメを刺したら、棚ぼたで英雄扱いされた気分である。







　荒れた会議室がパタパタと片付けられ、椅子を勧められたメイヤーには慰労のため高級な菓子やら紅茶やら運ばれてきた。

　どうしたものか困っている間に、コホン、と国王陛下が場を整えるように咳払いをする。

　……なんかいやな予感がする。

「会議の場にいる諸君等も、いまの一件で改めて、メイヤー殿の実力を理解したであろう」

（違うんだけどなぁ～！）

「そこで次回のクエストについてだが、是非ともメイヤー殿。そなたにメインクエスト作成をお願いしたい」

「えぇ……」

「そなたの知恵と勇気をもって、あの恐るべき勇者ちゃん達を卒業させて欲しいのだ」

　今までいくつか助言はしたものの、クエスト作成の主役を任されたのは初めてだ。

　これは不味まずい。

　メイヤーは現実から目をそらしたくなり、一度は落ち込んだものの。

（でも……主役ってことは、失敗したら、お祓はらい箱の可能性も高くなる……もしかして、逆転のチャンスかも？　勇者さん達のクエスト失敗確率は、スキル【トラブルエンカウンター】の効果で１００パーセント。私がどんなクエストを出しても、絶対に失敗する。なら……）

　逆境は、チャンスでもある。

　メイヤーはいかにも緊張した風を装い、神妙に頷いた。

「分かりました。では私、メイヤー＝リノ。神妙に受けさせて頂きます！」

「おお。ついに天才軍師殿が動かれるぞ」

「次は……もしかすると、もしかするかもしれない……！」

　期待にどよめく会議室を前に、メイヤーは顔を伏せて笑みを浮かべる。

（クエスト内容は、いかに私の無能さを理解してもらうか……これは私に与えられた試練。私が野に帰り、牛さんと戯れるための、最後の試練……！）

「見よ。メイヤー殿が……」

「武者震いをされておる！」

「よほど恐ろしい計画を立てているに違いない……！」

　陛下とその幹部がざわめき、ふふふふふ、とメイヤーは悪魔の笑みを浮かべる。

（私、このクエストが終わったら、実家で牛さんと戯れるんだ……）

　その目もく論ろ見みを正確に知るものは、彼女以外には誰もいないのであった。
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　クエストの合間のある日、シャノは王都の治療院でシスターのお手伝いに勤いそしんでいた。

「いつもありがとうね、シャノさん」

「いえいえ。私も好きでお手伝いしていますから。それに、勉強にもなりますので」

　治療院とは文字通り、病気になった人への苦痛軽減や、怪我をした冒険者への回復を行う施設だ。

　本当はシャノも僧侶らしく、回復魔法を使いたいのだが……

　初心者ということもあり、普段は受付業務や薬出しをしていた。

「お邪魔します！　お姉ちゃーん！　ノンちゃんが怪我しちゃったの！」

「うわーーーん！」

　その受付に、子供達が泣きながらやってきた。

　シャノは「どうしましたか？」と優しく身を屈かがめる。

　むくれ面の少年は膝をすりむき、怪我をしているようだ。

「大丈夫ですか？　ええと……」

　シャノは対応できるシスターを探すが、丁度みな手が塞がっていた。

　アイテム袋へ手を伸ばすも、今日はポーションを切らしている。

「お姉ちゃん……？」

「ああ、ごめんなさい！　すぐ治療しますね！」

　迷ったものの、愛用の杖を手に取り、詠唱を始めた。

　シャノの回復魔法は、本人に自覚はないものの僧侶としては伝説級。

　ちいさな怪我など、たちどころに治してしまえるだろう。

　ただし。

「ええと……っ、むくれ面のお餅顔、ご飯の食べすぎはいけません！　無駄なお肉は怪我の治療に使いなさい、【ミニヒール】！」

　シャノの体質は闇属性に特化しており、力を発現するには悪口を言わないといけないという欠点がある。

　リリィの詠唱は口下手とイメージ不足が理由だが、シャノは体質だ。

　勉強でどうにかなる問題ではない。

　それでも、発動すれば効果は抜群。

　キラキラと白い光が少年に降りかかり、怪我はすぐに治療された。

　上手くいってよかった、と、ホッとするシャノ。

　が、子供達はこちらを見上げて……。

「このお姉ちゃんの呪文……なんか変！」

「お餅って言われたー！」

「イジワルー！」

「!?」
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「ど、どど、どうしたの、シャノちゃん!?」

　バイトから帰宅したミナが見たのは、ずーん……と落ち込んだシャノだった。

　普段は明るい瞳もいまは気力を失い、くすんで見える。

「あの……ミナさん。ご相談があるのですが……」

　シャノは遠慮がちな性格なので、自分からお願いすることはあまりない。

　だからこそ、ピンチの時は何でも聞いてあげたい！

「シャノちゃん、何でも言ってね？　美味しいお菓子をお腹いっぱい食べたいとか、ちょっと高いけど強い装備品を買いたいとか！　あたし何でも手伝うから！」

「はい。では……」

　シャノは遠慮がちに、しかし、薄くきれいな眉に力を込める。

　ここまで覚悟を決めた表情を、見たことがない。

　ミナは彼女の手を取りながら、絶対に、ぜっったいに彼女の力になろうと思った。

　仲間の望みを手助けすることも勇者の使命なのだ！

「私……」

　そしてシャノは勇気を振り絞り、身を乗り出してミナに告げた。

「私、悪い人になりたいんです！」

「それはちょっと考え直そう!?」

　なんでもは無理だった。
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「……つまり、シャノちゃんの魔力の元は【闇魔力】だから、悪口を言わないと詠唱できない。

　詠唱をすると、相手に怖がられちゃう。

　だから詠唱ナシで魔法を発動するために、自分が悪い人になって【闇魔力】を高めよう、と」

「はい。私の詠唱は……独特なので……」

　シャノの話を聞いたミナは、うーん！　と腕組みをして考え込んだ。

　魔法詠唱が体質やイメージに左右されること。

　シャノの詠唱は、リリィと根本的に異なり改善が難しいことの説明を改めて聞き、ミナはおそるおそる確認する。

「で、シャノちゃん。どれくらい悪いこと、するのかな？　……も、もしかして……クエストの報酬を独り占め、とか……！」

「そんな悪逆非道なことは致しません！」

「じゃあ半分占め！　ううん、四分の一占め！　……だと普通か。うーん、どれくらい？」

「それが……分からなくて」

「えっ」

「ミナさん。悪いことってそもそも、どうやればできるんでしょう？」

「うーん……それは難しいね……」

　人のよい勇者と僧侶は、うんうんと唸り始めた。

　これは難題だ。

　マグマゴーレム退治より、手強いかもしれない。

　とはいえ仲間のために、ミナは知恵を振り絞る。

「シャノちゃん。例えば、落とし物のお財布を拾わない、とか？　わざと無視するんだよ！」

「ミナさん、それは悪質すぎて私の心が痛みます……それに、他の悪い人に拾われてしまうと大変ですし」

「そ、そうだよね。勇者が落とし物拾わないなんて失格だよね……でも勇者物語の勇者は、民家のタンスを漁あさって、薬草とか持って帰ったらしいよ？」

「ふつうに泥棒じゃないですか！」

「た、たぶん家の人の許可取ったんだよ……もしくは寄付なのかも……？」

　昔の勇者にも事情があったのだろう。

　善意で貰えたとか。

　装備品が買えないので、恵んでもらったとか。

　決して手癖が悪いとか、金欠で条件反射的に、ではないと思いたい。

　ミナはうーん、と首をひねる。

　悪くないけど、悪いこと。

　他人に迷惑をかけないギリギリの悪。この絶妙なバランスを突破するには……

「シャノちゃん。こういうの、どうかな？　クエストに遅刻しそうなくらい、ギリギリまで寝坊する、とか。ギリギリなら遅刻じゃないよね？」

「あっ、それは丁度いいくらいに悪いことな気がします」

「うんうん。じゃあ具体的な計画を立てよう！　まず寝坊するには、きちんと夜更かししないとダメだよね。そのために、夜に、こっそりお茶会をしないと」

「夜にお茶会……なんて罪深い……！」

「ふふ。勇者だって、やるときはやるんだよ？」







　という訳で。

　その夜は久しぶりに、ミナとシャノの二人お泊まり会を開くことにした。

　深夜、いちご模様の寝間着姿でやってきたシャノに、ミナは紅茶とクッキーでおもてなしをする。

　ナプキンを添えた夜食の準備に、シャノは目を丸くする。

「ミナさん、このお菓子は……」

「ふふ。深夜のお夜食だよ……夜に食べるお菓子は一段と美味しく、そして罪深いんだよ」

「なんて恐ろしいことを……！」

「さあ、お食べ。たーんと、お食べ」

　ミナに勧められ、シャノはごくりと唾を飲む。

　お夜食！　体重を気にするお年頃の彼女達にとって、恐るべき大敵！

　これは大変に悪いことだと思ったシャノは、さらなる罪に気づく。

「ミナさん、このクッキー……冒険者が携帯する、魔力回復アイテムでは？」

「よく気づいたね、シャノちゃん。そう、睡眠で魔力を回復する前に、意味もなく魔力を回復する！　しかも携帯用！　冒険に持っていけるものを、自宅で食べる！」

「そんな……！」

「しかも、あたしの自腹だよ」

「ひ、人のお金を無駄遣いするなんて！」

「これが真の悪だよ、シャノちゃん……！」

　あまりの非道に凍りつくシャノ。

　でも、彼女自身が望んだことだ。

　悪の道を歩むことで魔力をパワーアップさせるための手段なのだ。

　覚悟を決めて、挑まなければ！

　そう自分に言い聞かせるシャノだったが……

　どうしても指は動かず。

　シャノはがくっと項垂れて敗北した。

「……すいません。私、分かってても手が出ません。これは、初心者にはレベルが高すぎたようです」

「うん。実はあたしもちょっと思ってた……クッキー戻しておくね？」

　それから二人は紅茶を楽しみ、計画通りに夜更かしお喋り大作戦を始めた。

　久しく二人だけの話題に花が咲き、ほどよく夜が更けた頃、ミナは眠たげに呟く。

「でもさ、シャノちゃんは魔法はきちんと使えるんだから、急がなくても大丈夫じゃない？　それにあたし、シャノちゃんの詠唱、好きだけどなぁ」

「いえ……やっぱり人に怖がられてしまうのは、いやですから。……それに」

　お布団に寝転がりながら、しょんぼりと落ち込むシャノ。

　やがて寂しそうに微笑んだ。

「最近、ミナさんもリリィさんも成長してますし、ユルエールさんも鎧を使わず戦おうと決意して……だから私も、負けずにパワーアップしたいな、って」

　ミナはふと気づく。

　クエストは変わらず失敗続きだけれど、最近確かに、小さな一歩を踏み出している感覚があった。

　ミナは聖剣スキルを取得し。

　リリィは一度だけ、詠唱を完全成功。

　ユルエールも鎧を脱いでパワーアップを……

「シャノちゃん、ユルちゃんは別にパワーアップはしてな……」

「しーっ。ダメです、本当のことを言っては」

「そだね。秘密、秘密」

「それに鎧を脱いで通常攻撃を当てられたのは、大きな一歩だと思いますし」

　羨ましい、と彼女はそっと呟いた。

　温厚なシャノにも、みんなに遅れたくない、という反骨心があるのだ。

「……そっか。うん、分かるよ。あたしも勇者になろうって頑張っても、失敗ばかりで慌ててたから」

　そしてミナはにこっと笑って、

「じゃあ明日、まずは頑張って朝寝坊、しよう。先に起きた方が負けだからね！」

「はい！」

　ぐっと拳を握り、布団に入るミナ達。

　もふもふの温ぬくもりに包まれながら、彼女のために何かしてあげたいな、と夢の中で思うのだった。







　で、翌朝。

　リリィが朝食の準備に起きてくると、ミナとシャノが揃って部屋から出てきた。

「リリィちゃんおはよー」

「おはようございます、リリィさん」

「ん。……同じ部屋に寝てたの？」

　リリィは不思議そうに目をぱちくりさせて、

「ミナ、今日は早起き。シャノと一緒だったから……？」

「「はっ!?」」

　ミナ達ははたと気付く。

「普通に起きてしまった……！」
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　作戦は見事に失敗したのであった。
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　その後もミナとシャノは「悪いこと」に挑戦するものの、なかなか上手くいかなかった。

　良い人すぎたのである。

　三日ほど過ぎて結局「悪いこと作戦はなしにしましょう……」というシャノの一言で作戦は流れたものの。

　ミナは彼女のお願い事を、きっちりと頭の片隅に留とどめていた。

（シャノちゃんのお願いだし、うん、なにか別のかたちで、協力しよう！）

　悪いことはできなくても、闇魔力のパワーアップができればいい。

　そう考えたミナは密かに調査を行い、次のクエストに混ぜ込む機会を狙っていたのである。
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「ねえねえ、ロジーナさんから次のクエストもらったよ！」

　シャノの相談から数日後、ミナは新しいクエストを片手に宿舎へ飛び込んできた。






　クエスト：ベーネティア山脈の写真を撮ってきてください！




　内容：王都一美しいと呼ばれるベーネティア山脈の写真記録をお願いします。日時、場所、手段はいずれも問いません。最高の一枚をお願いします。

　報酬：８０００ベルク

　期日：14日






「ミナ、写真……とは、何ですの？」

「最近できた魔法技術でね、風景を切り取ったように保存して、絵として出力できるんだって」

　ミナは四角い額縁型の魔法具を見せる。

　枠に収めた風景を絵画として保存でき、その精度は本物をそのまま捉えたように絵になることから『写された真実＝写真』と名付けられたとか。

　ただし写真用魔法具は高価かつ一度限りの使い捨てのため、普及には至っていないという。

「という訳で、あたし早速、絵になる場所を見つけてきました！　こことか、どうかな？」

　ミナが地図を広げて示したのは『満月の塔』と呼ばれるタワー型迷宮だ。

　湖に浮かぶ孤島。その中心にそびえ立つ塔への道は、満月の夜にのみ開くという。

「満月の塔の頂上から、ベーネティア山脈を写しちゃおう大作戦！　きれいなお月様の下で、素敵な山の写真が撮れるんだよ？　ねね、行こう行こう！」

　わくわくとはしゃぐミナ。

　ここで決定！　ぜひ行こう！

　と、せかすミナであったが。

「満月の塔も宜しいですけれど、今回のクエストは写真撮影なのですわよね？　でしたら、ペンネ湖より見上げる山脈もなかなかに宜しいかと」

　ユルエールが地図を指さし、ペンネ湖とベーネティア山脈を直線で結ぶ。

　王都一の湖を背に山脈を写せば、美しい自然の息吹を感じられることだろう。

「う……い、いやでも、ほら。満月の塔の方がきっときれいだよ！　塔から見る山、最高！　ね、ね。リリィちゃんもそう思うでしょ？」

「ん……でも、山の撮影なら……」

　リリィがそっと、地図にある別の塔を指さす。

「ナジミの塔。こっちの方が……」

「あら。高さも満月の塔とほぼ同じ、距離も近く、難易度も低い？」

「上位互換ですね。では、こちらに……」

「えええっ!?」

　ちょっ、待って、とあわあわするミナ。

「ほ、ほら！　満月の塔なら、きれいな満月が見えるし！」

「満月の日にナジミの塔に登れば良いのでは？」

「……と、塔でレアなアイテムが出るかも！」

「ナジミの塔、たまに希少な鉱石が出るそうですけど……」

「う、ぐっ」

　ミナはぐぬぬと唇を震わせ、ぷるぷると顔を真っ赤にしている。

　その様子を見たユルエールは、ふっ、と笑みを浮かべる。

「ミナ。……わたくし気付いてしまいましたわ。あなた、隠し事をしていますわね!?」

「ええっ!?　な、なんでユルちゃん分かったの!?」

「今のあなたの動揺っぷり。わたくしが鎧のことを隠しているときに、そっくりでしたもの！」

「さ、さすがだね、ユルちゃん……あたしの嘘を見抜くとは……」

「……わたくしも口にしておいて何ですけれど、自分が情けなくなりましたわ……」

　ずーん、と落ち込む二人。

　とはいえ、嘘がバレてしまったなら仕方ない。

「じつはね？　そのぉ……満月の塔に……あの……」

　ミナは指先をもじもじさせ、唇をつんと尖らせる。

「闇魔力をパワーアップしてくれる秘密があるって聞いて……」

　シャノが、あっ、と心辺りを思い出した。

「ミナさん、この前の話を覚えてて」

「い、いやチガウヨ？　偶然ダヨ？　そう、あたしが選んだクエスト先に、偶然そういう場所があるだけなのっ！　だからこれは、写真クエストと一緒に別のことしようって訳じゃなくてね？　その……」

「あなた分かりやすいですわね、本当」

　呆れるユルエールの隣で、リリィがそっと植物図鑑を開く。

「満月の塔には、珍しい薬草もある。クエストと一緒に採取すると、収入になる。行く価値はある」

「本当!?　じゃあクエスト攻略と一緒に薬草も採取しよう！　ありがと、リリィちゃん！」

「ん」

「……リリィ。ちなみにその薬草とはどんなものですの？」

「…………」

「こっちも分かりやすいですわね!?　ああもう分かりました、今回は満月の塔に致しましょう！」

　ユルエールが了解するなか、シャノは恥ずかしそうに頬を搔いて、照れてしまう。

　ミナが覚えててくれたんだという喜びと、みんなの前で暴露された恥ずかしさが入り交じり、なんとも言えず唇を綻ばせる、シャノであった。







　とはいえ満月の塔は中級に近いダンジョンだ。

　攻略は一筋縄ではいかないだろう。

　が、ミナはそこも計算済みである。

「ふふん。あたしに任せて。闇魔力、闇のダンジョンといえば、頼りになる助すけっ人とがいるの！」

　という訳で、彼女が連れてきたのは……

「じゃーん。あたし達の大先輩、ヴェリルちゃんです！」

「って、何でアンタ達の手伝いしなきゃいけないわけ!?　アンタが『いいバイトがあるから手伝って』って言うから引き受けただけよ!?」

「まあまあ、ヴェリルちゃん。バイト代は払うから、お願い！」

「ったく……分かったわよ、もう！」

　ふん、と鼻を鳴らすヴェリル。

　それを見たユルエールはふと思った。

「あなた、大分馴染んできましたわね」

「うっさいなぁ！」

　じつは自分でも多少自覚があったので、恥ずかしいヴェリルであった。




[image: ]




　王都より馬車にて一日かけて進んだ、とある湖に囲まれた迷宮『満月の塔』。

　伝承に従い、満月の夜のみ開かれる道を進み、ミナ達は迷宮の入口を訪れていた。

　いつも通りユルエールを先頭に、薄暗い廊下を進んでいく。

「ヴェリルちゃん。塔にはトラップも多いって聞いたけど、どんなのがあるの？」

　初心者用迷宮にもトラップはあるものの、指をぱっちんと挟んだり、頭上から木の板が落ちてくるような軽いものしかない。

　しかし中級以上だと『落とし穴』や『落石』、『睡眠ガスを浴びせられて行動不能の合間にモンスターにタコ殴りにされる』他『強制ワープさせられ石のなかに埋まってしまう』など凶悪なトラップもあるという。

「そうね。例えば……」

　ヴェリルが説明しようとしたとき、カチリ、と足下で音がした。

　飛んできた鉄矢をひらりと避けたヴェリルは、すかさず正面から飛来した魔法矢をレイピアで切り落とす。

「トラップがひとつと思わないことね。こんな風に、避けたところに二重トラップなんてこともあるわ」

「おおー！　ヴェリル先輩……」

「ふっ。もっと褒めてもいいのよ！」

　にやり笑うヴェリルに、ミナがしきりに感心していると。

　カチッ、という音とともに青白い魔法矢が数本放たれ、シャノの背中にぜんぶ刺さった。

　げっ！　と思ったヴェリルだったが。

　矢はぽきっと折れて地面に落ちる。

　シャノの防御力が高すぎたのである。

「……？」

「しまった、罠踏んでる！　不発で助かったね、シャノちゃん！」

「いやバッチリ発動してるから！　アタシの自慢を返しなさいよ！」

　まったくもう、と頬を膨らませるヴェリル。

　こいつらにかまって損したわ！　と勇者一行を睨んだ彼女は、リリィがいないことに気づく。

「ちょっと、あの魔法使いはどうしたの」

「宝箱みつけたみたい。あっちで開けてる」

「だから気をつけなさいって……あ、ああっ！」

　ヴェリルが目にしたのは、宝箱に擬態したトラップモンスターを開こうとするリリィだ。

　トラップモンスターにも種類があり、頭からがぶりと食らいつく型、即死魔法をぶっ放す型、宝箱の底から足を生やして二足歩行しトンファーキックを放つ型など様々だが、いずれも開けた瞬間に致命傷を負うのは確実。

　並の冒険者では、帰還の翼送りが確定だ。

　……なのだが。

　リリィは普通にトコトコと戻ってきた。

「ん。薬草あった」

「良かったね、リリィちゃん」

「？？？？？」

　あれ、自分の見間違えか、とヴェリルは目をこすり……。

　念のため、薬草のあった宝箱をつついてみる。

　注意しつつフタを開くと、奥底に光る青白い瞳と目が合った。

「……アンタ何してるの。ミミックでしょ……？」

『オレ　ニンゲン　マルカジリ』

「だったら襲いなさいよ。即死魔法とか使えたでしょアンタ」

『オレ　アイツニ　マルカジラレル　　アレ　マジデ　ヤバスギル』

「本能が危機を感じ取ったのね……」

　ミミックは震えていた。

　賢いモンスターだったらしい。

　ちょっと同情するヴェリルだったが、彼女とて魔族の端くれ。

　ニヤリ、といやらしく口を三日月に釣り上げる。

「いいわ、見逃してあげる。でもこういうときは魔族らしく、貰うものは貰わないとねぇ？　……黙っててあげるから、アナタの誠意ってヤツを見せてもらえないかしら？」

　指先で丸印をつくり、金をせびるヴェリル。

　ミミックが瞳を細め、ぱかっと宝箱を開く。

「ん？　どれどれぇ？　いいものあるかしら？　……ん？　何もな」

　がぶり！　と思いっきり嚙まれた。
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「ヴェリルちゃん!?」







「ぐすっ……えぐっ……」

「もー、罠に気をつけようって言ったのヴェリルちゃんだよ？」

「そうね……アタシの心の油断が招いた罠だったわ……」

　ミミックから救出されたヴェリルであったが、その身体は魔物の唾液でべたべたなうえ、衣服に歯形までつけられてしまう。

　先輩としての面目丸つぶれなまま、浄化魔法を使うヴェリルであった。




　そんなトラブルに見舞われつつも、ミナ達は順当に階段を上り、早くも塔の中層階へ。

「モンスターあんまりいないね」

「ですわね……もう少し手強いと聞いていたのですが」

　ミナ達は知らないことだが、満月の塔の下層にはミミックをはじめ、プチデビルやリトルデーモン等、多少の知性と魔力感知能力を持つものが多く生息していた。

　知性あるものは、恐怖を理解し回避する。

　つまり、ミナ達を恐れて姿を消していたのだ。

　そうとは知らず、彼女達はミミック以外に戦闘を挟まず塔の五階へとたどり着く。

　一面の吹き抜けとなったそのフロアは、モンスターの影ひとつなく。

　塔の外から淡い満月の光が届くなか、後方の階段と、中央にミナ達の背丈を大きく越える、闇色の鏡がひっそりと佇んでいた。

「わ、すごい。おっきな鏡！」

「姿見にしては不自然ですけれど……」

　これは何かなとミナ達が近づこうとした時、鏡がきらめく。

　ミナ達の頭の中に、厳粛な声が響いた。

『汝、闇の神との対面を望む者か』と。
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『汝、闇の神との逢おう瀬せを望むか』

「えーと……神様？」

「勇者ミナ。満月の塔には、闇の神様が住んでいるという話を聞いたことがある？」

　ミナ達を差し置き、鏡の前に出たのはヴェリル。

　その口元には、怪しい笑みが浮かんでいた。

「その神は、かつての魔王様と勇者がいた頃から存在する、なんて噂もあるけど……その闇神様こそ、闇の魔力をパワーアップさせてくれる存在。そしてこの鏡こそ、闇の神様との対話ができる『満月の鏡』よ」

「へえぇー！」

「そしてご苦労だったわね、勇者ミナ！　アタシの目的は最初から、アタシ自身のパワーアップだったのよ！」

　振り向いたヴェリルが、びしっとミナに指先を突きつけた。

「そろそろ忘れてるかもしれないけど！　アタシは魔族、ヴェリル＝カノン！　勇者を倒し、世界を混沌に導く女！　最近なあなあで仲良しみたいに思われてるけど、今日こそ勇者を倒す！　そのために、アンタ達を騙してここまで案内させたのよ！」

「えええーっ!?　あれ、ヴェリルちゃん、バイトで受けてくれたんじゃないの？」

「本気で信じてたの!?」

　ミナ達は顔を見合わせる。

「思った……」

「思いましたわ」

「……（頷くリリィ）」

「すいません、私も正直そう思ってました……いい人だなって……」

「アンタ達アタシを何だと思ってんの!?　まあ、バイト料はバイト料で貰うけど、案内はしたんだから！」

　そして高笑いとともに、邪教の主のように鏡へと手をかざすヴェリル。

「でも、仲良しごっこもこれでお終しまい！　さあ闇の神よ、対面を望むわ！　そして、アタシに力を！」

『承った。では試練を受けるがよい』

「……は？　試練？」

　鏡がカッと光を放ち、ヴェリルを映す。

　直後、ミナ達とヴェリルの間を阻むように、闇の壁がせり出した。

『それは汝の心の闇。己の欲が深いほど、強き力を持つだろう』

　さらに闇からあふれた煙がゆっくりと立ち上り、溶けるように融合して。

　ヴェリルの前に、雲の巨人となって立ちはだかった。

『ＧＯＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡ！！！！！』

「は？　え、ちょ、聞いてないんだけど！」

　大暴れする雲の巨人が、闇夜に吠える。

『金をヨコセ！　名誉をヨコセ！　アタシにチヤホヤしろ！　巨乳ニナリタイ！　トモダチ欲シイーッ！』

「ちょ、何言ってんのこの怪物！　アタシ友達とか欲しくないし胸小さくないし！　ああもう先制攻撃でぶっ倒してやるわ！」

　ヴェリルが細剣を抜き、

「我が闇の心に応じよ炎、正しき者を塵と化す、紅蓮の宵刃となるがいい！　【ダークフレアエンチャント】！　そして【零距離突撃】！」

　闇と炎の混合付与魔法から、ヴェリルによる神速の突撃技が放たれる。

　スキル【零距離突撃】は閃せん光こうの如き速さで突きを放つ、シンプルながらも対近距離における決め技のひとつだ。

　鋭い刃はあらゆる敵の外皮を貫き、内側より闇の炎が食い破る複合技は、格上相手でも十二分に屠ほふれる威力を誇るだろう。

　惜しむらくは、相手が霧状かつ闇属性モンスターのため、突／炎／闇、すべての属性に対して耐性が高かったことだろう。

　生物には致命傷でも、雲の巨体にはぶにゅっとした感触しか残らない。

「あ、ヴェリルちゃん危ない」

「へぶっ」

　あっさり受け止められ、オマケに腕までずぼっとはまったヴェリルは、頭上から振ってきた巨人パンチを避ける術を持たなかった。

　ミナが聖剣を振りかぶるも間に合わず、グーパンでヴェリルはあっさり撃沈し、帰還の翼が輝いて退場した。

「もおおおおっ！　覚えてなさいよ勇者ミナぁーっ！」







　ヴェリルの消滅とともに闇の壁と巨人が消え、ミナ達も鏡の前へとやってくる。

「えっと。……シャノちゃん、どうする？　やってみる？　ヴェリルちゃんやられちゃったけど、大丈夫かな」

　力を手に入れるには、試練を乗り越える必要があるらしい。

　シャノは迷うそぶりを見せたものの、こくりと頷いた。

「皆さんのお力添えで、ここまで来られましたから挑戦してみたいと思います。もし失敗しても、帰還の翼がありますし」

「いざとなったら、必ず助けてあげるからね、シャノちゃん！」

　ミナが銅の剣を構え、ユルエールとリリィも武器を取る。

　仲間達にニコリと微笑み、シャノは鏡の前に立つ。

『汝、闇の神との逢瀬を望むか』

「はい。よ、よろしくお願いします！」

『承った。では試練を受けるがよい』

　さきほどと同じように鏡が瞬き、ミナ達とシャノの間に闇の壁が現れる。

　ぐっと杖を構えるシャノ。

　シャノ自身の持つ、深い闇。

　ヴェリルのときにはあれだけの怪物が現れたのだ。

　シャノの内に眠る悪意や欲望が具現化したら、どれほどに恐ろしいのか。

（緊張します。でも、負けてられません……！）

　みんなのお陰で、ここまで来られたのだ。

　絶対に負けられない、と杖を構えるシャノ。

　が……

　鏡から零れてきたのは、コップ一杯にも満たない、ぷにょん、としたスライムのようなものだった。

　うん？

「これって……私の闇、ですか？」

「あ。そっか！　シャノちゃん優しいから、闇がちっちゃいんじゃない？」

「そうなんでしょうか？　でも……」

　シャノは杖先で、闇スライムをつついてみる。

　ぷにぷにしていた。

「闇神様。これを倒せば良いんでしょうか？　ちょっと可哀そうな気もしますけど」

『……待たれよ。予想より闇が薄くて、我はそこそこ焦ってる。想定外のため神妙に待たれよ』

　思ったよりフレンドリーな闇神様の返事だった。

　シャノは言われた通り、ちょこん、と大人しくスライムと一緒に体育座りをした。

　なんとも平和な光景であった。

　そうして待つこと五分。

『うむむ。神たる者、本来ならば易やす々やすと姿を現すものではないのだが……』

　再び鏡から煙があふれ、現れたのは、魔法使いの三角帽子を被った老婆だ。

　暗褐色のローブ姿はミナ達よりも小さく、近所のお婆ちゃんにしか見えない。

　しかし老婆がまとう闇の魔力は段違いに色濃く、ミナが驚くほど。

「よくぞ来られた、冒険者よ。我の名は闇神ベイルティア。満月の塔の主である」

「おおー……！」

　これが噂の神様。

　勇者物語にも幾度となく綴られ、強大な力と伝説を持つという……

「思ったよりもちっちゃいですね」

「人が気にしてること、ずばっと言いおったなコイツ！」

　闇神様は姿を現してもフレンドリーだった。
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　ミナ達の前に姿を露わにした闇神様は、コホン！　と威厳正しく咳払いをした。

　魔法の水晶玉に腰掛け、ふわりと宙に浮く。

「本来なら、我が姿は試練を突破せし者にしか見せないのだが……どうやらシャノなる娘は、邪な心が薄いらしい。よって、鏡の試練は中止とする」

　闇神様の合図により、試練のため隔てられていたミナ達とシャノの間にあった壁が消滅する。

　神様の前にやってきたミナは、はい！　と元気に手を挙げた。

「闇神様、じゃああたし達の試練はクリアですか？　パワーアップできますか!?」

「それは別じゃ」

「えー」

「神たるもの、タダで力を授ける訳にはいかんのだ」

　闇神様の話によると、神が試練を下す理由には〝神格〟と呼ばれるものが関わるらしい。

　〝神格〟とは、神の威厳や、神に対する信仰そのものだ。

　人々から恐れ敬われ、有難き存在だという畏敬こそ神の力、すなわち〝神格〟となる。

　その神たる者が、ご近所さんを助けるようにホイホイと力を授けていては、有難みが薄れてしまう。そこで試練を貸し、苦難を乗り越えたという「有難み」が必要らしい。

「神とは存外面倒な存在なのだ。よって、そなたらには別の試練を与えようと思う」

「はい！　よろしくお願いします！」

「軽いのぅ。だが、良い返事じゃ。では、第一の試練！」

　すっ、と闇神様は鏡の後ろにある上り階段を示した。

「この『満月の塔』の、最上階まで到達するがよい」

「それだけでいいんですか？」

「うむ。だが、満月の塔を甘く見るでないぞ冒険者よ。満月の塔が初心者向けなのは、中層まで。ここより先は厄介な闇の魔物がわんさといる。数多あまたとひしめくゴーストの群れ、そなたらに突破できるかな？」

　では、最上階で会おう。

　会えたらな、と言い残して闇神様は煙のように消えた。

「よーし、みんな、頑張ろう！」

「ええ。とはいえ、ゴーストが相手となると……」

「ユルちゃん、オバケ怖いの？」

「そそ、そんなこと、ございませんわよ!?」

　ユルエールはちょっとびびりながら剣を手に取った。





＊






　最上階へと戻った闇神様は、宵闇のローブをはためかせ「ふふふ」と威厳たっぷりに笑ったものの、すぐに考え込んでしまった。

（しまった……つい勢いで最上階までと告げたが、あやつら塔の上まで来れるのか？）

　満月の塔は中層階以降、ミナ達に説明した通りゴーストやレイスといった悪霊系モンスターがひしめく魔境だ。

　物理攻撃が通じにくいうえ、魔法も炎や光以外は効果が薄い。

　耐性が多いというのは、それだけで冒険者殺しになる。

（しかも奴等のリーダー、銅の剣装備であったし……よもや初心者か？　ちと厳しすぎたか）

　これでは塔の最上階に到達できず、帰還の翼で帰されてしまうかもしれない。

（とはいえ、これも冒険の厳しさよ！　うむ、わしは悪くない！）

　と、闇神様がひとりうんうん頷いていると。

　どーーーーーん！

　と、塔が揺れた。

「な、なんじゃ!?」

　巨大な振動に慌てて窓を見るが、巨大ワイバーンの襲来や、隕石魔法を撃たれた形跡もない。

「塔の中か？　何かの魔力暴走か……あやつらは大丈夫か!?」

　水晶玉を取り出し、透視魔術で冒険者達を観察する闇神様。

　この塔の中であれば、彼女の瞳はあらゆる場所を捉えることが可能なのだ。

　やがて、ぼんやりと映し出されたのは……




　強力なゴーストやレイス達が悲鳴をあげて逃げ惑う（逆の）地獄絵図であった。




「……は？」

　闇神様は言葉を失う。

　その間にも冒険者達はぶんぶんと武器を振り回し、廊下を駆けていく。

「ユルちゃん、そっち行ったよ！」

「おお、オバケなんて、ここ、怖くありませんことよーっ！」

　騎士の女が悲鳴をあげ、目を瞑つぶりながら剣を振る。

　その一撃は物理攻撃を90パーセント近く無効化するはずのゴーストを、どごぉっ！　と力任せにぶった切った挙句、（物理で）昇天させていくという意味不明なものだった。

「シャノちゃん、壁からも来たよ！」

「はい！　友達いないオバケはおうちに帰って引きこもれ！　帰るべきは墓の穴【ターンアンデット】！」

　詠唱直後、白い霧がゴーストの足下より吹き上がり、一撃で消失させる。

　職業【僧侶】の持つ、対ゴースト系の浄化魔法だが明らかに威力がヤバイ。

　さらには、

「ふ、ファイアボール！」

　ちっこい魔法使いの手から放たれた初期魔法は隕石の如く巨大な炎となり、ドゴンドゴン！　と大量のゴースト達を散らした挙句、壁に衝突するたびに満月の塔を揺らしていた。

（あれかーーーーー！）

　そんな馬鹿な、と思う闇神様の前で、リーダーらしき女が銅の剣に光を収束させていく。

「よーし、あたしも頑張るぞー！　えーと……たくさんのモンスターを退治する、すごいの出てこい！　聖剣スキル【破壊神】！」

　リーダーはさらに現れた大量のゴースト相手に、聖剣を振り下ろす。

　聖なる光がもくもくと湯気を立て、やがて巨大化していく。

「って、ミナ、いまの何ですの!?」

「え。なんか一気に倒せるの出てこないかなと思って……」

　ミナの願いが、強力な存在という意識につながったのだろう。

　あふれた光が中心部に鳥籠の形状を作り上げ、その周囲を白いブロックが固めていく。

　やがて塔の中に巨大なゴーレムとして顕現したそれは、ゴーストもレイスも勇者達もおかまいなく攻撃し始め、塔の中で大暴れを始めたのだった。

「「「マグマゴーレムだー！」」」

　どーーーん！

　どーーーん！

（あれもかーーーー！　って、なんじゃありゃーーー！）

　塔の破壊音はさらに続き、闇神様は（あいつら、わしより強くね？）と本気で思いながら、ふと気付く。

　……あいつら、何しに来たのじゃ？

　闇神様は首を傾げ、このままでは自分の威厳が、神格がまずい、と眉に皺しわを寄せて唸り始めるのだった。
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　そして、ミナ達は満月の塔の最上階へと到達した。

　中層と同じく吹き抜けとなったフロアだが、階段が見当たらず、外周から見える景色にいつしか雲が交じっている。

　その中央に、闇神様は最初と同じように浮いていた。

「闇神様、到着しました！　お待たせしてごめんなさい！」

「う、うむ。ぶっちぎりの最速記録だが……よくぞ来た、我が塔の最上階へ！」

「じゃあ合格ですか!?　パワーアップしてもらえますか!?」

「それは次なる試練をクリアしてからじゃ。塔を登るとき、第一の試練と言うたであろう？（てゆーか、このままでは我の神格がダダ下がりなのじゃ）」

　闇神様が詠唱とともに両腕をあげ、召喚陣を呼び寄せる。

　現れたのは中層にあった『満月の鏡』だ。

「第二の試練。それは、そなたら自身の影と戦うこと！」

　鏡がきらめいて煙を吹き出し、現れたのはふたつの黒い影。

　剣を手にした闇色の騎士と、ロッドを手にした魔法使いだ。

「わたくしと……リリィの、影？」

「左様。この影の力は、そなたら自身の実力を映したもの。そなたらが数多の魔法を扱うなら、影もまた数多の魔法を扱うであろう。華麗な剣技を扱うのなら、影もまた剣技を扱うだろう。己と等しき能力を持ちし影に、見事打ち勝ってみるがよい」

　闇神様が召喚したシャドウモンスターは、相対する敵が強いほど自身も強くなる特徴を持つ。

　いや、人間らしい感情を持たない分、その実力は本人すらも上回ると言える。

　まさに高レベル殺しの強敵であった。

「みんな、気をつけてね。自分との戦いだよ！」

　剣を構えたミナ達に、まず仕掛けてきたのはシャドウユルエール。

　持ち前の身体能力を生かし、本物のユルエールへ一気に詰める。

　神速の如き踏み込みに、ユルエールの反応が遅れ、闇色の剣が、

　すかっ。

　空振りした。

「…………」

　シャドウがもう一度勢いよく振りかぶり、

　すかっ、

　すかっ、

　剣を振りまくるが一発も当たらない。

　ちなみに、シャドウモンスターは能力は映せても、装備品までは模倣しない。

　魔物に感情はないはずだが、困惑したように武器をぶんぶん振り続けるシャドウユルエール。

　それを見た本物のユルエールは、

「こ……公衆の面前で、わたくしの恥を晒さないでくださいませー！」

　顔を真っ赤にして、シャドウを一撃でぶった切った。

「これでは、わたくしが完全なぽんこつに見えてしまうではありませんかっ！　誰がぽんこつですか、もうっ！」

　二度三度と振り下ろし、シャドウを粉みじんにするユルエール。

　その隣ではシャドウリリィが杖を構え『我が呼応に答えよ深しん淵えん、そのにゃの、にゃ、名の呼びゅ』と詠唱失敗が続いてあたふたしている。

　対する本物のリリィは頬をぷくぅと膨らませ、ものすごく不満そうだ。

「ファイアボール。……もう一回、ファイアボール」

　念入りに二度放ち、あっさり撃破。

　が、二人揃って大変に不満そうだ。

「己との戦い……恐ろしいですわね、リリィ」

「最強の敵だった……」

　闇神様もドン引きであった。

「マジかー……お前さん達マジかー……」

「ねえねえ闇神様！　あたしは？　勇者シャドウは？」

「う……そなたのシャドウは……出そうとした直前で、イヤな予感がしてな。妾わらわにはわずかに未来を予知する能力もあるのだが、なぜか満月の塔が大爆発する気がして、止めた」

「えー！　楽しみにしてたのに」

「ぐぬ……妾これでも数百年生きておるが、シャドウ相手に楽しみだとか不満顔されたのは初めてじゃぞ……」

　秘蔵のモンスターを呆あっ気けなく倒され闇神様は、どうしたものかと重い腰をあげる。

「闇神様、じゃあ今度こそクリアですか!?」

「まだじゃ。こういう試練は第三まであるのが定番なのじゃ。が、その前に……」

　どうしたものか、と考えた闇神様は先の疑問を思い出した。

「最後の試練を受ける前に、ひとつ聞きたい。お前さん達、この塔に何しに来たんじゃ？」

「シャノちゃんの闇魔力をパワーアップさせるのと、写真撮影に来ました！」

「これ以上強くなってどうするんじゃ……そなたらはもう十分に強い。それとも妾の知らん間に、人類の基準がおかしくなったのか……？」

　首を傾げる闇神様にミナが事情を説明し、続いてシャノがお願いしますと頭を下げる。

「ふむ。悪口詠唱を治すために、闇魔力をより強くしたい、と。……そんなに気にすることか？　悪口くらい、可愛いもんであろう」

「でも、怖がる人もいまして……」

「勝手に怖がらせておけば良いではないか。癒しの力を施してもらっておきながら恩知らずな奴等め」

「いえ、その。それも理由ではあるんですが……」

「他にも理由があるのか？　ふむ。……試練とは関係ないが、我も神に名を連ねる者。相談に乗ろうではないか。こっそり話してみると良い」

　シャノはちょっと戸惑ったが、相手は数百年を生きた神様だ。

　知恵を持っているかもしれない、と闇神様に近づき、耳打ちする。

　少しして、ぷっと闇神様が大笑いした。

「いやお前さん『自分の詠唱がヘンだと、仲間もヘンに思われるかも』って、そんなの気にする連中でなかろうに」

「ちょっ、どうして大声で言っちゃうんですか!?」

　あわあわするシャノに、ミナは「そうなの？」と驚く。

　ミナはてっきり、シャノ自身が恥ずかしいから詠唱を改善したいのだと思っていた。

　尋ねると「だって……」と、シャノがしょんぼりと俯いてしまう。

「私達は見習いですけど、勇者一行です。なのに子供達を怖がらせてしまうのは、勇者の仲間の僧侶失格だと思うんです」

「いや全然そんなことないよ!?　シャノちゃんすごいもん！」

「ぅ……ミナさんはそう思うかもしれませんけど、やっぱり対外的な評判とかありますし……それに皆さん、最近自分の弱点を治そうと頑張ってましたし、私も、何かしないとなって」

　シャノ的には納得がいかないらしい。

　なんかすごく可愛い理由だった。

　話を聞いた闇神様が、ふむぅ、と頷く。

「なるほど。そなたは己の悪口詠唱が、仲間に迷惑をかけると思ったので治したい。そして、仲間に追いつきたい、と」

「はい」

「理由は分かった。それならば……第三の試練は、これにしてみようか」

　闇神様は水晶玉に腰掛けたままふわりと浮かび、両腕をあげる。

　直後、ミナ達を囲うように、黒い霧が渦巻いた。

「お？　おおっ!?」

「我が秘術、闇の深淵をお見せしようぞ」

　闇神様の合図とともに、世界が光ひとつない黒へと塗りつぶされていく。

　その闇の外側より、闇神様が荘厳な声で語りかけた。

「僧侶の娘よ。今より放たれる妾の闇魔法を、そなたが防いでみよ。ただし詠唱は許可せぬ。無詠唱のまま、妾の最大魔法を防ぎきるがよい。それを第三の試練とする！」

「これを無詠唱で……！」

「左様。そなたは詠唱を改善したいのであろう？　ならば、これは乗り越えるべき試練である」

　そして闇神様による、最終試練が始まった。
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　満月の塔に住まう者、闇神ベイルティア。

　外見こそ人間の姿を保っているが、その本質は、カタチを持たない魔力エネルギー体そのものだ。

　種族的にはゴーストやレイスに近く、その魔力はフロア全てを覆い尽くすほどに規格外。

　闇神様と名乗るだけの力はあるのだ。

「第三の試練として、妾が放つのは闇魔法『シャドウフレア』。その一撃を僧侶の無詠唱魔法で弾き、中心部の円から追い出されなければ勝ちとしよう」

「シャドウフレア……！」

　驚いたのはリリィだ。

　シャドウフレアは闇属性の最上位にあたる魔法。

　それは闇属性に限らず、あらゆる魔法の中でも最上位に位置する破壊力を持つ、切り札級の爆炎魔法である。

　その使用者が規格外の力を持つ神様相手となれば、リリィが臆するのも当然だ。

「闇神様……その魔法、強すぎ……」

「その辺は調整するから大丈夫じゃよ。それとも、自信がないか？　自らの手で、パワーアップを勝ち取りたいと思わぬか？　僧侶の娘よ」

　挑発され、シャノは臆しながらも杖を取る。

　にっ、と闇神様が、闇の奥で笑った気がした。

「では最終試練を始める。──星出づるときより、原初にありし核たる炎、祖を抱くは闇の空！」

　闇と同化した闇神様の詠唱が、吹き抜けのフロアに朗々と響く。

　緊張するシャノの横で、ふと閃いたのはミナだ。

　闇魔法『シャドウフレア』は極めつきの高威力だが、詠唱が長く、出所が相手にバレバレという弱点がある。

　防御方向をひとつに定められるなら、シャノの防御魔法を一点に集中することも容易い。

「シャノちゃん、相手の方向に向いて、ばしっと防御魔法を決めよう！」

「はい！　……でも、相手はどこにいるんですか？」

「え？」

　ミナが見渡すも、周囲は闇に包まれ闇神様の姿は見えない。

　質問！　と手を挙げた。

「闇神様。魔法はどこから撃ってくるんですか？」

「宵闇の神たる我が祈りに……それは秘密じゃ。三六〇度、全方位に警戒してみよ」

「えーっ！　ずるいっ」

「妾は闇の神ぞ、インチキくらい当然であろう！」

　三六〇度の防御となると、シャノの防護壁の効果は薄くなる。

　そのうえ詠唱破棄をした場合、魔法威力は一〇分の一にまで低下するのが定説だ。

「と、とりあえず頑張ります！　っ……（マジックプロテクション）！」

　ミナ達全員が球型の防御壁に包まれる。

　が、無詠唱で放たれた光は、いつもの強固な結界に比べると、紙切れのように頼りない。

「シャノちゃん、大丈夫？」

「二重にかけてみます！　これなら……！」

　シャノが杖を構えて、二重障壁を展開。

　薄い壁が二枚に広がり、ミナ達を包み込む。

　だが。

「宵闇の魔力よ、我が灯火となりて覆せ！　【マジックブースト】！」

「あっ、闇神様、魔力増幅してる！」

「シャドウフレアだけを撃つとは言っとらんぞ？　ついでに喰くらえ【ブラックカーズ】！」

　闇神様から放たれるのは、全ステータスを低下させるデバフ魔法だ。

　しかし、バチン、とミナ達は素の魔法耐性で弾き、ユルエールに至っては物理で切り伏せてしまう。

「ぐぬ……非常識な……ならば【マジックブースト】！　【マジックブースト】！」

「あーっ、ずるだよそれ！」

「闇神ならずるくて当然。さあ、僧侶の娘よ。どうする？　これを受けきることができるかな？」

　さらに魔力を増幅させ、塔の最上層を吹き飛ばすほどの魔力に、シャノは震える手で杖に力を込める。

　本来、彼女の防御魔法は鉄壁だ。

　ミナの聖剣スキルですら、突破するのは容易ではないだろう。

　しかし今は無詠唱により、防御力は一〇分の一。

　そのうえ相手は、闇神様と呼ばれる最高峰の神が放つ全力の一撃だ。

　防ぐことができるのか。

　いや。

　シャノが本当に心配しているのは、そのことではなくーー

「っ……！」

　彼女は迷う。

　闇神様はそれなりの手加減をしてくれてるから、軽い怪我で済むだろう。

　失敗してもいい、果敢に挑戦すれば良いのだ。

　でも……。

　シャノは杖を構え、三重防壁を展開しながらミナを見た。

　がんばってね！　と応援する、笑顔のミナ。

　無言で、シャノをじっと見つめるリリィ。

　「神様なんてぶっとばしておしまい！」と拳を振るう、ユルエール。

　自分を一生懸命に励ましてくれた彼女を、仲間を──

　僧侶たる自分が〝手加減〟して守りきれず、怪我をさせるなんて。




　闇が膨れあがる。

　魔力発動の瞬間を視覚的に捕えたシャノは、そして決断した。

「闇の奔流よ、その全てでもって世界を抱け【シャドウフレア】！」

「っ……インチキ卑ひ怯きょうな闇神様、そんな悪い子の力なんて追い返しちゃえ！　【オーバープロテクション】！」

「えええっ!?　詠唱しちゃっ……」

　びっくりするミナの前で、シャノの闇魔力が輝き、力ある声を振り下ろす。

　通常の防護魔法【プロテクション】を拡大した上位魔法。

　シャノの気合いと完全詠唱を重ねた結界が一気に膨張し、巨大な水風船のように膨らんでいく。

　放たれた闇魔法【シャドウフレア】は、その分厚い壁をわずかも削ることができずに霧散し。

　結界はさらにフロア全体を押しつぶすように膨れ、霧と化した闇神様を圧迫していく。

「ぬおおっ!?　いかん、壁まで押し返され……」

　塔の外壁と結界に挟まれ、へぶっ、と闇神様の悲鳴がした。







　闇の霧が晴れ、防護魔法が解けてから、シャノはみんなにぺこりと頭を下げた。

「ごめんなさい。詠唱、しちゃいました……」

「ううん、気にしないで！　でも、良かったの？」

　心配そうに尋ねるミナに、シャノは頬を搔く。

「……いやだったんです」

「なにが？」

「その……いくら試練でも、詠唱に手を抜いて、皆さんに怪我を負わせてしまうのはいやだな、って。そこまでして、私は自分を強くしたくはないかな、って」

「シャノちゃん……」

　えへへと笑うシャノの横、瓦が礫れきの中から、闇神様がふわりと現れる。

「くっ。詠唱アリとはいえ、まさか傷ひとつないうえ押し返されるとは、思いもせんかったぞ」

「すいません。ちょっと、頑張りすぎてしまいました。でも、詠唱をしてしまったので……」

　申し訳ありません、と謝る彼女に、闇神様はふっと息をついた。

「合格」

「え？」

「妾は元々、そのつもりで試練を課したのだからの。お前さんの心、しかと受け取った。……では、試練を突破せし者に、褒美を取らせよう」

　闇神様がパチンと指を鳴らし、ミナ達の前に新しい階段が現れる。

　クエストクリアにつながる、塔の屋上へと続く道だった。
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　満天の星空という言葉を使うのなら、こんな空しかない、とミナは思う。

「わああっ……！　夜中のお月様！　すごーい！」

　屋上でミナ達を迎えたのは、手を伸ばせば満月に届きそうなほどの、夜空。

　きらめく星の川。

　足下には月明かりにゆらりと波うつ湖。そして遠方にはうっすらと街の明かりが灯り、遠目には目的となる雄大なベーネティア山脈が並んでいた。

「妾の住まいは、満月の塔。その夜景が至宝であるのは当然であろう？」

　闇神様が自慢げに語り、さて、とシャノの前に立つ。

「それでは、僧侶シャノ＝グラスリーフよ。試練を突破せしそなたに、力を授けよう」

「は、はいっ」

　緊張するシャノに、闇神様が虚空より暗黒色の首飾りを召喚する。

　魔力の詰まった宝石を、シャノがゆるりと首につけると、ほわりと黒い光が瞬いた。

　これが闇の魔力を込めた試練突破の証らしい。

「シャノちゃん。魔法、試してみようよ！」

「はい！」

　新たな力を手にドキドキしながら、杖を手にするシャノ。

　その先端に闇色の魔力を浮かべ、瞼まぶたを閉じる。

「ではいきます！　【プロテクション】！」

　シャノが魔法を発動し、空間にふわりと光を放つ。

　ゆらりと空間が揺らぎ、現れたのは……

　さっきと変わらない、薄っぺらい結界だった。

「あ、あれ？　【プロテクション】！　【プロテクション】！」

　何度か試すも、出てくるのは薄い紙切ればかり。

「えーと。闇神様？」

「……魔力が上昇しているのは嘘ではないぞ。ただ、悪口の詠唱を破棄できるほどではないのだ。というか、そなたは持ち前の体質が強すぎるせいで、詠唱を挟まないと魔法に強力な下降補正が入るらしいの」

「ええええっ!?」

「こればかりは資質ゆえ、諦めるがよい」

　杖を取り落とすシャノ。

　結局、彼女の詠唱に変わりはないのであった。

「そんなぁ……」

「まあ、落ち込むのも理解できる。が、そなたはもっと大切なことを理解したであろう？」

「え？」

「先の試練で、見事に見せたではないか。……そなたは詠唱破棄の試練を受けてもなお、仲間を守りたいという【僧侶】の矜きょう恃じを捨てなかった。詠唱を破棄せよという試練に対し、失格覚悟で、仲間を守るために詠唱をしたのであろう？　その詠唱を誇ることはあれど、卑屈に思うことはあるまい」

　シャノの防護はパーティの要だ。

　彼女が失敗すれば、みんながダメージを受けてしまう。

「そうだよ、シャノちゃん。詠唱が変だなんて、気にすることないよ」

　ミナがシャノの手を取り、にっと笑う。

　白い歯を見せた笑顔は、月夜の下でも、太陽のように明るく眩しい。

「ん……シャノはみんなのために、頑張ってくれた。嬉しい」

「そ、そうですか？」

「うん。それに、詠唱ができるだけすごい」

　こくこく頷くリリィ。

「まあ詠唱が変なんて、よくあることですわ。わたくしも、鎧がないと戦えない騎士ですもの！」

「闇神として助言するが、そこは改善せよ」

「突っ込まないでくださいませ！」

　もうっ、と怒るユルエールだが、彼女があえて自分の弱点を晒して茶化してくれたことくらい、シャノだって理解していた。

　それでも恥ずかしさから、シャノはつい頬を搔いて照れてしまう。

「もう……なんだか、改めて言われると、くすぐったいですね」

「ま、こういう話は冒険に出た先でなければ語れぬものよ。遠回りでも届けばよし、とな」

　闇神様が「さて」とミナ達全員に向き直る。

「では、そなたらにはもうひとつ、妾からの贈り物をさずけよう。試練突破のご褒美じゃ」

「え？　何だろう」

「まあ褒美というほどでもないが……ほれ、時間じゃ」

　闇神様の合図とともに、ミナの横顔へ、眩しい光が差し込んだ。

　目を細めて見上げると今まさに朝日が昇り、ミナ達を包んでいた闇が払われていく。




　夜明けだ。




「おおー……！」

　さわやかな風とともに世界が光を取り戻し、ミナの視界に世界が広がっていった。

　足下に広がる湖面。

　遠くに見える、王都の姿。

　そして、雄大なベーネティア山脈のすべてが露わになる。

　ミナ達は瞳を輝かせ、そして本題のクエストを思い出した。

「よし。写真、撮ろう！　シャノちゃん、セットお願い！　今日は満月の塔突破と、シャノちゃんの詠唱可愛い記念だよ！」

「何ですか、その記念。……でも、分かりました」

　リリィがアイテム袋から写真魔法具を取り出し、シャノが山脈を背景にセットする。

　記念とばかりにミナ達が笑顔で並び、魔法具の遅延機能をセット。

　ちなみに撮影遅延機能は、リリィが改造して作成したものだ。

「シャノちゃん早く早く！　そうだ、闇神様も一緒に！」

「なに、妾もか？　しかし……」

「いいからいいから！」

　攻略記念なのだし、ミナは仲間達とたくさんの思い出を作りたい。

　みんなを集め、ピースをしながらにこーっと笑う。

「はーい、みんな写すよー！」

「ちょっと、ミナ。もう少し詰めて頂けます!?」

「ん……（隠れようとするリリィ）」

「ダメですよ、リリィさん。恥ずかしがっては」

　シャノに引っ張り出され、リリィがちょっと恥ずかしそうに目をそらす。

　カチッ、と小さな音とともに、写真の保存が完了した。

「よーし、クエスト完成！」

「今回こそ完璧ですわね！」

「あたし達、ついにクリアだよ！」

　ハイタッチをするミナとユルエール。

　恥ずかしそうにしつつも、口元を綻ばせるリリィ。

　一緒に写っても良かったのかな、と笑っている闇神様。




　そんな彼女達を、シャノはこっそり長めながら。

　この素敵な仲間達を守れるなら……恥ずかしい詠唱でも、頑張って使っていこう、と。

　密かに決意しながら、にこりと微笑むのだった。




　まあ、恥ずかしいものは結局恥ずかしいんですけど、と思いつつ。
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　で、翌日。

　初心者の館で魔法写真機を現像してもらうと、ロジーナさんはなんとも渋い顔をした。

「この写真なのですけど。皆さんの笑顔の面積が大きすぎて、ベーネティア山脈が写ってないのですが……」

「「「えええええーーーっ！」」」

　あまりのショックに、写真撮影を担当したシャノがぶっ倒れた。

「シャノちゃーーーん！」

　今回もやっぱり駄目だった。

　けど──

　本当はそんなに悪い気もしてない、シャノであった。

　倒れたのは単に、写真撮影のときテンションが上がりすぎて、失敗したのが恥ずかしかっただけなのだから。









　初心者の館　クエスト報告レポート




　クエスト：ベーネティア山脈の写真を撮ってきてください！

　結果：失敗／写真にベーネティア山脈が写っていなかったため

　取得アイテム：

　宵闇のペンダント×一

　薬草×一←リリィが拾ったもの




　報告書：

　ベーネティア山脈撮影クエスト攻略のため、私達は『満月の塔』へ向かいました。

　予想されたトラップ等はひとつもなく、中層階に到着したところで闇神様より試練を与えられ、最上階を目指すことに。そして最上階ではシャドウモンスターとの戦闘、さらに闇神様の魔法を受け止めて弾き返し、試練を突破しました。

　のちに塔の頂上で写真を撮影。きれいな景色でしたが、私のミスで山脈の代わりに笑顔が写ってしまいました。

　塔を攻略したからと気を抜かず、最後まできちんと確認したいと思います。




　報告者：僧侶シャノ＝グラスリーフ



　館からのお返事：




　シャノさんのレポートは丁寧に書かれており、大変分かりやすくて宜しいのですが……

　そもそも『満月の塔』中層階より上は中級者向け迷宮ですし、なぜトラップがなかったのか、シャドウモンスターがなぜ登場したのか、神様の魔法を受け止めて弾き返したとはどのようなことなのか。

　なにか根本的な勘違いがある気もするので、今度改めて子細をお聞かせ願えればと思います。




　回答者：ロジーナ＝クライン
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　王国会議。

　本日も開かれた『勇者ちゃんを卒業させようクエスト会議』にて、メイヤーはいかにも沈痛な面持ちで頭を下げていた。

　今回の写真クエストを考案したのは、メイヤーだ。

　国王様をはじめ、お偉方の期待を背負ったクエストが失敗したとなれば、彼女の責任は免れないだろう。

　もっと努力できたのではないか。

　頑張れたのではないか。

　メイヤーは、心の底から後悔を……

　もちろん、していなかった！

（計画通り！　私はこれで、王国会議をクビになる！　そして私は普通の牛飼いになる……！）

　最近なぜか天才軍師だとか、勇者ちゃん達への最後の切り札とか言われているけれど、そろそろ普通の少女に戻ってみせる。そう決意したのだ。

「メイヤー殿」

「は、はいっ」

　王様の威厳ある声。

　これからメイヤーは、クビにされることだろう。

　笑うな。

　まだ笑うな。

　次の一言で国王陛下からクビを宣告をされ、メイヤーがただの初心者、そして牛飼いに戻るまで。

　決して喜んではいけないーー

「じつに。……じつに素晴らしい成果だっ」

「……はい？」

　聞き間違いだろうか。

　ぽかんとするメイヤーに、円卓会議のあちこちで拍手がわき起こる。

「え？　私、失敗したのですけど……？」

「うむ。確かに失敗は悔やまれる。あと一歩のところでクリアだっただけに……実に惜しい。が、それよりも！」

　席を立った陛下は、まるでメイヤーを神でも崇あがめるように、恍こう惚こつとした表情を浮かべて。

「今回は………………爆発、しなかった」

「はい？」

「そう、爆発しなかったのだ！！！　これがどれだけすごいことか！！！」

　王様が興奮のあまり涙を流し、居並ぶ大臣達まで感動に打ち震え、胸に手を当てていた。

「今回は、山が爆発しなかった！」

「ダンジョンも消し飛ばなかった！」

「隣国の姫を救って国際問題にもならず」

「うっかりゴーレムが円卓会議で暴れたりもせず」

「何も。そう、なにも起きなかった……これぞ天才のなせる技……！」

（なに言ってるんだろうこの人達）

　メイヤーは氷点下までに冷めきった視線でつい思ったが、そういえば勇者一行はクエストに出るたびだいたい何かを爆発させていた。

　失敗を繰り返した国王陛下にとって、それは奇跡だったのだ。

　ご高齢な陛下は感喜の涙を浮かべ、ただ一言。

「もう……ワシがいなくても、王国は安泰であるな……」

　そういい残して、バタっと倒れた。

「「「陛下ぁーーーーっ！」」」







　半はん刻ときの後、会議室で待っていたメイヤーの下に戻ってきたのは青ざめた高官達だった。

「あの……陛下は」

「……残念ながら……」

「え……」

　王国会議ではお茶目な一面もある陛下だが、一応国のトップを担う人物だ。

　アズリア王国の行く末はどうなるのか。

　大臣のひとりが重い溜息をつく。

「持病の腰痛が悪化してしまい、しばらく安静とのこと。メイヤー殿の報告に喜びあまって、勢いよく立ち上がったのがよくなかったようだ」

「いまの陛下に、王国会議は荷が重すぎる……」

「やむを得ん。しばらくの間、陛下にはごく普通の王様として、普通に公務に当たってもらう他ないだろう」

（普通とは？？？）

　一部理解できない言葉が混じっていたが、たぶん、王国のお偉方には通じるのだろう。

　無理やり飲み込んで、メイヤーはふと空席となった陛下の椅子に気づく。

「では、この会議はどうなるのでしょうか」

　大臣達は顔を見合わせ、すっとメイヤーに手を差し伸べた。

　目の前には、陛下の椅子。

「は……？」

「冗談です、メイヤー殿。本心ではそうしたい気持ちも山々ですが……王国会議の上座は、玉座にして王国の支配者たる者の場所ですから」

（ですよね！　良かったー！）

　胸をなで下ろすメイヤーだったが、すると会議の主は誰が担うのだろう。

　その疑問に答えるように、大臣のひとりが声をあげる。

「実は、陛下を病室へと運ぶ途中で、王国のとある人物に事情がバレてしまい……本来は秘策中の秘策としたかったのですが、その方にご登場頂くこととなりました」

「秘策？」

「はい。できれば秘策のまま、ずーーーっと出てこないで欲しかったのですが……」

　一体誰なだろう、とメイヤーが思考を巡らせるよりも早く、その人物は現れた。

　完璧、という言葉がまず浮かぶような美少女だ。

　神より祝福を賜ったかのように輝く、金色の髪。

　ルビーのように赤い瞳が強烈で人目を惹ひく、絶世の美女。

　優雅に揺らぐ紅のマントも、しなやかな長身も、彼女はその持ち前の気品をもって完全に着こなしている。

　その人物はさわやかな笑みを浮かべ、軽い握手とともにメイヤーに名を告げる。

「初めまして、噂に名高き天才軍師メイヤー君。ボクの名は、アストリアル＝アズリア。この国で、王女様なる役割を務めさせて頂いてる者だよ」

「お……王女殿下……？」

「気楽にアストと呼んで欲しい。これでも君とボクは同い年なんだ」

「あ……は、はいっ。よろしくお願いします」

（って、しまったー！　よろしくお願いしますではなく、辞退の話に持っていくはずだったのに！）

　長いものにはつい巻かれる体質が、骨身に染みてるメイヤーであった。

　くすくすと、アストと呼ばれた王女が笑う。

「メイヤー君。君の噂は聞いているよ。いま国で最も頼りになる軍師だと。王国会議でも引き続き、その才を発揮してもらいたいし、叶かなうならボクの部下になって欲しい」

「……おお……国の麗しき英知が二人……」

「これが未来の王国のあり方だ、その目に焼きつけておけ」

「ふっ……我が国の将来も、捨てたものではないな……」

（どんどん外堀が埋められている！）

　高官達や大臣からまたも視線が浴びせられ、メイヤーは震え上がる。

　逃げたい。

　でも逃げられない。

　王女殿下は気にすることもなく、パンパン、と手を鳴らして静寂を促す。

「では状況確認から始めよう。ボクに内緒でこんなに楽しい……」

（楽しい!?）

「じゃなかった、このような大事な会議が行われていたと、いま知ったばかりでね。些いささか緊張しているんだ。まずは冷静に情報を分析し、いかに面白おかしく……ではなく、頑張って卒業させるよう皆の協力をお願いしたい」

（あっ、ダメだこの人いやな予感しかしない）

　この日、王国会議は新たなる主を迎え。

　そろそろ逃げられなくなってきたメイヤーとともに、王国会議は第二幕を迎えるのだが、それはもう少し先の話である。
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あとがき






　昔の話になりますが、アニメ『けいおん！』にハマっていた時期がありました。

　可愛い女の子達が、ひたすら楽しくお喋りする。部活ものではありますが猛練習というほどではなく、和わ気き藹あい々あいとしながら毎日を楽しくおかしく過ごす。これといった大事件も起きず、人間関係のトラブルもなく、けれど、みんな揃って（ある意味本気で）毎日を過ごしている。その姿があまりに可愛い。

　見ているだけで癒されて、のほほんとして、この子達をもっと見ていたいなという気分にさせてくれる。

　自分が日常系アニメにハマり始めた原点の作品だったと思います。

　その後も日常系アニメは何となくチェックしていて、「ごちうさ」やら「まちカドまぞく」やら、仕事で疲れた日や休日に何となくぼーっと見るのが日課になっておりました。

　ドキドキする物語も陰鬱なストーリーも、ラブコメもホラーもミステリーも自分は好きです。悲恋も好きですし難病ものも大好きです。ただ、時には可愛い女の子がきゃあきゃあ楽しく騒いでいるだけの作品、というものが小説にあっても良いのではないでしょうか。







　お久しぶりの方は、お久しぶりです。初めましての方は、初めまして。時とき田た唯ゆいと申します。

　本作品は、とにかく可愛い女の子達がきゃあきゃあ騒いでいる楽しさを詰め込みました。

　本人達はがんばっている（？）ようですが、結果には中々結びつかない──けれど、大切なのは結果ではなく過程と成長です。失敗ばかりではありますが、彼女達なりに進歩はしておりますので、いつの日か、まあ、そのうち、大分先になるとは思いますが本物の勇者になれる日が来るかもしれません。

　末永く見守っている間に、レベル９９９になっていそうですが……

　それもまた楽しい日々なのだと思います。

　それに、青春時代にできた仲間、というのは人生においてかけがえのない存在になります。自分もそれなりに歳としを取りましたが、未だによく遊ぶ相手は高校のときに仲良くなった同級生だったりするので。

　きっと彼女達にとって、きらめくような最高の青春時代になるでしょう（自分もそんな人生を送ってみたかった……と思いますが、そういう人生を過ごしていたらきっと小説は書いてなかったかも、とも思います）。







　最後に謝辞を。まずは大変可愛らしいイラストをつけてくださった、たかやKiさん。本作は女の子が可愛くてなんぼだと思うなか、本当に愛らしく描いて頂きありがとうございます！　彼女達が楽しくわいわい騒ぎながら冒険に出ている様が目に浮かぶようです。

　そして本書を出すにあたり、尽力してくださった担当編集者様。本作品に限ったことではありませんが、毎度ながらご迷惑をおかけしてしまっており、本当に申し訳ございません……。いつもありがとうございます！

　その他、本書に関わってくださった校正の方、営業および宣伝担当の方、印刷所の方および本書の販売に携わってくださった方々。そして今現在、本書を手にとって頂いている方々、誠にありがとうございます。

　本書を読んですこしでも、ほっこりした気持ちになって頂けたなら幸いです。

　では、またの機会によろしくお願いします。
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